


೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓؔ܎発۷調査報告書ᶠf ᶜ

松
· つ

蔭
か ͛

東
ͻがし

遺 跡

中
な か

曽
ͦ

根
ね

遺 跡Ⅱ

大
お お

　館
だ て

　跡　ᶗ

2  0  0  8

৽　ׁ　ڭ　ݝ　ҭ　ҕ　һ　ձ

ஂۀࣄ調査ࡒຒଂ文化ݝ法ਓ  ৽ׁஂࡒ



ং

　೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓは、৽ׁࢢの৽ׁ空ߓインターνΣンδかΒ೔本海にԊっ

て北上し、山形ݝをܦてळా自ಈंಓと઀ଓし、ळాݝՏลδϟンクシϣンにࢸる高

଎自ಈंಓͰす。৽ׁݝ内Ͱは胎内ࢢの中条インターνΣンδ·Ͱが平成 14 年度に

完成してい·す。

　高଎自ಈंಓݐઃを取り巻く状況はݫしいものが͋り·すが、平成 15 年末の国土

։発װ線自ಈंಓݐઃձٞ（国װձٞ）において、೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓの中条－

朝೔間は、چ೔本ಓ࿏ެஂが有ྉಓ࿏としてݐઃをਐΊる͜とになり·した。ͦの後、

ެஂの分割・ຽӦ化に൐い、平成 17 年 10 ݄にઃཱさΕた東೔本高଎ಓ࿏ג式ձࣾに

Ҿき継がΕ·したが、平成 18 年２݄の国װձٞにおいて、ߥ઒－朝೔間については

国土ަ通লが৽直׋ಓ࿏としてݐઃする͜とになり·した。೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓ

は、͜の地Ҭ内外のࡁܦ的なަ通・流通をଅすだけͰなく、ऀױٸٹのൖૹ・֐ࡂ時

のٸۓ༌ૹなͲの「໋の高଎ಓ」としての໾割も期଴さΕており、ૣ期の։通が๬·

Ε·す。

　本書は、͜の೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓݐઃに先ཱって発۷調査を実ࢪした「松蔭東

遺跡」、「中曽根遺跡」、「大館跡」の報告書Ͱす。松蔭東遺跡は中世主体の遺跡Ͱ、۷

ཱ柱ݐ物なͲの遺構が見つかり、पลの同時代の遺跡とのؔ࿈が஫目さΕ·す。中曽

根遺跡は古代の遺跡Ͱ、۷ཱ柱ݐ物やҪ戸なͲの遺構、須恵器・土師器なͲの遺物か

Β、古代のू落の様子をかい·見る͜とがͰき·す。大館跡は中世と縄文・弥生時代

の遺跡Ͱす。ڧ固な๷ࢪޚઃとしてػ能した館北側の土ྥや堀の数ʑは、15 世ل以

߱にஙかΕた͜とが分かり·した。چ地形を޼みにվมした大規模な普੥の様子をࠓ

に఻͑るとڞに、大館跡の成ཱ年代を考͑る上Ͱもو重な調査ྫࣄとなり·した。

はもとより、地Ҭのྺ࢙を஌り、ֶぼ͏とする多くऀڀݚ回の発۷調査が、考古ֶࠓ

の方ʑに׆用さΕる͜とをئっており·す。

ڭࢢ઒ொ・ਆྛଜ・ଜ上ߥ加さΕた地元の方ʑや区長ฒびにࢀ後に、͜の調査に࠷　

ҭҕһձには多大なるྗڠޚとޚԉॿをࣀり·した。·た、国土ަ通ল北陸地方整備

ہ式ձࣾ৽ׁ؅ཧג຿所、東೔本高଎ಓ࿏ࣄ຿所ฒびに同羽越Տ઒国ಓࣄ৽ׁ国ಓہ

ଜ上工ࣄࣄ຿所、ߥ઒Ԋ؛土地վ良区には、調査にࡍして格別のご഑ྀをいただき·

した。͜͜に厚くおྱਃし上͛·す。

平成 19 年 12 ݄
৽ׁڭݝҭҕһձ

ݾ　ࠀ　౻　ҭ長　෢ڭ



ݴ　　　ྫ

１　本書は৽ׁݝ岩ધ܊ਆྛଜ大字຀目字松蔭 1292 ほかに所ࡏする松蔭東遺跡、同ߥ܊઒ொ大字ۚ԰字中曽根 725

ほかに所ࡏする中曽根遺跡、同ݝଜ上ࢢ大字天ਆԬ字大館ほかに所ࡏする大館跡の発۷調査ه࿥Ͱ͋る。

２　本発۷調査は、೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓ（以下、೔Ԋಓとする）ݐઃに൐い、৽ׁڭݝҭҕһձ（以下、ڭݝҕ

とする）が国土ަ通লかΒडୗしたものͰ͋る。調査はڭݝҕが主体となり、ஂࡒ法ਓ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査ۀࣄ

ஂ（以下、ຒ文ஂۀࣄとする）にҕୗし、ຒ文ஂۀࣄの؅ཧ・؂ಜのもと加౻ݐઃג式ձࣾが平成 18 年度に行った。

３　整ཧۀ࡞および報告書࡞成に܎るۀ࡞は、平成 18 年度にຒ文ஂۀࣄ指ಋのもと、加౻ݐઃג式ձࣾが͜Εに͋

たった。本書は、本文、遺構・遺物観察表、遺構・遺物実測図版、ࣸਅ図版かΒなる。図版のॖईはͦΕͧΕの図

版にهした。·た遺物ࣸਅについては原ଇとして実測図とॖईを߹Θͤた。

̐　出土遺物および調査・整ཧ・自然Պֶ分ੳに܎る֤種ࢿྉ（含観察データ）は、一括してڭݝҕが৽ׁݝຒଂ文

化ࡒηンターにおいてอ؅・؅ཧしている。

̑　遺物のமهは、松蔭東遺跡のলུ06」߸ه Ϛπカ」、中曽根遺跡のলུ06」߸ه 中ιω」、大館跡のলུ06」߸ه

大タς」として、出土位置や層位をଓけてهした。

̒　本書Ͱ表هしている国Ո࠲標は、測量法վਖ਼（平成 14 年）以前の೔本測地系の数஋を࢖用している。·た標高

については東ژ࿷平ۉ海面（5-P）を࢖用している。

７　本書Ͱࣔす方位はす΂てਅ北Ͱ͋る。·た本文Ͱड़΂る軸方位はਅ北にରする東西方向の܏きͰ͋る。

̔　本書にࡌܝした遺物൪߸は遺跡ごとに種別に܎りなく通し൪߸とし、本文および観察表・実測図版・ࣸਅ図版の

൪߸は一கしている。

̕　本文中のமは٭஫とし、Ҿ用文ݙはචऀおよび発行年を文中にʦ　ʧͰࣔし、巻末に一括してࡌܝした。

空ࣸਅ撮Өは、+.5ߤ　10 空撮にҕୗした。

11　自然Պֶ分ੳは、す΂てג式ձࣾύϨオ・ラϘにҕୗした。

12　大館跡出土の石器の石材は஛೭内ࢯߞ（糸ڕ઒ཱࢢϑΥッサϚグナミϡーδアϜ）にごࣔڭいただいた。

13　遺構・遺物図の֤種図版࡞成・ฤूにؔしては以下の通りͰ͋る。遺構図は AEoCF ࣾ *MMVTUrBUor を用い、遺構

ࣸਅはリόーサルϑΟルϜͰ撮Өしたものをスキϟχングし、遺物ࣸਅはデδタルカϝラͰ撮Өし、ೖߘを行った。

·た遺物図版にؔしてもスキϟχングしೖߘした。

14　平成 17 年度以前にץ行した報告書には、法定࿏線名の೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓ < ུশ、೔Ԋಓ > と東೔本高଎

ಓ࿏ג式ձࣾのӦۀ࿏線名Ͱ͋る೔本海東北自ಈंಓ < ུশ、೔東ಓ > が、ऀۀࣄのҙ向により࢖用さΕ、結Ռ

として྆࿏線名শが一࡭の報告書にࠞࡏしていた。しかし平成 17 年度末に高଎自ಈं国ಓ法第̒条によりߥ઒イ

ンターνΣンδの北側については、৽直׋方式をಋೖし国土ަ通লのݐઃ区間となったたΊ、͜の区間の࿏線名শ

は೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓ < ུশ、೔Ԋಓ > に統一する͜ととした。

15　本書のࣥචは、青木　ֶ（加౻ݐઃג式ձࣾ調査୲当）、松Ҫ੓信（同ࣾ調査୲当）、ઍت良३（同ࣾ調査һ）、

北ଜ࿨ึ（同ࣾ調査һ）、ࠤ໺஌美（同ࣾิॿ調査һ）、石઒ஐل（ຒ文ஂۀࣄ調査՝൝長）が͜Εに͋たり、ฤू

は青木が行った。ࣥච分୲は以下の通りͰ͋る。

　　　ᶗষ 1（石઒）

　　　ᶗষ 2A・B・C  1）・3、Ⅲষ 1・2A・B・3A・B・C  1）・2）・5、Ⅳষ 1・2A・B・3・5、

　　　Ⅴষ 3C  1）・5A  2）（青木）

　　　ᶗষ 2C  2）、Ⅴষ 3C  4）・5B  2）（松Ҫ）　　　Ⅱষ（ઍت良）　　　Ⅲষ 2C・3C  3）・4）、Ⅳষ 2C（ࠤ໺）

　　　Ⅴষ 1・2・3A・B・C  2）・3）・5A  1）・B  1）（北ଜ）

　　　Ⅳষ̐A（໺ଜහߐ）

　　　Ⅲষ 4・Ⅳষ 4B・Ⅴষ 4（小ྛߛ一・୮生越子・ҏ౻ໜ・山形ल樹・瀬୩܆・;BVr LomUBUJE[F・

　　　　　　　　　　　　　　　*OF[B +orKoMJBOJ・孔ஐݡ・໺ଜහߐ）

16　発۷調査かΒ本書の࡞成にࢸる·Ͱ、下هの方ʑおよびؔػかΒ多くのごࣔڭ・ごྗڠをいただいた。͜͜にه

し、厚くྱޚਃし上͛る。（ܟশུ、ेޒԻॱ）

　　　ۚ子୓உ　　ؔ　խ೭　　高ᖛ信行　　ా中࡞ߞ　　ా中ਅޗ　　ాลૣබ　　௽巻ࢤ߁　　中ౡӫ一

　　　໺ా๛文　　ਫᖒ޾一　　໼ాढ़文　　横山উӫ
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１　調査にࢸるܦҢ

　法定࿏線名「೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓ（以下、「೔Ԋಓ」）」は、৽ׁࢢの৽ׁ空ߓインターνΣンδ（以下、

「*C」）をى఺に、೔本海にԊって北上し、山形ݝ、ळాݝをܦて青৿ࢢにࢸる高規格װ線ಓ࿏Ͱ͋る。·

た৽ׁ中ԝδϟンクシϣン（以下、「+C5」）～ळాݝՏล +C5 間は、Ӧۀ࿏線名「೔本海東北自ಈंಓ（以下、

「೔東ಓ」）」ともݺশさΕる。೔Ԋಓの৽ׁ～朝೔間における基本ܭ画は、平成元年および平成３年にܾ定し、

平成 10 年にࢪ工໋ྩが出さΕた。͜Εをडけて、೔本ಓ࿏ެஂ（以下、「ಓ࿏ެஂ」）と৽ׁڭݝҭҕһձ（以

下、「ڭݝҕ」）との間Ͱ、ಓ࿏法線内のຒଂ文化ࡒの取りѻいにؔするٞڠが本格化した。

　中条 *C ～朝೔ *C 間の分෍調査は、ڭݝҕかΒҕୗをडけたஂࡒ法ਓ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査ஂۀࣄ（以

下、「ຒ文ஂۀࣄ」）が平成 11 年度に実ࢪした。調査の結Ռ、ಓ࿏法線上には̔か所のप஌遺跡と 27 か所の

遺跡推定地が存ࡏし、͜ΕΒについて۷ࢼ・֬ೝ調査がඞཁͰ͋るࢫをڭݝҕに報告した。

　松蔭東遺跡にかかる۷ࢼ調査は、「प஌遺跡２（ా԰ಓ）」として平成 14 年݄̒かΒ 10 ݄にかけて実ࢪ

した。中世主体の遺構・遺物を検出し、松蔭東遺跡として৽規ొ࿥した。中曽根遺跡にかかるൣғは、「प

஌遺跡２（ಓ端）」として平成 14 年݄̑かΒ７݄にかけて調査した。古代主体のू落跡を検出し、小字名

かΒ中曽根遺跡として৽規ొ࿥した。大館跡にかかる調査は、ൣ٭ڮғにݶ定して平成 17 年 11 ݄に実ࢪ

した。ߔ、土ྥ状の遺構を検出し、館の一部Ͱ͋る͜とを֬ೝした。͜の時఺Ͱ推定さΕた本発۷調査面

積は、松蔭東遺跡が 6
000 ㎡、中曽根遺跡が 12
000 ㎡、大館跡が 310 ㎡Ͱ͋る。

ೝ調査終ྃ後、平成֬・۷ࢼ　 14 年 12 ݄ 18 ೔のಓ࿏ެஂ、ڭݝҕおよびຒ文ஂۀࣄとのٞڠͰ、೔Ԋ

ಓૣ期։通のたΊ、当面は࢑定二ं線分に調査ൣғをݶ定する͜とをܾ定した（以下、「ݶ定ٞڠ」）。ͦの

結Ռ、本発۷調査ର৅面積を松蔭東遺跡は 3
440 ㎡、中曽根遺跡は 8
810 ㎡にमਖ਼した。

　平成 16 年１݄̔೔の国土։発װ線自ಈंಓݐઃձٞ（以下、「国װձٞ」）が終ྃ後、ຽӦ化を͑߇たಓ

࿏ެஂかΒ、๲大な調査量を短期間に終ྃする͜とがཁ๬さΕた。ͦΕにରԠするたΊ、ڭݝҕとຒ文ࣄ

り、平成ݶઃにݐを行い、೔Ԋಓٞڠは調査体੍なͲのஂۀ 16 年度以߱の調査をຒ文ஂۀࣄ৬һの؅ཧ・

؂ಜの下にຽ間調査ؔػにશ面ҕୗする͜ととした。ͦの後、೔Ԋಓのۀࣄは、ಓ࿏ެஂの分割ຽӦ化に

൐い、平成 17 年 10 ݄１೔にઃཱさΕた東೔本高଎ಓ࿏ג式ձࣾ（以下、「東೔本高଎ಓ࿏」）にҾき継がΕた。

·た平成 18 年２݄７೔の国װձٞにより、ߥ઒ *C 以南は東೔本高଎ಓ࿏が「有ྉಓ࿏方式」Ͱ、ߥ઒

*C 以北は国土ަ通ল（以下、「国ަল」）が「৽直׋方式」Ͱ整備する͜とになった。

　平成 18 年度の本発۷調査か所は、࠷終的に平成 18 年３݄３೔の国ަল、ڭݝҕ、ຒ文ஂۀࣄによるڠ

ٞͰܾ定した。·た平成 14 年 12 ݄のݶ定ٞڠ内容も、国ަলにҾ継がΕる͜とが֬ೝさΕた。調査ର৅

はਆྛଜ・ଜ上ࢢ内の７遺跡、調査面積໿ 54
240 ㎡Ͱ͋る。松蔭東遺跡は݄̐３೔かΒ調査を։࢝した。

同年݄̑、ߥ઒ொ内の一部に௥越し区間をઃけて四ं線とするܭ画มߋがࣔさΕ、中曽根遺跡が௥加調査

ର৅となった。年度内調査が可能か検౼した結Ռ、調査着手をܾ定し、７݄ 10 ೔かΒ調査を։࢝した。

大館跡は݄̐かΒ着手༧定だったが、ઃܭมߋが͋り、ซͤて調査面積が大幅に૿加した。調査工ఔ・調

査体੍なͲを見直し、݄̔１೔かΒの調査։࢝となった。
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２　調 査 ܦ ա

̖　松蔭東遺跡

ࢼ（1 ۷ 調 査

　松蔭東遺跡の۷ࢼ調査は、ڭݝҕかΒҕୗをडけたຒ文ஂۀࣄが平成 14 年݄̒ 17 ೔かΒ 10 ݄ 11 ೔の

期間に実ࢪした。ର৅ൣғは本遺跡を含Ίたਆྛଜ大字南ా中かΒ۝೔ࢢにかけてのԆ長໿ 1
800m Ͱ͋

り、͜のൣғにはप஌の遺跡Ͱ͋るా԰ಓ遺跡が存ࡏする͜とかΒ、「प஌遺跡２」として行った。なお

ܭ߹۷トϨンνはࢼ 104 か所Ͱ͋り、͏ͪ 66 ～ 71 トϨンνが本遺跡内に֘当する。

　調査の結Ռ、南ా中ू落の北西に位置する 67・68・70 トϨンνにおいて遺構および遺物を検出した。

͜の部分は、प஌の遺跡Ͱ͋るా԰ಓ遺跡かΒ南΁໿ 100m 以上、·た本遺跡と同様に৽たに֬ೝしたۼ

ా遺跡かΒ北΁໿ 450m ཭Εている͜とかΒ別遺跡と考͑ΒΕ、小字名かΒ「松蔭東遺跡」とݺশする͜

ととした。

　検出した遺構は、67 トϨンνͰピット１基、68 トϨンνͰ土２޵基、１ߔ条、ピット̒基となっており、

ͦの͏ͪ 68 トϨンν検出の礎板を࣋つピットは、ݐ物跡の柱݀と考͑ΒΕる。遺物は上هのトϨンνの

ほかに 70 トϨンνにおいても中世陶磁器・須恵器なͲが出土している。中世の遺物は３か所のトϨンν

Ͱ出土しているが、須恵器は 70 トϨンνのみͰ͋る。

　以上の͜とかΒ、松蔭東遺跡は中世のू落と考͑ΒΕ、遺構・遺物を検出したトϨンνपลを含Ίたൣ

ғについて本発۷調査がඞཁと൑断した（第１図）。

2）本発۷調査

　本発۷調査は、۷ࢼ調査結Ռおよび೔Ԋಓ工ࣄ内容に基ͮいて 3
416 ㎡をର৅に行った。調査期間は、

4 ݄３೔かΒ７݄７೔·ͰͰ͋る。遺構֬ೝ面はݱਫా面より標高が௿くなる͜とかΒ、調査区のपғに

։ڎを۷削し、本発۷調査を行͏͜ととした。調査区内には南北に縦断する೶ಓが存ࡏしており、೶ಓを

ా植͑前後の೶ൟ期·Ͱ࢖用したいとの地元かΒのཁ๬が͋ったたΊ、೶ಓ部分は݄̑中०以߱に調査を

行͏͜ととした。·た調査ର৅ൣғ南端にも೶ಓが存ࡏしており、ͦの部分にؔしてはपғの遺構・遺物

の分෍状況なͲかΒ調査を行͏か൑断する͜ととした。なお調査区内を縦断する೶ಓの東側にはຒΊཱ

てΒΕたਫ࿏が͋り、トϨンνを数本ೖΕて֬ೝしたが、遺構֬ೝ面かΒ深さ１m 以上᎟乱さΕており、

表土をআڈするのみとした。

　۷削։࢝は݄̐ 10 ೔かΒͰ͋り、۷ࢼ調査Ͱ֬ೝした土層のଯ積状況、遺構֬ೝ面·Ͱの深さ、遺物
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の出土量なͲを֬࠶ೝするたΊに調査区内にトϨンνを೚ҙにे数か所ઃ定し、ਓྗͰ۷削を行った。ͦ

の結Ռ、遺物แ含層は削平をडけている͜とが֬ೝͰき、遺物も࡞ߞ土（Ⅱ層）かΒࢄ発的に出土する状

況を೺Ѳした。遺構֬ೝ面·Ͱの深さは໿30～40cmͰ͋るが、調査区南東側は5cm前後とඇৗに浅くなっ

ている。݄̐ 11 ೔かΒ重ػによる表土আڈを։࢝し、19 ೔に終ྃした。ۀ࡞һをಈһした本格的なۀ࡞

は、表土আڈとฒ行した 17 ೔かΒͰ͋る。Ⅱ層の۷削は、6 ݄ 18 ೔·Ͱ行った。ͦのۀ࡞と平行して遺

構検出を行い、݄̑ 16 ೔に調査区北側の 13A・B 区ͰҪ戸（S�10）および۷ཱ柱ݐ物（SB11）を֬ೝし

た。遺構ਫ਼査、遺構۷削は 5 ݄ 18 ೔にⅡ層۷削が終ྃしたൣғかΒ։࢝し、S�10 の断ͪ割りをআいて̒

݄ 28 ೔に終ྃした。ڭݝҕによる終ྃ֬ೝをडけた後、ߤ空ࣸਅ撮Өを７݄̑೔に実ࢪし、ͦの後 S�10

の࠷終֬ೝۀ࡞および基本層ংの֬ೝを行い、ݱ地Ͱのす΂てのۀ࡞が終ྃした。国ަল΁のݱ地Ҿ౉し

は、７݄ 13 ೔に行った。

B　中曽根遺跡

ࢼ（1 ۷ 調 査

　中曽根遺跡の۷ࢼ調査は、ڭݝҕかΒҕୗをडけたຒ文ஂۀࣄが平成 14 年݄̑７೔かΒ７݄ 31 ೔の期

間に、प஌の遺跡Ͱ͋るಓ端遺跡として実ࢪした。遺物は縄文時代かΒۙ世·Ͱのものが調査ൣғのほぼ

શҬͰ出土し、ಓ端遺跡以外にも遺構がू中して検出さΕる部分が֬ೝͰきた。͜の部分はಓ端遺跡かΒ

北側に໿ 800m ཭Εており、別遺跡と考͑、小字名をとって「中曽根遺跡」とݺশする͜ととした。遺構

をू中して検出したトϨンνपลͰは、古代の遺物が主に出土した。͜の͜とかΒ本遺跡は古代を中心と

したू落と考͑た。ͦの中Ͱも遺構・遺物が多くೝΊΒΕ、ू落の中心と考͑ΒΕる部分を本発۷調査ൣ

ғとする͜ととした（第２図）。ͦの後、೔Ԋಓૣ期ڙ用のたΊ、࢑定二ं線分にൣғをݶ定する͜ととなっ

た。なおৄࡉについては、h ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査報告書　第 168 ू　中曽根遺跡 ʦɦ青木ほか 2006ʧͰड़

΂ているのͰ、ͦͪΒをࢀরさΕたい。

２）平成 17 年度本発۷調査

　平成 17 年度の本発۷調査は、̐ ݄ 19 ೔かΒ 10 ݄ 21 ೔の期間に、࢑定二ं線分 8
810 ㎡について行った。

整ཧۀ࡞はݱ৔ۀ࡞と一部ฒ行して、７݄１೔かΒ平成 18 年３݄ 30 ೔·Ͱ行い、報告書は平成 18 年３

݄ 31 ೔にʰ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査報告書　第 168 ू　中曽根遺跡ʱとしてץ行したʦ青木ほか 2006ʧ。

　主な遺構は、弥生時代のॅډ（S*）２౩、土器ू中２か所、土޵（SK）１基、古代の۷ཱ柱ݐ物（SB）̐౩、

Ҫ戸（S�）１基、土޵（SK）24 基、ߔ（SD）13 条Ͱ͋り、ͦ のほか、古代の自然流࿏（SR）２条も調査した。

弥生時代のॅډ・土޵は、調査区内においてपลより標高がやや高い 19・20D・� 区、21・22 D・� 区に

ཱ地している。ॅډは中ԝに࿍を࣋ͪ、ͦのपғにピットが不規ଇにնり、ൣғは遺物の分෍かΒ推定し

たものͰ͋る。土器ू中は、ॅډかΒ཭Εた 7B・C 区に位置し、２個体の土器がͦΕͧΕ単ಠͰ出土し

たものͰ、۷り込みなͲは֬ೝͰきなかった。遺物แ含層は上هのॅډपลにのみ存ࡏし、土器ू中をআ

きͦΕ以外の৔所Ͱは遺物は出土しなかった。弥生時代の遺物は、東北系の天王山式土器を主体としてお

り、時期は中期終末～後期前葉と推定した。出土石器も、ͦΕに൐͏ものと考͑た。

　古代の۷ཱ柱ݐ物は、調査区の D ラインより東側にす΂て分෍している。土޵は調査区内にࡏࢄして

おり、いくつかは自然流࿏内およびͦΕにۙ઀して構ஙさΕ、形態はࠓ年度検出さΕたҪ戸に似たもの

もみΒΕる。Ҫ戸は１基のみの検出Ͱ、SB4 に൐͏と考͑る。۷り込みのしっかりしたߔは、౳高線に
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Ԋって構ஙさΕている。自然流࿏は遺跡を横断する形Ͱ２条検出し、出土遺物かΒ遺跡と同時期に存ࡏし

たものͰ͋る。古代のแ含層は削平さΕており、遺物は遺構内および࡞ߞ土かΒ出土している。遺構Ͱは

SD3 および SR1・2 Ͱ·と·ったが、ͦΕ以外の遺構ͰはほとんͲ出土しない状況Ͱ͋った。遺物の種別

は須恵器・土師器が中心Ͱ、ͦのほか木製඼・石製඼・鉄ᕥなͲがΘͣかに出土した。遺物の時期は̔世

～ل 10 世لのものが中心となっている。

　ͦのほか中世・ۙ世の遺物も出土したが、遺構は֬ೝͰきなかった。

３）平成 18 年度本発۷調査

　平成 18 年度の本発۷調査は、７݄ 10 ೔かΒ 10 ݄ 11 ೔·Ͱの期間に行い、調査面積は 2
294 ㎡を測る。

年度の調査区は平成ࠓ 17 年度の調査区の東側Ͱ࢑定二ं線分の本線外に֘当するが、ܭ画มߋにより片

側二ं線区間となったたΊ、本発۷調査を実ࢪする͜とになった。

　本発۷調査は、松蔭東遺跡の調査終ྃ後かΒ行った。７݄ 10 ೔かΒ重ػによる表土۷削を։࢝し、天

ީ不良のӨڹも͋り、28 ೔に終ྃした。本格的に調査を։࢝したのは 26 ೔かΒͰ、ۀ࡞һをಈһして遺

構֬ೝがे分行͑る面·Ͱ۷削を行った。遺構֬ೝ面は本དྷⅣ層上面Ͱ͋るが、ۙ・ݱ代の࡞ߞによる᎟

乱（౿みൈき痕）が多く見ΒΕる͜とかΒ、Ⅳ層上部を３～̑cm ۷削し、ͦの面を֬ೝ面とした。遺構ਫ਼

査は、۷削ۀ࡞とฒ行して݄̔１೔かΒ行い、おຍ明けかΒ本格的に遺構۷削を։࢝した。݄̔ 24 ೔、

調査区中ԝ 15F 区に位置する SX272 かΒ漆器盤が出土し、݄̔̕೔に発๒ߗ質΢Ϩタンを࢖用して取り

上͛を行った。݄̕以߱は、֬ ೝした遺構をਵ時調査していき、13 ೔にҪ戸（SE277）かΒ斎串が出土した。

݄̕中頃には遺構۷削の目ॲがつき、21 ೔にߤ空ࣸਅ撮Өを行った。ͦの後 17 年度調査Ͱ検出した弥生

時代の遺構・遺物の有無を֬ೝするたΊ、下層の調査を։࢝した。下層の調査は古代の֬ೝ面のグリッド

に͋Θͤて 5m ごとにトϨンνをೖΕ、遺構・遺物が֬ೝさΕた所を֦ுする方針とした。トϨンνは昨
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ୈ 2ਤ　中曽根遺跡ࢼ掘ௐࠪҐஔ͓Αͼຊௐࠪൣғਤ
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年度遺構・遺物が検出および出土している 19・20・21 区を幅 1m、ͦΕ以外を幅 20cm として、深さは弥

生時代の遺物แ含層を۷りൈく͜とがͰきる 50cm とした。19F 区において弥生土器が２఺出土したたΊ

ͦのपғを֦ுしたが、遺物は͜ΕのみͰ͋った。下層の調査がॱ調にਐみ、݄̕ 27 ೔にڭݝҕによる

終ྃ֬ೝをडけた。10 ݄̐・̑೔に基本層ংを֬ೝするたΊ重ػによる深۷りを実ࢪし、ͦの後ه࿥࡞

なͲを行い、10ۀ ೔に発۷調査に܎るۀ࡞がす΂て終ྃした。ͦの後 10 ݄ 17 ೔に、国ަল΁のҾ౉し

を行った。

̘　大　館　跡

1）֬ ೝ 調 査

　大館跡の֬ೝ調査は、ڭݝҕかΒҕୗをडけたຒ文ஂۀࣄが平成 17 年 11 ݄ 18 ೔かΒ 22 ೔の期間にप

஌の遺跡Ͱ͋る大館跡として実ࢪした。֬ೝ調査は、小୩઒にՍかるڮの٭ڮ部分にݶ定したものͰ͋り、

઒をڬんͰ北側に１か所、南側に２か所の３ܭか所のトϨンνをઃ定した。なお北側が 1 トϨンν、南側

の 2 か所のトϨンνがͦΕͧΕ２・３トϨンνͰ͋る。

　͜ΕΒのトϨンνの͏ͪ、遺構を検出したものは南側の２・３トϨンνͰ͋る。２トϨンνはಠٰཱྕ

の੄部に͋たるԭ積地に͋り、ߔを検出した。3 トϨンνはಠٰཱྕ上に位置し、土ྥと考͑た高·りを

֬ೝした。遺物は、１・３トϨンνかΒ出土している。１トϨンνかΒは中世の可能性も͋る陶磁器が３

఺、土師質のものが２఺の̑ܭ఺出土したが、いͣΕも٬土中かΒͰ͋る。３トϨンνͰは、੝土と考͑

た黒色土層かΒ古෿時代の可能性が͋る土師器１఺が出土している。

　以上の͜とかΒ、遺構を検出した２・３トϨンνपลの 310 ㎡を本発۷調査がඞཁなൣғと൑断した（第

３図）。なお１トϨンνかΒも中世の可能性の͋る遺物が出土しているが、٬土中Ͱ͋り、本発۷調査は

ඞཁないと൑断した。

　平成 18 年度にೖってかΒ٭ڮ工ࣄのࢪ工方法のมߋにより、調査ର৅面積が大幅に૿加して 1
270 ㎡

となった。なお当初は松蔭東遺跡の調査終ྃ後、中曽根遺跡とฒ行して本発۷調査を行͏༧定となってい
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たが、大幅な面積૿加Ͱ͋り中曽根遺跡の調査体੍ͰはରԠͰきない͜とかΒ、ٸᬎ調査工ఔ・調査体੍

なͲを見直し、ରԠする͜とにした。

2）本発۷調査

　本発۷調査は平成 18 年݄̔１೔より、1
270 ㎡をର৅に行った。調査区は山ྛのたΊ、૲木െ採ۀ࡞か

Β։࢝した。݄̔７೔より۷削前の地形測量を行い、10 ೔にはݱ況のߤ空ࣸਅ撮Өを実ࢪした。ٰྕ上

に位置する土ྥ１を基४とし、ͦΕと平行する東西トϨンνと直ަする南北トϨンνを೚ҙにઃ定して、

17 ೔より۷削を։࢝した。なお調査区は中ԝを東西に৳びる空堀１とͦΕに઀する土ྥ２の間をڥにし

て北側を１区、南側を２区とした（図版 25 র）。۷削はࢀ 1 区かΒ࢝Ί、南北トϨンνͰ空堀 1、土ྥ 2 を

֬ೝし、空堀 1 の̑層かΒ珠洲焼の甕片が出土した。21 ೔かΒۀ࡞һを૿һし、１区શ体の表土আڈを

行い、加͑て２区の南北トϨンνの۷削を։࢝した。１区Ͱ空堀２を֬ೝ中に 18C 区付ۙͰ΢Ϛと考͑

ΒΕる्骨が出土し、24 ೔にͦΕに൐͏土޵を検出し、्骨はਓҝ的にຒΊΒΕたと推測した。1 区の表

土আڈの結Ռ、土ྥ２が「コ」の字状に存ࡏし、ͦの北側の土ྥにԊって空堀２が東西にԆびる͜とを֬

ೝした。31 ೔に２区の北側斜面をਫ਼査し、土ྥ１の੝土とͦの下位の黒色土層（Ⅱ層）を֬ೝした。

　݄̐̕೔に空堀１中ԝより西側を完۷し、ͦのࣸਅ撮Өを行った。11 ೔より２区શ面の表土আڈを։

࢝し、珠洲焼や瀬戸焼なͲが出土した。21 ೔に２区南端ͰⅡ層より縄文土器が出土した。完形Ͱはないが、

木の根の間にਖ਼位の状態Ͱ出土した。25 ೔かΒ堀１の֬ೝのたΊ２区東西トϨンνをԆ長し、調査区東

側の۷削を࢝Ίた。͜Εにより東端かΒは堀１とはҟなる઒跡を検出した。·た、２区南側のⅡ層のサブ

トϨンνかΒ石鏃、石核౳が出土し、古代以前の遺物แ含層Ͱ͋る͜とを֬ೝした。

　10 ݄̐೔に１区中世面の遺構図および地形図を࡞成し、̑೔にローリングタワーかΒ 1 区શ体ࣸਅの

撮Өを行った。17 ೔に空堀 1 の۷削が終ྃした͜とによって、中世面の遺構検出はほぼ終ྃした。22 ೔

にはݱ地આ明ձを実ࢪし、དྷ৔ऀは 209 ਓを数͑、地元のؔ心の高さをվΊてࣔす結Ռとなった。27 ೔

に中世面Ͱのߤ空ࣸਅ撮Өを行い、͜Εより土ྥの半۷・ࡋ削ۀ࡞および中世以前の遺構・遺物の検出に

ೖる͜ととなった。30 ೔かΒ 2 区土ྥ 1 の構ங状況֬ೝのたΊ、半ࡋを։࢝した。·た 31 ೔より２区北

側斜面に露出していたϑラスコ状土޵の調査を։࢝した。

　11 ݄ 6 ೔に２区土ྥ 1 の半ۀ࡞ࡋが終ྃし、断面のࣸਅ撮Өを行い、ͦの後ٸピッνͰ੝土の۷削を

ਐΊ 10 ೔に終ྃした。13 ೔より下層แ含層۷削を։࢝した。遺物は石器を中心に弥生土器、縄文土器が

出土し、遺物の総఺数は 1
098 ఺となった。なお 11 ݄は天ީ不ॱのたΊ、斜面地Ͱのे分な҆શが֬อ

Ͱきない͜とかΒ、調査を中ࢭする೔が多かった。

　12 ݄はۀ࡞量がݮ少したたΊ、ਓ数を調整してۀ࡞を行͏͜ととした。12 ݄̑೔より下層の遺構検出

ٰ、察が行ΘΕた。下層の遺構はࢹ৔ݱҕによるڭݝを։࢝し、·たۀ࡞ ྕ௖上部の平ୱ面Ͱ土޵を２基、

ピットを 35 基検出した。12 ೔にローリングタワーかΒ、２区下層のશ体ࣸਅ撮Өを行った。13 ೔には基

本層ংの࡞成のたΊ深۷りを行い、同時に遺構࠶検出をした。19 ೔Ͱ発۷調査を終ྃし、国ަল΁のҾ

౉しを行った。

　調査期間は݄̔１೔かΒ 12 ݄ 19 ೔·ͰͰ͋り、ͦの͏ͪ実ۀ࡞೔数は 102 ೔Ͱ͋った。中世以߱の調

査面積が 1
270 ㎡、下層が 265 ㎡、総調査面積が 1
535 ㎡におよんだ。
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３　調査・整ཧ体੍

　֤遺跡の۷ࢼ・֬ೝ調査と平成 18 年度の本発۷調査の調査・整ཧ体੍は以下のとおりͰ͋る。

̖　松蔭東遺跡・中曽根遺跡

　̡ 掘ௐࠪʳࢼ

調査期間　平成 14 年 6 ݄ 17 ೔～ 10 ݄ 11 ೔（松蔭東遺跡）

　　　　　平成 14 年 5 ݄ 7 ೔～ 7 ݄ 31 ೔（中曽根遺跡）

調査主体　৽ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長　板԰越　ྣ一）

調　　査　ஂࡒ法ਓ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査ஂۀࣄ（ཧࣄ長　板԰越　ྣ一）

　؅　　ཧ　黒Ҫ　޾一（ஂࡒ法ਓ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査ஂۀࣄ　ઐ຿ཧࣄ・ࣄ຿ہ長）

　　　　　　長୩઒࢘࿠（　同　総຿՝՝長）

　　　　　　Ԭ本　Үӫ（　同　調査՝՝長）

　ॸ　　຿　高໺　ਖ਼࢘（　同　総຿՝൝長）

　調査指ಋ　ࣉ闢　༟ॿ（　同　調査՝՝長代ཧ）

松蔭東遺跡

　調査୲当　ᖒా　　ರ（　同　調査՝൝長）

　調査৬һ　ࠤ౻　༏一（　同　調査՝主೚調査һ）

　　　　　　後౻　　޹（　同　調査՝主೚調査һ）

　　　　　　Ѩ部　༑晴（　同　調査՝文化ࡒ調査һ）

中曽根遺跡

　調査୲当　石઒　ஐل（　同　調査՝൝長）

　調査৬һ　片Ԭ　ઍ恵（　同　調査՝৤ୗһ）

　̡ ຊൃ掘ௐࠪ・੔ཧۀ࡞ʳ

地調査　平成ݱ 18 年 4 ݄３೔～ 7 ݄７೔（松蔭東遺跡）

　　　　　平成 18 年 7 ݄ 10 ೔～ 10 ݄ 10 ೔（中曽根遺跡）

整ཧۀ࡞　平成 18 年݄̑ 11 ೔～平成 19 年 3 ݄ 31 ೔

調査主体　৽ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長　෢౻　ݾࠀ）

調　　査　ஂࡒ法ਓ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査ஂۀࣄ（ཧࣄ長　෢౻　ݾࠀ）

　؅　　ཧ　波多　ढ़二（ஂࡒ法ਓ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査ஂۀࣄ　ઐ຿ཧࣄ・ࣄ຿ہ長）

　　　　　　੪౻　　ӫ（　同　総຿՝՝長）

　　　　　　౻巻　ਖ਼信（　同　調査՝՝長）

　؂　　ಜ　ླ木　ढ़成（　同　調査՝՝長代ཧ）

　　　　　　石઒　ஐل（　同　調査՝൝長）

　　　　　　ਿా　࿨޺（　同　調査՝主೚調査һ）

　ॸ　　຿　長୩઒　༃（　同　総຿՝൝長）
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　　調査૊৫　加౻ݐઃג式ձࣾ

（ళࢧ式ձࣾ৽ׁגઃݐ౻加） 　ߒ　　৔代ཧਓ　઒上ݱ　　　

　　　調 査 ୲ 当　青木　　ֶ　 （　同　調査୲当）

　　　調　査　һ　ઍت良　३　 （　同　調査һ）

　　　　　　　　　松ా　重࣏　 （　同　調査һ）平成 18 年݄̐ 10 ೔かΒ平成 18 年 10 ݄ 31 ೔·Ͱ

　　　ิ　ॿ　һ　ࠤ໺　஌美　 （　同　調査ิॿһ）

　　　　　　　　　長୩઒　寿樹（　同　調査ิॿһ）

B　大　館　跡

　̡ ֬ೝௐࠪʳ

調査期間　平成 17 年 11 ݄ 18 ೔～ 22 ೔

調査主体　৽ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長　෢౻　ݾࠀ）

調　　査　ஂࡒ法ਓ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査ஂۀࣄ（ཧࣄ長　෢౻　ݾࠀ）

　؅　　ཧ　波多　ढ़二　 （ஂࡒ法ਓ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査ஂۀࣄ　ઐ຿ཧࣄ・ࣄ຿ہ長）

　　　　　　長୩઒二ࡾ෉（　同　総຿՝՝長）

　　　　　　౻巻　ਖ਼信　 （　同　調査՝՝長）

　ॸ　　຿　長୩઒　༃　 （　同　総຿՝൝長）

　調査指ಋ　ࣉ闢　༟ॿ　 （　同　調査՝՝長代ཧ）

　調査୲当　ୌ୔　規࿕　 （　同　調査՝൝長）

　調査৬һ　੪౻　　४　 （　同　調査՝৤ୗһ）

　̡ ຊൃ掘ௐࠪ・੔ཧۀ࡞ʳ

地調査　平成ݱ 18 年 8 ݄ 1 ೔～ 12 ݄ 19 ೔

整ཧۀ࡞　平成 18 年 10 ݄ 1 ೔～平成 19 年 3 ݄ 31 ೔

調査主体　৽ׁڭݝҭҕһձ（ڭҭ長　෢౻　ݾࠀ）

調　　査　ஂࡒ法ਓ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査ஂۀࣄ（ཧࣄ長　෢౻　ݾࠀ）

　؅　　ཧ　波多　ढ़二（ஂࡒ法ਓ৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査ஂۀࣄ　ઐ຿ཧࣄ・ࣄ຿ہ長）

　　　　　　੪౻　　ӫ（　同　総຿՝՝長）

　　　　　　౻巻　ਖ਼信（　同　調査՝՝長）

　؂　　ಜ　ླ木　ढ़成（　同　調査՝՝長代ཧ）

　　　　　　石઒　ஐل（　同　調査՝൝長）

　　　　　　ਿా　࿨޺（　同　調査՝主೚調査һ）

　ॸ　　຿　長୩઒　༃（　同　総຿՝൝長）

　　調査૊৫　加౻ݐઃג式ձࣾ

（ళࢧ式ձࣾ৽ׁגઃݐ౻加）࿠ࡾཾ　৔代ཧਓ　中ଜݱ　　　

　　　調 査 ୲ 当　松Ҫ　੓信　 （　同　調査୲当）

　　　調　査　һ　北ଜ　࿨ึ　 （　同　調査һ）

　　　ิ　ॿ　һ　ࠤ໺　஌美　 （　同　調査ิॿһ）

　　　　　　　　　　長୩઒　寿樹（　同　調査ิॿһ）
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第 ** ষ　遺跡のڥ؀

１　地ཧ的ڥ؀

　松蔭東遺跡・中曽根遺跡・大館跡が所ࡏする地Ҭは৽ׁ

、শさΕݺの北部に位置し、下越地方、Ѩլ（༲）北地Ҭとݝ

北に大朝೔ַ（1
870m）を主ๆとする朝೔山地、東に൧๛

山（2
105m）を主ๆとする൧๛山地がͻΖがる。Ѩլ北地

Ҭは、大きく見ると越後平໺とपғの山地かΒなる。͜の

͏ͪ越後平໺は໿ 18
000 年前以߱に形成さΕたएいԭ積

層ͰʦיҪ 2000ʧ、৽発ా－小出構造線とദ࡚－ઍ葉構造

線の地ߔがԭ積௿地化したものͰ͋る。越後平໺のൣғは、

いくつか見ղが͋り、ࡾ面઒௿地を含むものと含·ないも

のがみΒΕる。·た೔本海Ԋいには、৽ׁ砂ٰとݺ͹Εる

砂ٰ・砂ଯྻが海؛線かΒ内陸΁ 10Lm の地఺·ͰೝΊΒ

Ε、֯ా山北࿢～岩ધߓ·Ͱ໿ 70Lm に౉っており、࠷大

Ͱ 10 ྻを数͑るʦ৽ׁ古砂ٰグループ 1974ʧ。

。回調査した松蔭東遺跡・中曽根遺跡は、砂ٰྻの後എ地に位置し、自然అ๷なͲの微高地にཱ地するࠓ　

松蔭東遺跡と中曽根遺跡の間を流Εるߥ઒は、൧๛山地にݯをもͪ、砂ٰを分断して೔本海に஫いͰいる。

͜のߥ઒はܚ長２（1597）年の「瀬波܊ֆ図」ͰはすͰにՏ口がࡏݱの位置に͋るが、पลの砂ٰは自然

のྗだけͰは形成不可能なほͲ規模が大きく、古代・中世の遺跡のཱ地やʰ೔本書لʱの「越国૗上」か

Β、大化̐（648）年の൬सࡤ造Ӧに൐͏放ਫ࿏Ͱ͋ると推測さΕているʦۚ子 1996ʧ。͜Εにରし、ۙ 年、

西部遺跡の調査によってࡏݱの自然అ๷が７世ل以前には出དྷ上がっており、「ߥ઒放ਫ࿏以前にも」「ݱ

が૝定Ͱき」、「৽たに遺跡が発見さΕる可能性が高」いとする見ࡏ઒と方向を同͡くする流Εの存ߥのࡏ

ղも͋るʦ小ྛほか 2006ʧ。

　一方、大館跡は、ࡾ面઒流Ҭに位置している。ࡾ面઒は朝೔山地にݯをもͪ、右؛はٰྕ・山地、左؛

には標高 14m 未ຬのՏ؛段ٰが発ୡする。大館跡は、大きくみるとࡾ面઒左؛に位置しており、໳前઒

と山ా઒ࢧ流小୩઒にڬ·Εている。地形的には大館跡はՏ؛段ٰ上にཱ地するが、北側部分に小୩઒に

よってٰྕかΒ切り཭さΕたಠٰཱが存ࡏする。

2　ྺ࢙的ڥ؀

　越後国は࣋統朝 690 年頃、Ѩլ北地方が越後国として成ཱしたʦถ୔ 1980ʧ。当時の越後平໺は、信濃઒・

Ѩլ໺઒なͲのՏ઒による内ਫ面ަ通が発ୡしていたと考͑ΒΕるʦࡔҪ 1993、1995ʧ。͜の内ਫ面ަ通

は中・ۙ世·ͰҾき継がΕ、岩ધ津―ߥ઒―胎内઒―ࢵ雲ׁࣉ（Ԙ津ׁ）―ו原津のަ通࿏が૝定さΕて

いるʦਫᖒ 2005Bʧ。12 世ل半͹になると越後国にも֤地に૳Ԃが成ཱしてくる。ࡏݱの岩ધ܊内に成ཱ

大館跡�

松蔭東遺跡�

中曽根遺跡�
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２　ྺ࢙的ڥ؀

（1:25,000原図）



した小ઘ૳は「中右ه」อ҆元（1120）年に初出し、当時は中ޚ໳Ոの໔ాࡾʓொにաぎなかったとさΕ

るʦԮ໺ 1983ʧ。ਔ平３（1153）年にपลの国ᦰྖを付け加͑てۚ߶心Ӄྖ小ઘ૳が成ཱし、໔ాࡾʓொ

を中心に小ઘ本ঙ、岩ધׁとͦの南方に広がる平໺部の国ᦰྖや҄ౡを加ೲとした。ͦの後、ח૔時代の

初Ίに地頭となった平੏ட෕ق長はݐӬ元（1206）年に஢子の行長に小ઘ本ঙ、ॸ子のҝ長に加ೲを༩͑

た。行長は小ઘࢯを名৐り、ҝ長は加ೲの色部の地かΒ色部を名৐る。13 世ل終Θりにݱ地ࢧ഑に৐り

出した྆ࢯは、小ઘ૳のྖՈͰ͋る一条ՈかΒ地頭੥所のഇࢭをٻΊ、ນ෎のࡋ൑所にૌ͑ΒΕた。͜の

地Ͱ׋さΕ小ઘ本ঙはນ෎の直ࢭは地頭੥所をഇࢯは存ଓがೝΊΒΕたものの、小ઘࢯにより、色部݅ࣄ

͋るؔ東ྖޚとさΕてし·͏。ࣨொ時代にೖって߁Ӭ２年に෢ଂ国の青木෢๪が小ઘ૳の所ྖを֫ಘしよ

͏とした݅ࣄがىきた。かつてؔ東ྖޚとしてນ෎ट೴によって஌行さΕ、ח૔ນ෎่յに൐い຅ऩさΕ

ていたྖҬͰ͋る。ݐ෢৽੓·Ͱ小ઘࢯをশしていた࣋長は初Ίて本ঙ࣋長とশして͜Εに఍߅した。͜

の後もྖ土૪い、ڥ界૪いはܹしさを૿し下ࠀ上のઓ国時代に突ೖしていく。ただ、कޢ代長ඌҝܠにର

したӬਖ਼の乱以後、状況にԠ͡てѨլ北の国ਓऺは同一า調を取るよ͏になる。कޢ方かΒは࿈߹体を形

成しているよ͏に見͑たのか、Ѩլ北の国ਓऺを「༲北ऺ」とݺぶよ͏になった。小ઘ૳内Ͱは҂઒ࢯが

੎ྗを૿し、天文 20（1551）年には本ঙൟ長と҂઒ਗ਼長がରཱし、͜Εを色部উ長が調ఀしている。Ӭ࿣

11（1568）年には、本ঙൟ長は上ਿݠ信にൔ乱を͜ىしたが、ཌ年ҏୡ、Ѷ名ࢯの஥հͰ࿨ٞを結んͰい

る。天ਖ਼̒（1578）年の上ਿݠ信ࢮٸに൐͏ޚ館の乱Ͱは、色部ࢯ、本ঙࢯがຯ方した上ਿܠউ側がউ利

している。やがて๛ਉल٢によって۝भが平定さΕ、ܠউは直݉ߐଓや色部長ਅΒを൐って上བした。ͦ

の間、ൟ長には৽発ాࢯを໓๢さͤた後のઓ後ॲཧとঙ内ྖの࠷上੎をۦஞさͤる͜とを೚ͤている。し

かし、ൟ長のঙ内੍೼はल٢のࢲઓྩࢭېに৮Εた͜とかΒ、本ঙྖは大国実པが஌行する͜とになり、

य़೔元஧が代׭としてೖ৓している。ͦの後、ൟ長は࿘ਓとして上བするが、࠶び越後の地に໭る͜とは

なかった。ܚ長３（1598）年、ܠউはल٢かΒձ津΁の国ସ͑を໋͡ΒΕた。͜Εに൐い本ঙൟ長は෱ౡ

৓（෱ౡࢢ）΁、色部ޫ長はۚ山৓（南ཅࢢ）΁Ҡった。代Θって越後には৽国主が堀ल࣏に、ࡏݱのଜ上

の地にはଜ上པউがೖりۙ世をܴ͑る͜とになる。

̖　पลの遺跡

・回の調査Ͱは、松蔭東遺跡は中世、中曽根遺跡は古代、大館跡Ͱは中世および縄文・弥生時代の遺構ࠓ　

遺物が中心となっている。ͦ͜Ͱ͜͜Ͱは縄文時代と中世を中心に見ていく͜ととする。なお弥生時代と

 No. 遺跡名 時　代 
  ㆒  大館跡  中世 
  ㆓  御所館  中世 
  叅  大葉沢城  中世 
  ㆕  下渡嶋城  中世 
  ⓹  滝ノ前  弥生 
  ⓺  二之町  縄文（晩期）・近世 
  柒  村上城（本庄城）  中世 
  ⓼  下相川  縄文（後期） 
  ⓽  長割  縄文（後期） 
  ㆒₀  高平  縄文（中期） 
  ㆒㆒  大関上野  縄文（中期） 
  ㆒㆓  山崎  縄文（中期）・中世 
  ㆒叅  館ノ腰  中世 
  ㆒㆕  六百地  古代 
  ㆒⓹  山元  弥生 
  ㆒⓺  内御堂Ｃ  中世 
  ㆒柒  里本庄Ｂ  古代 
  ㆒⓼  金曲  弥生・古墳 
  ㆒⓽  八幡山  縄文（前～中期） 
  ㆓₀  清水沢  古代 
  ㆓㆒  はげ  古代 

 No. 遺跡名 時　代 
  ㆓㆓  三十刈・堂の下  古代 
  ㆓叅  三角点下  古代 
  ㆓㆕  宮の上  古代 
  ㆓⓹  城田  縄文（中～後期） 
  ㆓⓺  牧目館跡  中世 
  ㆓柒  砂山  弥生 
  ㆓⓼  田屋道  古代・中世 
  ㆓⓽  松蔭東  古代・中世 
  叅₀  窪田  古代・中世・近世 
  叅㆒  長松  古墳・中世 
  叅㆓  衣田  縄文・古墳・古代 
  叅叅  飯岡館跡  中世 
  叅㆕  石川  古代・中世 
  叅⓹  草田  中世 
  叅⓺  桃川古城  中世 
  叅柒  千眼寺跡  中世 
  叅⓼  桃川館  中世 
  叅⓽  桃川城  中世 
  ㆕₀  平林城  中世 
  ㆕㆒  西部  古代・中世 
  ㆕㆓  中部北  縄文（中～後期） 

 No. 遺跡名 時　代 
  ㆕叅  牛屋館跡  中世 
  ㆕㆕  馬場館跡  中世 
  ㆕⓹  中曽根  古代 
  ㆕⓺  桜林  古代・中世 
  ㆕柒  田屋  古代 
  ㆕⓼  坂町宮ノ腰  古代 
  ㆕⓽  鴨侍  古代 
  ⓹₀  道端  縄文（後期）・弥生・古墳 
  ⓹㆒  乙宝寺  古代 
  ⓹㆓  城山  古代 
  ⓹叅  元山窯跡群  古代 
  ⓹㆕  韋駄天山  中世 
  ⓹⓹  江添  縄文（後期） 
  ⓹⓺  昼塚  縄文（晩期） 
  ⓹柒  道下  縄文（晩期） 
  ⓹⓼  野地  縄文（後～晩期） 
  ⓹⓽  古館館跡  中世 
  ⓺₀  沢田  古代 
  ⓺㆒  松山窯  古代 
  ⓺㆓  黒川城跡  中世 
  ⓺叅  蔵王権現  中世 

ୈ 1表　पลͷ遺跡Ұཡ
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古代にؔしては、17 年度報告書をࢀ考にさΕたい。

　縄文時代の遺跡としては、ଜ上ࢢ内Ͱはͦの多くが海؛部の上海෎地区、山間部の山ลཬ地区に分෍す

る。山ลཬ地区Ͱは໳前઒右؛に形成さΕたՏ؛段ٰ上にཱ地するྫが多い。໳前઒の上流Ҭには大ؔ上

໺遺跡と山࡚遺跡が͋り、鋳物師ू落の北西に位置する。山࡚遺跡かΒは遺構は未検出だが、大ؔ上໺遺

跡かΒは中期前葉の৽อ・৽࡚式に൐͏ϑラスコ状土̒޵基が検出さΕており、出土した石器の͏ͪ半数

以上はଧ製石斧Ͱ͋った。྆遺跡は同一のू落跡と考͑ΒΕている。·た、大ؔ上໺遺跡Ͱはچ石器時代

終末～縄文時代૲૑期前半と推定さΕるઑ頭器が１఺出土しているʦԘ原ほか 2000ʧ。໳前઒の中流Ҭに位

置する高平遺跡は高平ू落のपลに広がるू落遺跡Ͱ、中期の大木７C ～̔C 式ฒ行期の土器が出土して

いるʦԘ原ほか 2001ʧ。下流Ҭには長割遺跡、下૬઒遺跡が͋り、྆ऀとも後期Ͱ長割遺跡かΒは南ेࡾҴ

৔式の土器が出土している。同͡く下流ҬͰ໳前઒左؛のՏ؛段ٰ面に位置する二೭ொ遺跡は、൩期の大

ಎ A 式の完形壺や深鉢が出土しており、かなり大規模なू落の一部Ͱ͋った可能性が͋る。一方、ࡾ面

઒上流Ҭには後期چ石器時代～縄文時代൩期後葉に౉るԞࡾ面遺跡܈が存ࡏする。アνϠ平遺跡Ͱは、中

期末～後期前葉の遺物に൐ってෑ石ॅډ、഑石遺構、۷ཱ柱ݐ物なͲが検出さΕているʦ෋ֽほか 2002ʧ。

·た、元԰ෑ遺跡かΒは後期前葉～൩期末葉の土器に൐って、土ۮ、岩版、線ࠁ᛽なͲが出土しているʦୌ

୔ほか 2002ʧ。چ岩ધׁを๬むٰྕ上にはాࢤ平遺跡やീ഼山遺跡が͋る。ീ഼山遺跡はϑラスコ状土޵が

6 基検出さΕており、前期末頃の遺構と推定さΕているʦాล 1994ʧ。چ岩ધׁの東には中期末葉～後期

後半の৓ా遺跡が存ࡏする。後期前葉のू落と後期後半のू落が検出さΕており、ेࡾҴ৔式・南ेࡾҴ

৔式土器や加િ利B式土器を൐っているʦాลほか2001ʧ。ߥ઒右؛にはҥా遺跡、中部北遺跡なͲが存ࡏし、

中部北遺跡は 2006 年に調査が実ࢪさΕ、中期～後期の土器、石錘・石鏃・ଧ製石斧なͲが出土しているʦ継

2006ʧ。چ胎内઒Ͱ͋る、Ե大೔઒の自然అ๷縁ลの後എ࣪地にはಓ端遺跡が存ࡏする。ಓ端遺跡Ͱは後

期後葉～൩期前葉の土器が出土し、生܎ؔۀのۀ࡞৔Ͱ͋ると推測さΕているʦ౉ᬑほか 2003ʧ。胎内઒が

形成したઔ状地のઔ端部にはߐఴ遺跡、ன௩遺跡、ಓ下遺跡、໺地遺跡が位置している。ߐఴ遺跡は後期

前葉～中葉のू落跡Ͱ、ेࡾҴ৔式・加િ利 B 式の土器なͲが出土している。ன௩遺跡は൩期前葉～中

葉のू落跡Ͱ、大ಎ B 式、BC 式の土器が出土している。྆遺跡は植物の炭化物やಈ物骨なͲが๛෋に出

土しており、当時の植生や生ۀの様子がӐ͑るʦંҪほか 2005ʧ。ಓ下遺跡は 2005 年に調査が行ΘΕ、大

ಎ BC 式ฒ行期の小規模なू落遺跡と考͑ΒΕているʦંҪ 2006ʧ。໺地遺跡は後期中葉かΒ൩期前葉の

఺ू落と推測さΕているʦ౉ڌܕਫに見෣ΘΕているものの長期継ଓߑ఺ू落と推測さΕ、్中Կ度かڌ

ᬑ 2006ʧ。

B　中世の遺跡

　大館跡はଜ上ࢢ天ਆԬに所ࡏする。付ۙにはޚ所館とい͏館跡も存ࡏしたとい͏ʦ横山ほか 1987ʧ。大館

跡かΒपลの৓館を֓観してみると、長津઒と山ా઒にڬ·Εた東西に৳びるٰྕ上に大葉୔৓が͋る。

͜の৓は根小԰式の৓ֲと考͑ΒΕており、҂઒ࢯのڌ఺Ͱ͋った。本ঙࢯとはৗに྆ऀのೖ߹地がฆ૪

のՐ種となっていたとい͏。大葉୔৓の北西、高根઒右؛にはԐ୔৓が存ࡏし土ྥ、堀なͲが残ってい

る。南西にはࡾ面઒Տ口かΒ໿３Lm 上流に、թڇ山にର置するよ͏に下౉ౢ৓が存ࡏする。͜の৓は上

ਿݠ信と本ঙࢯの߈๷の෣台となった所Ͱ͋る。ଜ上֗ࢢの東、標高 135m のթڇ山の௖に「瀬波܊ֆ図」

Ͱは「ଜ上よ͏がい」とࡌهさΕているଜ上৓（本ঙ৓）が存ࡏする。ߐ戸時代に大きくվमさΕたたΊ

中世の「ଜ上よ͏がい」を஌る͜とは೉しいが、大Ո݈ࢯ、ઍా嘉തࢯ、ۚ子୓உࢯなͲの࿦考が͋る。
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ͦの中Ͱ、ۚ子ࢯは「実৓ֲ܈、東腰ֲ܈、

東࿢出ֲ܈Ͱの構成がࢥ考さΕる」とする

ʦۚ子 2002、2003ʧ。

　松蔭東遺跡が所ࡏするਆྛଜͰは、ཬ本

ঙ地区にཬ本ঙ઒により形成さΕたՏ؛段

ٰ上にཬ本ঙ遺跡܈が存ࡏする。ཬ本ঙ遺

跡܈には内ޚಊ̘遺跡が͋り、「コ」の字

形の土ྥと堀が残存している。調査の結Ռ、

ਫ਼޼な造りのҪ戸૊が検出さΕ、13 ～ 15 世

Ӄの可能ࣉに౉って存ଓした館͋るいはل

性が高いとさΕるʦాลほか 2001ʧ。色部ࢯ

の本؏地とࢥΘΕるのが小色部地区Ͱ͋り、

ۙ઀する຀目地区には色部ࢯのڌ఺のͻと

つと考͑ΒΕている຀目館跡が存ࡏし、西

側に松蔭東遺跡が所ࡏする。຀目館跡かΒ

は 15 世ل前半～ 16 世ل前葉に౉る遺物と

土ྥ、۷ཱ柱ݐ物、Ҫ戸が検出さΕたʦా

ล 1992ʧ。松蔭東遺跡の北にۙ઀するా԰ಓ

遺跡Ͱは、18 年度の調査Ͱ 12 世ل末～ 13

世ل中心のू落跡と 16 世ل以߱の԰ෑุが検出さΕているʦ大ౡ 2007ʧ。຀目館跡かΒ東方には、ඦ઒

を૎ったと͜Ζに౧઒遺跡܈が存ࡏする。౧઒遺跡܈には石઒遺跡、૲ా遺跡なͲが͋る。͜の͏ͪ石઒

遺跡は中世のू落跡の一部とࢥΘΕ、·た、૲ా遺跡は中世の԰ෑもしくはډ館と考͑ΒΕているʦాล

ほか 2002ʧ。ߥ઒右؛に位置するཁ֐山とͦの࿢に、色部ࢯのډ৓Ͱ͋った平ྛ৓が͋る。ܚ長 3（1598）年、

色部ࢯは上ਿܠউとともにձ津΁ҠไさΕ、平ྛ৓はഇ৓となった。͜の৓は 15 世ل末にはங造さΕ、

16 世ل後半に大きくվमさΕた͜とが൑明しているʦాลほか 2005ʧ。

઒ߥ઒อはߥ。઒อ・Ԟ山ঙ・加࣏ঙ・๛ాঙ・白Տঙとなっているߥ઒かΒѨլ໺઒間は、北かΒߥ　

流Ҭに存ࡏし、当初地頭はՏଜࢯͰ͋った。ח૔時代には南に઀するԞ山ঙとのڥ界をΊ͙って૪いがى

͜り、ͦの時に「ߥ઒อ・Ԟ山ঙࡖ૬࿦࿨༩ֆ図」（国指定重ཁ文化ࡒʰ越後文書ๅ؉ू 「ɦࡾӜ࿨ాࢯ文書一巻

۝߸」৽ׁ࢙ྺཱݝത物館所ଂ）が࡞ΒΕたと考͑ΒΕているが、ͦのڥ界はᰃବ天山遺跡とԵๅࣉを結ぶ

ものͰ͋ったと推定さΕているʦ青山 1994、ਫᖒ 2004ʧ。中曽根遺跡の北に位置するۚ԰ू落は中世に૎

る古いू落Ͱ͋り、ू落内にഅ৔館跡が͋る。館は主ֲと෭ֲに分かΕ、15 世ل代に存ࡏし 16 世ل初頭

にはഇઈした可能性が高いとい͏ʦ٢Ҫ 2002ʧ。Ԟ山ঙにはߐ上館跡・ௗࡔ৓・下ொ๥৓遺跡・古館館跡・

ᰃବ天山遺跡・黒઒৓・ଂ王ݱݖ遺跡なͲが͋る。ߐ上館跡は、調査の結Ռ 13 ～ 16 世لに౉る遺構・遺

物が֬ೝさΕた͜とかΒ、下ொ๥৓遺跡とともに地頭のࡾӜ࿨ా一଒のڌ఺Ͱ͋ったと考͑ΒΕているʦਫ

ᖒ 1997B・C、2005Cʧ。加࣏ঙは、ࠤʑ木加࣏ࢯが࣏Ίた所Ͱ͋る。ࠤʑ木加࣏ࢯはઓ国期には加࣏ࢯを

は͡Ί஛ມࢯ、৽発ాެेޒ、ࢯ໺ࢯに分かΕ、ͦΕΒにؔ࿈する遺跡として加࣏৓、ๅ積ࣉ館跡、஛ມ

৓、ެेޒ໺৓、৽発ా৓が存ࡏする。Ѩլ໺઒右؛の白Տঙは大見ࢯが地頭Ͱ͋り、ͦの後҆ాࢯ・ਫ

原ࢯに分かΕる。͜の地Ҭにはਫ原館、҆ా৓、ͦのほか堀越館・࡫Ԭ৓なͲがみΒΕる。

ᶃ Ԑ୔৓ʗ朝೔ଜ 

ᶄ ࡫平৓ʗ朝೔ଜ　 

ᶅ 大৔୔৓ʗ朝೔ଜ 

ᶆ 大館跡ʗଜ上ࢢ 

ᶇ 本ঙ（ଜ上৓）ʗଜ上ࢢ 

ᶈ ຀目館・松蔭東遺跡ʗਆྛଜ 

ᶉ 平ྛ৓ʗਆྛଜ 

ᶊ 黒઒৓ʗ胎内ࢢ 

ᶋ ߐ上館ʗ胎内ࢢ 

ᶌ 加࣏৓ʗ৽発ాࢢ 

ᶍ ๅ積ࣉ館・஛ມ৓ʗ৽発ాࢢ 

ᶎ ৽発ా৓ʗ৽発ాࢢ 

ᶏ ެेޒ໺৓ʗ৽発ాࢢ 

ᶐ ࡫Ԭ৓ʗѨլ໺ࢢ 

ᶑ ਫ原館ʗѨլ໺ࢢ 

ᶒ 堀越館ʗѨլ໺ࢢ 

ᶓ ҆ా৓ʗѨլ໺ࢢ 
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第Ⅲষ　松蔭東遺跡

１　֓　　　ཁ

̖　遺跡の֓ཁ

　本遺跡はߥ઒右؛に位置し、ߥ઒ࢧ流によってͰきた自然అ๷上にཱ地する古代・中世のू落Ͱ͋る。

遺構は、調査区北端と調査区中ԝ東端にू中し、྆部分とも調査区外΁ଓくものと推測する。遺物は、แ

含層が削平をडけていたたΊ、ごく少数をআき࡞ߞ土かΒの出土Ͱ͋る。遺物の分෍܏向としては、古代

の遺物は調査区北側にややू中するが、中世を中心とするͦのほかの時代の遺物は調査区શҬかΒ少量出

土している。なお本発۷調査面積は、3
416 ㎡を測る。

̗　グリッドのઃ定

　グリッドは遺跡の南西部分に基఺を࡞り、֦ுやࠓ後の発۷調査の͜とを考ྀにೖΕ、南北および東方

向に༨༟を࣋つよ͏にઃ定した。基఺（1A ʹは̭（ߌ 240989.375、̮ʹ 83419.911 の࠲標とした。南北軸

はਅ北より 25� 15˄ 35˅東ภしている。大グリッドは 10m 四方Ͱ͋り、名শは東西方向をアルϑΝϕッ

トの大文字、南北方向をࢉ用数字として、྆ऀの૊み߹ΘͤͰ「1 ̖区」なͲと表し、グリッドをࣔすߌ

はグリッド南西۱にઃ置した。·た小グリッドは大グリッドを 2m 四方に 25 ౳分して１～ 25 のࢉ用数字

Ͱ表し、南西۱を１、北東۱を 25 とした。表هは大グリッド表ࣔにଓけて、「1A10」のよ͏に付してݺ

শした。

̘　基 本 層 ং

　基本層ংは遺跡の南北྆端および西側のܭ 3 か所Ͱ֬ೝした。しかし遺構֬ೝ面Ͱ͋るᶜ層以下にؔし

ては、地఺によってҟなっており、ͦΕͧΕ別ʑにࡌهする͜ととした。ᶗ～Ⅳ層は一部֬ೝͰきない層

位が存ࡏするが基本的にはڞ通Ͱ͋り、ᶗ層が表土、Ⅱ層が࡞ߞ土となっている。·たⅢ層が ・̰̱ 層に、

Ⅳ層が̰・̱・̲層にࡉ分さΕる。͜の͏ͪⅢ層は灰色シルトのࠞ͡る黒色土層Ͱ、遺物をશく含んͰお

Βͣ、遺構覆土のଯ積状況なͲかΒ本དྷの遺構۷り込み面は、͜の層の上面と推定さΕる。Ⅳ層が灰色シ

ルト層Ͱ͋り、͜の層の上面Ͱ古代・中世の遺構֬ೝを行った。なおⅢ層より上位に、本དྷなΒ͹古代お
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よび中世の遺物แ含層が存ࡏしたと推定さΕるが、ほ৔整備なͲによって削平さΕたものと考͑ΒΕる。

　以下基本層ংをهしていく。

ᶗ層　　灰オリーブ色土層（5Y4/2）なͲ。し·りややڧく、೪性ややऑい。炭化物（１～ 10mm）を含む。

Ⅱ層　　黒褐色土（2.5Y3/2）。し·り普通～ڧく、೪性ڧい。黒色シルトブロック（10 ～ 15mm）・灰オリー

ブ色シルトブロック（̑～ 10mm）を含む。し·りおよび内容物によってࡉ分さΕる。ਫా床土層。

Ⅲ層　　黒褐色土（2.5Y3/2）。し·り普通～ڧく、೪性ڧい。黒色シルトブロック（10 ～ 15mm）・灰オリー

ブ色シルトブロック（̑～ 10mm）を含む。鉄分沈着。し·りおよび内容物によってࡉ分さΕる。

Ⅳ̰層　灰オリーブ色シルト質土（5Y4/2）。し·り普通、೪性ڧい。斑状に黒色土ブロックを含む。

Ⅳ̱層　灰オリーブ色シルト質土（5Y4/2）。し·り普通、೪性ڧい。黄灰色シルトブロック（̑～ 20mm）

を多量に含む。鉄分沈着。

Ⅳ̲層　オリーブ黒色シルト質土（5Y3/2）。し·り普通、೪性ڧい。灰オリーブ色シルトブロック（̑～

20mm）を多量に含む。

ຊ૚ংج 1・2

Ⅴ層　　オリーブ黒色೪質土（5Y3/2）。し·りややऑく、೪性ڧい。灰オリーブ色シルトブロック（２～

̑mm）を少量に含む。

ᶜ層　　オリーブ黒色砂質土（5Y3/2）。し·り普通、೪性ऑい。以下基本層ং 1 のみ֬ೝ。

ᶝ層　　黒色೪質土（5Y2/1）。し·り普通、೪性ڧい。͜の層の上面より༙ਫがみΒΕる。

ᶞ層　　黒色シルト質土（5Y2/1）。し·り普通、೪性ڧい。灰色シルトブロック（̑～ 10mm）を少量含む。
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ᶟ層　　灰色೪質土（5Y2/1）。し·り普通、೪性ڧい。黒色シルト（10 ～ 20mm）を斑状に含む。

ຊ૚ংج �

ᶜ層　　灰色シルト質土（5Y4/1）。し·り普通、೪性ڧい。砂粒を微量含む。

ᶝ層　　黒色೪質土（5Y2/1）。し·り普通、೪性ڧい。

ᶞ層　　黒色೪質土（5Y2/1）。し·りऑく、೪性ڧい。未分ղの植物質を少量含む。

２　遺　　　構

̖　遺構の֓ཁ

　松蔭東遺跡は調査の結Ռ、۷ཱ柱ݐ物１౩、柱݀ྻ１ྻ、Ҫ戸２基、土̑޵基、ピット 13 基、̒ߔ条、

性格不明遺構１基を検出した。͜ΕΒの遺構の時期は、遺物かΒ古代・中世・ۙ世と考͑ΒΕるが、แ含

層が削平さΕており、同一面Ͱの検出となった。検出層位は、Ⅲ層上面Ͱ検出Ͱきた一部の遺構をআきⅣ

層の上面Ͱ͋る。͜の検出層位のࠩは、古代・中世の時期ࠩを表すものͰはない。なお本དྷの遺構۷り込

み面は、Ⅲ層上面かͦΕよりも上位と考͑る。

　遺構は調査区શ体にみΒΕるが、2 か所にややू中する部分が͋る。１つが 13A・B 区Ͱ͋り、۷ཱ柱

Ԇびる可能性が͋る。も͏１か所ׯ物１౩、Ҫ戸１基、柱݀ྻおよびピットなͲͰ、北側調査区外΁एݐ

は 7D、8D・� 区Ͱ一部ࠓ回の調査ൣғ外に৳びており、Ҫ戸 1 基、ピットなͲを検出した。後ऀは、ࢼ

۷調査Ͱ遺構をू中して検出した 68 トϨンνपลに֘当する。遺構の時期は、۷ཱ柱ݐ物の柱根および

ピット出土の礎板の年代測定によって、中世前半と推測する。なお上هの৔所以外にも、土ߔ・޵・ピッ

トなͲを検出したが、഑置なͲ規ଇ性はみΒΕない。

　遺構の覆土は２種類に分類する͜とが可能Ͱ͋る。͏ͪ１種類は࡞ߞ土に類似するものͰ͋り、ߔと一

部の土޵ͰみΒΕる。·た P21・S�22 はࠓ回の調査区外に位置するが、೔Ԋಓの工ࣄによって࡞ΒΕた

排ਫ࿏の法面に断面がݱΕ、ഁյさΕるڪΕが͋ったたΊ、調査ର৅とした。

　検出した遺構はྗۃ報告する方針としたが、ピットにؔしては代表的なものを঺հする͜ととし、ͦの

ほかは分割図なͲにࡌܝするにཹΊた。

ड़の方法ه　̗

　本遺跡Ͱ検出した遺構は۷ཱ柱ݐ物、柱݀ྻ、Ҫ戸、土ߔ、޵、性格不明遺構、ピットとなっており、

ͦΕͧΕ「SB」、「SA」、「S�」、「SK」、「SD」、「SX」、「P」のུ߸とした。遺構൪߸は時代・種別にؔ܎

なくす΂て通し൪߸とし、遺構ུ߸の後に付した。なお検出段階Ͱ遺構൪߸をつけたプランなͲͰ調査の

結Ռ遺構Ͱはないと൑断したものは、ͦの··൪߸を残し欠൪とした。۷ཱ柱ݐ物や柱݀ྻの柱݀は、調

査段階Ͱͦの所属が൑明したたΊ「SB17-P1」・「SA6-P1」のよ͏に൪߸を付けた。

　前ड़のとおり古代かΒۙ世·Ͱの遺構が存ࡏする可能性が͋るが、す΂て同一面Ͱの調査となったたΊ、

遺構のࡌهは時代にؔ܎なく種別ごとに行った。

掘立柱建物

　۷ཱ柱ݐ物は柱݀の多い方向（原ଇとして長軸）を「桁行」、少ない方向を「梁間」とし、ݐ物の向きは

桁行方向を主軸としてਅ北かΒの東西方向΁の֯度を表した。·たݐ物を構成する͜とが推定Ͱきるが、

ෳ数の構成方法が考͑ΒΕる৔߹は、ซͤてهड़する͜ととした。柱݀の͏ͪ、柱根が残存しているもの
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にؔしては、柱芯間の数஋をܭ測した。·た柱݀と柱根のؔ܎は、青ా遺跡ʦߥ઒ほか 2004ʧの以下の分

類をࢀ考にした。

　　̖類：柱݀の底面より上に柱根が位置するもの

　　̗類：柱݀の底面より柱根の底面が௿いもの

　　̘類：柱݀としての۷形が֬ೝͰきないもの

井戸・土坑・性格不明遺構・ピット

　規模のهड़は円形・楕円形については径（長径・短径）を用い、方形・不定形のものについては長軸・

短軸として࠷大஋を表している。深さは、遺構֬ೝ面かΒの࠷深部をܭ測している。·た長軸を主軸とԾ

定して、ਅ北かΒの東西方向΁の֯度Ͱ表した。

　なお土޵とピットの区別については、原ଇとして径（長軸）50cm を௒͑るものを土޵とೝ定した。た

だし柱痕や礎板を֬ೝしたものにؔしては、50cm を௒͑ているものもピットとしてѻ͏͜ととした。

溝

　શ長は֬ೝͰきる࠷長のڑ཭とし、్中Ͱ֯度がมΘるものはม׵఺ごとにܭ測してͦΕΒを߹ܭした

数஋をهした。·た᎟乱なͲをڬんͰ྆側に位置し、方向なͲかΒ同一遺構とೝ定Ͱきるものは、検出Ͱ

きない部分も含Ίてܭ測した。軸方向はਅ北かΒの東西方向΁の֯度とし、֯度がมΘるごとに表した。

̘　遺 構 ֤ આ

1）۷ཱ柱ݐ物・柱݀ྻ・ピット

4#11（図版 5・39）

　SB11 は調査区北端 13B 区Ͱ検出した側柱式の۷ཱ柱ݐ物Ͱ͋る。調査区外北側にԆびるとࢥΘΕるた

Ί、ݐ物のશ容は明ΒかͰはない。͜͜ͰはͦΕを;·͑た上Ͱهड़する。

　本遺構は、桁行２間以上（໿ 3.17m 以上）、梁間 2 間（໿ 3.88m）の۷ཱ柱ݐ物Ͱ、残存面積は໿ 11.5 ㎡Ͱ͋る。

主軸方向は N-14� -� を測る。平面形は桁行の P4・7 が他の柱݀に比΂ると、やや西側に位置する。柱間

ੇ法は 1.34 ～ 2.08m と͹Βつくが、梁間が桁行に比΂て長い܏向に͋る。柱の۷形は径໿ 20 ～ 30cm の

円形もしくは楕円形をఄし、深さ 17 ～ 27cm Ͱ、断面形は֓ね U 字状や半円状となっている。P7 かΒは

柱根を検出したが、腐食がਐんͰおりৄしい観察はͰきなかった。柱痕は黒褐色土となっており、۷形の

ຒ土は、暗灰黄色砂質土を主体としている。柱݀と柱根のؔ܎は、A 類に֘当する。遺物は P1・2 かΒ

᛽が１఺ͣつ出土している。なお P7 の柱根にؔして放射性炭素年代測定を行い、12 世ل中頃～ 13 世ل

中頃とい͏結ՌがಘΒΕた（第Ⅲষ̐ࢀর）。

4"�（図版 6・40）

　12・13B 区に位置する。4 基の柱݀が南北方向にฒんͰおり、P2 を中心とした「く」の字状をఄしている。

ピット間隔は 0.95 ～ 1.57m と不規ଇͰ、南に向か͏につΕڱくなっていく。શ長は 3.9m Ͱ͋る。主軸方

位は N-25� -� を測る。ピットの平面規模は長軸が 23 ～ 32cm Ͱ、P1 が円形Ͱ P2・4 が方形、P3 が楕円

形をఄしている。深さは 10 ～ 21cm Ͱ͋り、断面形は U 字状および半円状となっている。柱根は検出Ͱ

きなかったが、P1 においてオリーブ黒色土の柱痕を観察する͜とがͰきた。遺物は出土していない。

1�（図版 6・40）

　6B6・12 区に位置するピットͰ͋る。円形Ͱ長径 46cm、短径 42cm、深さ 13cm Ͱ͋り、断面形は弧状

となっている。覆土は単層Ͱ、オリーブ黒色土を主体としている。
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11�（図版 6・40）

　13A22 区に位置するピットͰ͋る。楕円形Ͱ長径 32cm、短径 24cm、深さ 31cm Ͱ͋り、断面形は斜

位の V 字状となっている。覆土は̐層Ͱ、柱痕はオリーブ黒色土、۷形のຒ土は灰オリーブ色土を主体

としている。

11�（図版 6・40）

　13A22 区に位置するピットͰ͋り、P15 のほぼਅ北に͋たる。円形Ͱ長径 27cm、短径 25cm、深さ

28cm Ͱ͋り、断面形は V 字状となっている。覆土は３層Ͱ、いͣΕもオリーブ黒色土Ͱ͋る。

121（図版 6・41）

　8D23・24 区に位置し、۷ࢼ調査時に検出したピットͰ͋る。北東໿ 1.5m のと͜Ζに S�22 が存ࡏする。

楕円形Ͱ長径 45cm、短径 33cm、深さは֬ೝ面かΒ７cm Ͱ͋り、断面形は弧状となっている。本遺構か

Βは底面かΒややුいた状態Ͱ礎板が出土しており、ݐ物を構成する柱݀Ͱ͋ったと考͑る。なお、͜の

礎板にؔして放射性炭素年代測定を行い、12 世ل後半～ 13 世ل中頃とい͏結ՌがಘΒΕた（第Ⅲষ̐ࢀর）。

1��（図版 6・41）

　7D20 区に位置するピットͰ͋る。本遺構の北には SK33 が、南には SD35 がྡ઀している。長方形Ͱ

長軸 31cm、短軸 25cm、深さ 16cm Ͱ͋り、断面形は半円状となっている。灰オリーブ色砂質土の柱痕

を֬ೝした。

1��（図版 6・41）

　4D20、5D16 区に位置するピットͰ͋る。長方形Ͱ長軸 69cm、短軸 47cm、深さ 61cm Ͱ͋り、他のピッ

トと比΂ると、かなり深く۷ΒΕている。·た南東側に一部浅い۷り込みを֬ೝした。断面形は U 字状

となっている。覆土は̐層Ͱ、オリーブ黒色土をఄする柱痕は検出面·Ͱ౸ୡしていない。

2）Ҫ　　　戸

4&1�（図版 7・41・42）

　13A21・22、13B1・2 区に位置する素۷りのҪ戸Ͱ͋る。上面の平面形は֬ೝ面Ͱ径 1.26m のやや不整

な円形、底面は径 0.35m ほͲの楕円形をఄする。底面は上方かΒ見て、上面のやや北側に位置している。

深さは֬ೝ面より 1.52m ۷り込·Εており、底面標高は－ 0.15m Ͱ͋る。断面形は漏斗状をఄし、底面

かΒほぼਨ直にཱͪ上がり、֬ೝ面下໿ 0.3m のと͜ΖͰ、໿ 40�大きく外܏する。覆土は̒層Ͱ、Ϩン

ズ状にଯ積し、黒褐色砂質土を主体としている。·たす΂ての層に炭化物を含む。地山は֬ೝ面下１m

付ۙͰ厚さ໿ 25cm の砂層となっており、ͦ ͜かΒਫが༙出する。遺物は࠷下層かΒトνノキの実が２఺、

᛽が̑఺、底部に穿孔の͋るώϣ΢タンが１఺出土した。ώϣ΢タンにؔしてはਓҝ的に加工さΕたとࢥ

ΘΕるが、遺存状態がѱく用్は明ΒかͰない。

4&22（図版 7・42）

　8�4 区に位置し、۷ࢼ調査時に検出した素۷りのҪ戸Ͱ͋る。上面の平面形は֬ೝ面Ͱ径 1.25m ほͲ、

底面は径 0.86m ほͲͰ、西側に広がりをもつ楕円形をఄする。深さは֬ೝ面より 0.61m ۷り込·Εており、

底面標高は 0.62m Ͱ͋る。断面形は箱状だが、平面形かΒ西側が漏斗状をఄするものとࢥΘΕる。น面と

底面のڥ界は明ྎͰ͋る。覆土は̐層Ͱ、ਫ平にଯ積しており、上２層が黄灰色を基調とし、下２層が黒

褐色を主体としている。·たす΂ての層に炭化物を含む。地山は֬ೝ面下໿ 0.3m 付ۙͰ厚さ໿ 30cm の

砂層となっており、ͦ͜かΒਫが༙出する。遺物は̐層かΒ᛽が１఺出土している。
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4,12（図版 7・42）

　6A6・11 区に位置する楕円形の土޵Ͱ͋る。長径 0.68m、短径 0.48m、深さ 23cm Ͱ͋る。断面形は弧

状をఄし、南นが上面に向かって大きく外܏するのにରし、北นはほぼਨ直にཱͪ上がる。覆土は３層Ͱ、

Ϩンズ状にଯ積し、ほかの土޵とҟなり、灰色土を主体としている。遺物は出土していない。

4,1�（図版 7・42）

　6C14・19 区に位置する円形の土޵Ͱ͋る。長径 0.52m、短径 0.47m、深さ 19cm Ͱ͋る。断面形は箱状

をఄする。覆土は炭化物を含んだ黒褐色土の単層Ͱ͋る。遺物は出土していない。

4,2�（図版 7・42）

　9C17・18 区に位置する長方形の土޵Ͱ͋る。長軸 2.85m、短軸 0.95m、深さ 20cm Ͱ͋る。本遺構の南

側には SD31 がྡ઀する。断面形は台形状をఄす。底面は平ୱͰはなく、ややԜತが͋る。東นが上面に

向かって外側に։くのにରし、西นはやや内ؾ܏ຯにཱͪ上がる。覆土は炭化物を含んだ黒褐色土の単層

Ͱ、Ⅱ層にۙ似する。遺物は出土していない。

4,�2（図版 7・42）

　7B16 区に位置する円形の土޵Ͱ͋る。長径 0.50m、短径 0.48m Ͱ͋る。深さは 10cm とඇৗに浅い。

断面形は台形状をఄし、西นに比΂東นはややਨ直ؾຯにཱͪ上がる。覆土は炭化物を少量含んだオリー

ブ黒色土の単層Ͱ͋る。遺物は出土していない。

4,��（図版 8・42）

　7D20・25 区に位置する円形の土޵Ͱ͋る。長径 0.52m、短径 0.51m、深さ 17cm Ͱ͋る。断面形は台形

状をఄし、南นがほぼਨ直にཱͪ上がる。覆土は炭化物を含んだ２層Ͱ、Ϩンズ状にଯ積しており、下層

は砂質土になっている。遺物は出土していない。

ߔ（4

4%1�（図版 4・8・43）

　12B 区に存ࡏするߔͰ、平面形はやや弧を描くよ͏に北に૸る。主軸方向は N-6 ～ 17� -� Ͱ͋り、本

遺構北側の SB11 とほぼڞ通する。શ長は 3.3m、幅は 0.34 ～ 0.68m Ͱ北かΒ໿ 0.7m のと͜ΖかΒٸに広

がりをみͤる。深さは 9 ～ 20cm Ͱやや一定ͤͣ、南側に向かって深くなる。断面形は弧状をఄす。覆土

は地఺により、単層および２層Ͱ、Ϩンズ状にଯ積する。શ層がオリーブ黒色土を主体としているが、２

層にのみ炭化物が含·Εる。遺物は出土していない。

4%1�（図版 4・8・43）

　12A 区に存ࡏするߔͰ͋る。平面形は調査区外の北西側かΒ緩く蛇行しながΒ南東方向に૸り、۷ࢼ

によって切ΒΕている。主軸方向は޵ N-86� -�、N-52 ～ 63� -� を測る。調査区内Ͱのશ長は 7.1m、幅

は 0.16m ～ 0.38m と不規ଇͰ͋る。深さは̒～ 10cm Ͱ一定している。11・12B 区において、ߔの痕跡が

֬ೝͰきない͜とかΒ、本遺構は޵۷ࢼ内ͰऩᏑするとࢥΘΕる。断面形は弧状をఄし、北นがやや緩や

かにཱͪ上がる܏向に͋る。覆土はす΂ての地఺Ͱ炭化物を含んだ単層Ͱ͋る。遺物は出土していない。

4%2�（図版 2・8・43）

　4C 区に存ࡏするߔͰ͋る。平面形は南西側かΒ北東方向΁直線的に૸り、主軸方向は N-42� -� を測る。

3）土　　　޵
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શ長は 8.92m、幅は 0.7 ～ 1.14m とඇৗに不規ଇͰ͋る。深さは֬ೝ面Ͱ 8 ～ 14cm Ͱ͋る。断面形は弧

状をఄすが、中ԝ部分がやや落ͪ込んͰいる。覆土は地఺により、単層および̑層に分けた。１層にのみ

炭化物が含·Εる。遺物は出土していない。

4%2�（図版 3・8・43）

　9A・B 区に存ࡏするߔͰ͋る。平面形は 9A21 区かΒ 9B11 区間を޵۷ࢼによって切ΒΕているが、調

査区外の北西側かΒほぼ直線的に૸る。主軸方向は N-60� -� を測る。調査区内のશ長は 12.34m、۷ࢼ

部分をೖΕると 18.34m となる。幅は 0.32 ～ 0.52m と不規ଇͰ͋る。深さは̐～ 13cm と浅いが、北東方

向Ͱほぼฒ૸している SD16 の土層観察結ՌかΒ、上層部分が削平さΕていると考͑る。断面形は弧状を

ఄし、ややԜತの͋る底面かΒ緩やかにཱͪ上がる。覆土は地఺により、単層および２層に分けた。遺物

は出土していない。

4%�1（図版 3・8・43）

　8C、9C・D 区に存ࡏするߔͰ͋る。平面形は東端をਫ࿏によって切ΒΕているが、西方向に向かって

蛇行しながΒ૸る。主軸方向は N-51� -�、N-54 ～ 57� -� を測る。調査区のશ長は 10.12m Ͱ͋る。幅

は֬ೝ面Ͱ 0.2 ～ 0.65m と不規ଇͰ͋る。深さは 10 ～ 13cm とほぼ一定している。断面形は弧状をఄす。

覆土は地఺により、単層および２層に分けた。遺物は出土していない。

4%��（図版 3・8・43）

　7D 区に存ࡏするߔͰ͋る。検出ൣғがݶΒΕたのͰ、ৄしい形状を஌る͜とがͰきなかった。主軸方

向は N-65� -� を測る。調査区のશ長 0.39m、幅 0.25m、深さ 14cm Ͱ͋る。断面形は弧状をఄし、南น

が階段状にཱͪ上がっている。覆土は３層Ͱ、一部を᎟乱によってյさΕている。黒褐色土を主体とし、

２層にのみ炭化物を含む。遺物は出土していない。

5）性格不明遺構

49�（図版 8・43）

　13B1・2・6・7 区において検出した遺構Ͱ͋る。本遺構の北側に SB11 が͋り、西側に S�10 がྡ઀する。

平面形は࿪な長方形をఄし、主軸方向は N-53� -� を測る。長軸 1.3m、短軸 0.57m、深さは 10cm Ͱ͋る。

断面形は � 字状をఄす。覆土は２層Ͱ、上層はⅡ層主体の焼土Ͱ͋る。

３　遺　　　物

̖　遺物の֓ཁ

　遺物は、中・ۙ 世を中心に古代かΒۙ代·Ͱの幅広い時代のものが平箱（54 × 34 × 14cm）Ͱ̑箱出土した。

͜ΕΒの遺物はแ含層が削平をडけており、ごく少数の遺構出土のものをআき、ほとんͲが࡞ߞ土かΒの

出土となっている。遺構出土の遺物は、Ҫ戸出土の不明木製඼やピット出土の柱根・礎板なͲの木製඼主

体Ͱ͋り、時期のಛ定Ͱきるものは出土していない。

　古代の遺物には須恵器・土師器が͋り、調査区શҬかΒ出土するが、12・13 ̗・̘区にやや多く分෍

している。中世の遺物は珠洲焼・瀬戸美濃焼・越前焼なͲの国産陶器、白磁・青磁・青花・天目茶椀なͲ

の中国製඼や朝鮮半ౡの製඼なͲの༌ೖ陶磁器、ͦのほか土師質土器・銭貨なͲが͋り、調査区શҬに分

෍している。ۙ世・ۙ代の遺物は陶磁器・銭貨なͲͰ͋り、調査区を縦断する೶ಓपลに多く出土した。
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　遺物は、上هのとおり木製඼なͲをআいて遺構出土のものがなく、古代かΒۙ世・ۙ代·Ͱ࡞ߞ土かΒ

の出土となっている。͜の͜とかΒ、時期ごとに分けて、ͦの中Ͱ遺構にؔ܎なく遺物の大別ごとにهड़

する͜ととした。

　中世の遺物の年代については、珠洲焼は٢Ԭ߁ெࢯのฤ年区分ʦ٢Ԭ 1994ʧに、瀬戸美濃焼は౻ᖒ良

祐ࢯのฤ年区分ʦ౻ᖒ 2005ʧにैった。·た白磁・青磁・青花のهड़は৿ాษࢯʦ1982ʧ、上ాल෉ࢯʦ1982ʧ、

小໺ਖ਼හࢯʦ1982ʧ、山本信෉ࢯʦ2000・2005ʧをࢀ考にした。

̘　遺 物 ֤ આ

1）須　恵　器（図版 9-1 ～ 4・図版 44）

　１～̐は須恵器無台杯Ͱ͋り、胎土・調整なͲかΒ２グループに分類Ͱきる。１つは、石英・長石を多

量に含む粗い胎土Ͱ体・底部ڥが明ྎͰはない器形を࣋つものͰ͋り、１・２が֘当する。底部内面には、

渦巻状のロクロ目が観察Ͱきる。２つ目は、１に比΂てਫ਼良な胎土を࣋ͪ、器面も׈Βかに࢓上͛ΒΕて

いるものͰ、３・̐が֘当する。器形は、体・底部ڥが明ྎになっている。

　遺物の時期は、h 越後Ѩլ北地Ҭの古代土器様૬ ʦɦय़೔ほか 2004ʧのฤ年のⅣ～Ⅴ期と考͑る。

2）中ۙ世陶磁器・土師質土器（図版 9・10-5 ～ 49・図版 44）

　̑～７は白磁Ͱ͋る。̑は椀底部Ͱ、釉調は緑白色Ͱ高台以下は無釉となっている。̒は皿底部Ͱ、釉

は薄く、ࡉかい؏ೖがೖり、腰部以下無釉となっている。削り高台Ͱ͋り、見込に目跡がみΒΕる。７

は小杯Ͱ、釉調は灰白色Ͱ薄く、腰部以下無釉となっている。年代は̑・̒が 12 世７、لが 15 世ل後

半Ͱ͋る。̔～ 20 は青磁Ͱ͋る。̔・̕は椀体部Ͱ、内面に画花文がみΒΕる。釉調は̔がオリーブ灰

色、̕は緑色となっている。10 は椀底部Ͱ、؏ೖがೖり、·た被熱しม色している。釉は、৞付を௒͑

て高台内面్中·Ͱかかっている。年代は 12 世ل後半～ 13 世ل初頭Ͱ͋る。11 は椀口縁部Ͱ、外面に

鎬蓮弁文がみΒΕる。12 は椀体部Ͱ、釉はやや厚く、外面に鎬蓮弁文がみΒΕる。釉調は 11・12 ともに

緑灰色となっており、年代は 13 世ل後半Ͱ͋る。13・14 は椀体部Ͱ、13 には内面に画花文がみΒΕ、釉

調は緑色・緑灰色となっている。年代は 14 世ل末葉と推定する。15 は椀口縁部Ͱ、口縁は๲Βみ、やや

外反している。釉調は、緑色となっている。16 ～ 18 は椀体部Ͱ͋り、釉調は 16・17 が黄緑色、18 が緑

灰色となっている。19 は椀の体～底部Ͱ、外面に片切ூの蓮弁がみΒΕ、·た見込にスタンプ文がࢪさ

Εる。釉調は緑色Ͱ͋り、શ面にࢪ釉後外底の釉をྠ状に削り取っている。͜ΕΒの年代は 15 世ل前半

Ͱ͋る。20 は椀体部Ͱ͋り、外面にࡉ線の線描蓮弁文、内面に線描の文様がࢪさΕる。釉調は青緑色Ͱ、

年代は 15 世ل後半と推定する。21 ～ 23 は青花Ͱ、す΂て皿となっている。21 は見込の重ݍ線内に植物

の葉をϞνーϑにした文様が描かΕ、高台内は鉋による削痕が付く。22 は見込に「寿」と推定した字が

描かΕ、高台内は鉋による削痕が付く。23 は前二ऀと比較して、釉がくすみ、·た胎土も灰白色となる。

見込の重ݍ線内に植物をϞνーϑにした文様が描かΕ、·た断面には漆が付着している。͜ΕΒの時期

は、16 世ل後半と考͑る。24 は中国産の天目茶椀Ͱ、胎土は堅くし·っている。釉は二重掛けさΕてお

り、２回目の釉が厚くなっている。·た断面には漆が付着しており、漆継が行ΘΕていたと推定した。25

は壺の底部Ͱ͋り、ݱ状Ͱは釉は観察Ͱきない。底部は内側に向かってややԜみ、઀地面は底部外पの幅

ड़の方法ه　̗
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２cm ほͲͰ͋る。本ࢿྉは、胎内ߐࢢ上館Ͱ出土した黄褐色釉陶器ʦਫᖒ 1993B・C、1997Cʧに類する

ものと推測する。24・25 の年代は、15 世ل代Ͱ͋る。26 は朝鮮半ౡ産のࡶ釉皿Ͱ、見込にݱ状Ͱ 3 か所

の胎土目痕が付く。年代は、15 世ل後半Ͱ͋る。27・28 は瀬戸美濃焼Ͱ͋る。27 は天目茶椀Ͱ、釉は厚く、

高台は鉄錆Ͱ化হ掛けさΕている。高台は削り高台となっており、一部外面が面取りさΕている。28 は

縁釉小皿Ͱ、緑色の釉が付く。͜ΕΒは古瀬戸後期様式とࢥΘΕ、27 は 15 世ل前半、28 が 15 世ل中頃

Ͱ͋る。29 は頸～肩部のഁ片Ͱ͋り、壺と推測した。胎土は灰色をఄし、黒褐色釉が外面および内面頸

部·Ͱ掛けΒΕている。産地は不明Ͱ͋るが、年代は 15 世ل代と考͑る。30 ～ 43 は珠洲焼Ͱ͋る。30

～ 36 は甕体部Ͱ、外面に叩き目痕が付く。͜ΕΒの叩き目は、深くӶ利なものと幅広く浅いものが͋り、

ෳ数時期が含·Εている可能性をࣔす。·た 30 は断面に、31 は表面・断面に磨痕が֬ೝͰきるたΊ、砥

石に転用さΕたものͰ͋る。37・38 は片口鉢の口縁～体部片Ͱ͋り、ڞにݱ状Ͱは卸目は֬ೝͰきない。

口縁形状は、37 が円頭状、38 が外面部分に面を形成している。͜ΕΒの時期は、13 世ل前半の珠洲Ⅱ期

Ͱ͋る。39 は鉢胴部Ͱ、内面に 1 単位（幅２cm）10 本の卸目が付く。時期は 13 世ل後半の珠洲Ⅲ期Ͱ͋る。

40・41 は鉢口縁部Ͱ、口縁部内端に櫛目波状文帯がΊ͙っている。時期は 15 世ل前半の珠洲Ⅴ期Ͱ͋る。

42 は鉢体部Ͱ、内面に１単位（幅 2.9cm 以上）10 本以上の卸目が付く。焼きしΊはやや؁く、色調は黄灰

色をఄする。43 は鉢体部Ͱ、内面はよく磨耗している。44 は越前焼の甕体部Ͱ、底部にۙい部分と推定

する。45・46 は土師質土器Ͱ͋る。46 は௿平な小皿Ͱ、外面には煤が付着している。45 は底部片Ͱ、ロ

クロ成形回転糸切りͰ製࡞さΕている。

　47 ～ 49 はۙ世の陶磁器Ͱ͋る。47・48 は、肥前系磁器皿Ͱ͋る。ڞに見込に文様が描かΕ、高台には

砂目が付着している。49 は唐津焼の皿Ͱ、内面は底面かΒ段を࣋ってཱͪ上がる。灰釉が掛けΒΕ、見

込には砂目痕が付く。高台は高台࿬との区分が明ྎͰはなく、高さも௿くなっている。時期は 49 が 17 世

前半、47・48ل は 17 世ل前半かΒ中頃Ͱ͋る。

3）木　製　඼

121（図版 10-50・図版 44）

　50 は礎板Ͱ、ݱ状は楕円形をఄしており、長さ 25.95cm、幅 18.75cm、厚さ 3.05cm Ͱ͋る。木取りは

板目Ͱ͋る。断面はඇৗに緩やかな弧状をఄする。柱の圧痕は֬ೝͰきない。

表࠾（図版 10-51・図版 44）

　51 は礎板の可能性が高く、ݱ状は半݄状をఄしており、長さ 24.1cm、幅 8.05cm、厚さ 2.1cm Ͱ͋る。

木取りは板目Ͱ͋る。左側面は年ྠに͋Θͤるよ͏切断さΕているが、当時の加工痕Ͱ͋るかは不明Ͱ͋

る。

4）銭　　　貨（図版 10-52 ～ 55・図版 44）

　52 は天禧通寳Ͱ初鋳年は 1017 年、53 は嘉祐通寳Ͱ 1056 年、54 は元祐通寳Ͱ 1086 年、55 は元符通寳

Ͱ 1098 年となっている。52・55 は 5C 区かΒ、53・54 は 9A 区かΒ出土している。53・54 はுり付いた

状態Ͱ出土した。ཪ面はいͣΕも無文Ͱ͋る。
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4　自然Պֶ分ੳ

̖　松蔭東遺跡における放射性炭素年代測定

１）は ͡ Ί に

　松蔭東遺跡は海؛砂ٰと຀目ू落が位置する自然అ๷にはさ·Εたԭ積地にཱ地し、古代・中世の可能

性が高い遺構が検出さΕた。本遺跡の۷ཱ柱ݐ物とݐ物ؔ࿈のピットより検出さΕたࢼྉについて、加

଎器質量分ੳ法（A.S 法）による放射性炭素年代測定を行った。ࢼྉの調製は山形、瀬୩、LomUBUJE[F、

+orKoMJBOJ が、測定は小ྛ、୮生、ҏ౻が行い、本文はҏ౻、孔が࡞成した。樹種同定は行っていないが、

材の形状は໺ଜが観察を行った。

ྉと方法ࢼ（２

　測定ࢼྉは、۷ཱ柱ݐ物（SB11 の P7）の柱根（PLD-6790）と P21・表土かΒ出土した礎板（PLD-6791・

6792）Ͱ͋る。いͣΕも生材の広葉樹Ͱ͋り、࠷外年ྠ以外の部分の 1 年ྠ分を測定した。ࢼྉの৘報、

調製データは第２表のとおりͰ͋る。

ύϨオ・ラϘ、コンύクト）ܭྉは調製後、加଎器質量分ੳࢼ　 A.S：N�C 製 1.5SD)）を用いて測定した。

ಘΒΕた 14C 濃度について同位体分別ޮՌのิਖ਼を行った後、14C 年代、ྐྵ年代をࢉ出した。

３）結　　　Ռ

　第３表に、同位体分別ޮՌのิਖ਼に用いる炭素同位体比（Ў 13C）と、同位体分別ޮՌのิਖ਼を行って

ྐྵ年較ਖ਼に用いた 14C 年代、׳用にैって年代஋とࠩޡを丸Ίて表ࣔした 14C 年代、114C 年代をྐྵ年代に

較ਖ਼した年代ൣғを、第̔図にྐྵ年較ਖ਼結ՌをͦΕͧΕࣔす。ྐྵ年較ਖ਼に用いた年代஋は年代஋とࠩޡを

丸Ίていない஋Ͱ͋り、ࠓ後ྐྵ年較ਖ਼ۂ線がߋ৽さΕたࡍに͜の年代஋を用いてྐྵ年較ਖ਼を行͏たΊにه

。したࡌ

　14C 年代は AD1950 年を基఺にしてԿ年前かをࣔした年代Ͱ͋る。14C 年代（yrBP）のࢉ出には、14C の

半ݮ期として LJCCy の半ݮ期 5568 年を࢖用した。·た、付هした 14C 年代ࠩޡ（±１σ）は、測定の統ܭ

ྉのࢼ、出さΕࢉ標४ภࠩ౳に基ͮいて、ࠩޡ 14C 年代がͦの 14C 年代ࠩޡ内にೖる֬率が 68.2ˋͰ͋る

͜とをࣔすものͰ͋る。

　なお、ྐྵ年較ਖ਼のৄࡉは以下の通りͰ͋る。

測定൪߸ 遺跡データ ྉデータࢼ 前　ॲ　ཧ

PLD-6790

松蔭東遺跡 
位置：13B グリッド 
遺構：SB11 P7 
ྉࢿ No.：1（柱根）

؀孔材：1）ྉの種類：生材ࢼ 年ྠ分） 
 外以外部位不明࠷：ྉの性状ࢼ
状態：XFU 
カϏ：無

௒Ի波ࣽ෸ચড় 
 ચড়ࢎ・アルカリ・ࢎ

（Ԙࢎ 1.2N
 ਫࢎ化ナトリ΢Ϝ 1N
 Ԙࢎ 1.2N）

PLD-6791 
（遺物൪߸ 50）

松蔭東遺跡 
位置：8D グリッド 
遺構：P21 
ྉࢿ No.：2（礎板）

؀孔材：1）ྉの種類：生材ࢼ 年ྠ分） 
 外以外部位不明࠷：ྉの性状ࢼ
状態：XFU 
カϏ：無

௒Ի波ࣽ෸ચড় 
 ચড়ࢎ・アルカリ・ࢎ

（Ԙࢎ 1.2N
 ਫࢎ化ナトリ΢Ϝ 1N
 Ԙࢎ 1.2N）

PLD-6792 
（遺物൪߸ 51）

松蔭東遺跡 
位置：7� グリッド 
層位：－ 
ྉࢿ No.：3（礎板）

؀孔材：1）ྉの種類：生材ࢼ 年ྠ分） 
 外以外部位不明࠷：ྉの性状ࢼ
状態：XFU 
カϏ：無

௒Ի波ࣽ෸ચড় 
 ચড়ࢎ・アルカリ・ࢎ

（Ԙࢎ 1.2N
 ਫࢎ化ナトリ΢Ϝ 1N
 Ԙࢎ 1.2N）

ୈ 2表　松蔭東遺跡　ଌఆࢼྉ͓Αͼॲཧ
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ྐྵ೥ֱਖ਼

　ྐྵ年較ਖ਼とは、大ؾ中の 14C 濃度が一定Ͱ半ݮ期が 5568 年としてࢉ出さΕた 14C 年代にରし、աڈの

宇஦線ڧ度や地ٿ磁৔のมಈによる大ؾ中の 14C濃度のมಈ、および半ݮ期のҧい（14Cの半ݮ期5730±40年）

を較ਖ਼する͜とͰ、より実ࡍの年代஋にۙいものをࢉ出する͜とͰ͋る。

　14C 年代のྐྵ年較ਖ਼には 0xCBM3.10（較ਖ਼ۂ線データ：*N5CAL04）を࢖用した。なお、１σྐྵ年代ൣғは、

0xCBM の֬率法を࢖用してࢉ出さΕた 14C 年代ࠩޡに૬当する 68.2ˋ信པݶ界のྐྵ年代ൣғͰ͋り、同様

に２σྐྵ年代ൣғは 95.4ˋ信པݶ界のྐྵ年代ൣғͰ͋る。カッコ内のඦ分率の஋は、ͦのൣғ内にྐྵ年代

がೖる֬率をҙຯする。グラϑ中の縦軸上のۂ線は 14C 年代の֬率分෍をࣔし、二重ۂ線はྐྵ年較ਖ਼ۂ線

をࣔす。ͦ ΕͧΕのྐྵ年代ൣғの͏ͪ、ͦ の֬率が࠷も高い年代ൣғについては、表中に下線Ͱࣔして͋る。

̐）考　　　察

ྉについて、同位体分別ޮՌのิਖ਼およびྐྵ年較ਖ਼を行った。ಘΒΕたྐྵ年代ൣғの͏ͪ、ͦの֬率ࢼ　

の࠷も高い年代ൣғに着目すると、ͦΕͧΕより֬かな年代஋のൣғがࣔさΕた。

　SB11 の P7 かΒ出土した柱根（PLD-6790）のྐྵ年較ਖ਼年代は、１σ（68.2� の֬率）Ͱ֬率の高い年代ൣ

ғをみると、1175-1225cBMAD（64.7�）、２σ（95.4� の֬率）Ͱ 1165-1260cBMAD（95.4�）の年代ൣғに含·

Εた。۷ཱ柱ݐ物の૝定年代は̔世ل後半～̕世ل中頃Ͱ͋るが、２σの年代ൣғͰみると 12 世ل中頃

～ 13 世ل中頃の年代ൣғがಘΒΕた。

　P21・ 表 土 か Β 出 土 し た 礎 板（PLD-6791・6792） の ྐྵ 年 較 ਖ਼ 年 代 は、 ２ ఺ と も に １ σ の ֬ 率 Ͱ

1210-1260cBMAD（68.2�）、２σの֬率Ͱ1170-1265cBMAD（95.4�）の年代ൣғに含·Εた。２σの֬率Ͱみると、

12 世ل後半～ 13 世ل中頃の年代ൣғͰ͋り、柱根とほぼ同時期の年代ൣғの֬率が高い͜とがࣔさΕた。

測定൪߸
Ў 13C 
（̄）

ྐྵ年較ਖ਼用年代 
（yrBP ±１σ）

14C 年代 
（yrBP ±１σ）

14C 年代をྐྵ年代に較ਖ਼した年代ൣғ

１σྐྵ年代ൣғ ２σྐྵ年代ൣғ

PLD-6790 － 28.2 ± 0.30 835 ± 22 835 ± 20
1175AD（64.7�）1225AD 
1230AD（ 2.2�）1240AD 
1245AD（ 1.3�）1250AD

1165AD（95.4�）1260AD

PLD-6791 － 24.20 ± 0.24 823 ± 21 825 ± 20 1210AD（68.2�）1260AD 1175AD（95.4�）1265AD

PLD-6792 － 25.09 ± 0.23 821 ± 22 820 ± 20 1210AD（68.2�）1260AD 1170AD（95.4�）1265AD

ୈ �表　松蔭東遺跡　์ࣹ性୸ૉ೥代ଌఆ͓Αͼྐྵ೥ֱਖ਼ͷ݁Ռ
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ୈ �ਤ　松蔭東遺跡　ྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռ
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5　·　と　Ί

　松蔭東遺跡Ͱは本発۷調査によって۷ཱ柱ݐ物やピットを検出し、ͦΕに付ਵする可能性が高いҪ戸も

検出した。時期は、放射性炭素年代測定の結Ռ中世前半と૝定さΕている。

　遺物は古代～ۙ代のものが出土しているが、中世が中心となっている。中世の遺物は、ഁ 片ࢿྉが多いが、

12 世ل～ 13 世ل後半（ᶗ期）と 14 世ل末～ 15 世ل後半（Ⅱ期）および 16 世ل後半以߱（Ⅲ期）の３時期

に分ける͜とが可能Ͱ͋る。ᶗ期の遺物は、白磁（5・6）、青磁（̔～ 12）、珠洲焼片口鉢（37 ～ 39）となっ

ている。出土位置は 5B 区かΒ 13C 区·Ͱと幅広いが、同時期と推定した۷ཱ柱ݐ物や礎板を൐͏ピット

が位置するグリッドには出土していない。Ⅱ期の遺物は、白磁（７）、青磁（13 ～ 20）、༌ೖ陶磁器（24 ～

26）、瀬戸美濃焼（27・28）、珠洲焼片口鉢（40・41）、越前焼（44）Ͱ͋り、土師質土器（45・46）も͜の一

と同様に܈に含·Εると推定する。出土位置は、前܈ 4A 区かΒ 12C 区·Ͱ幅広い。Ⅲ期の遺物は、青花

（21 ～ 23）、唐津焼（49）、肥前磁器（47・48）なͲͰ͋る。出土位置は、他と同様に 6C 区かΒ 12C 区となっ

ている。͜ΕΒの所有ऀは、不明な఺が多いが、白磁や青磁なͲの༌ೖ陶磁器なͲを࣋っている͜とかΒ、

७然たる下層೶ຽͰはないと考͑る。ಛにᶗ期Ͱは、素۷りの۷ཱ柱ݐ物のほかに礎板を࣋つݐ物が存ࡏ

し、Ⅱ期Ͱは、青磁なͲの他に中国天目なͲが൐͏͜とかΒ、しかる΂き階層がؔΘっていたと推測する。

　本遺跡पลの中世遺跡としては、北໿ 110m にా԰ಓ遺跡、北東໿ 100m に຀目館跡、南໿ 450m にۼ

ా遺跡が存ࡏし、·た南໿３Lm のߥ઒右؛の自然అ๷上には、西部遺跡が位置している。ా԰ಓ遺跡は、

۷ཱ柱ݐ物 18 ౩、Ҫ戸 22 基、ุ１基なͲの遺構が検出さΕており、遺物は白磁・青磁・珠洲焼・土師質

土器・漆器なͲとなっている。遺跡の時期は 12 世ل末～ 13 世لが中心となっているʦ大ౡ 2006ʧ。຀目

館跡は、平成 3 年に調査が行ΘΕ、白磁・青磁・છ付け（青花）なͲが出土し、15 世ل～ 16 世لに中心

を࣋つ色部ࢯにؔ࿈した館跡と推定さΕているʦాล 1992ʧ。ాۼ遺跡は、۷ཱ柱ݐ物̒౩、Ҫ戸 23 基、

Տ઒̐本なͲの遺構が検出さΕており、年代測定によって古෿末～古代前半・中世・ۙ世のू落跡とさچ

Εているʦ前઒ 2006B・Cʧ。西部遺跡は、平成 16 ～ 18 年にかけて調査が行ΘΕ、古代かΒ中世・ۙ世に

౉る遺跡Ͱ͋る͜とが൑明しているʦં原ほか 2005ʧ。中世の遺構は 12 世ل中頃～後半、13 世ل初頭前後

～前半、15 世ل前半～後半の３時期に分けΒΕ、14 世ل代に断ઈの時期が͋るとさΕている。遺物は、

中国༌ೖ陶磁器・珠洲焼・ৗ׈焼・瀬戸美濃焼なͲとなっている。

　͜ΕΒの遺跡と本遺跡を時期ごとにみていくと、以下のよ͏になる。本遺跡のᶗ期は຀目館跡をআく֤

遺跡において、多少の前後ؔ܎はみΒΕるものの、ू落が形成さΕており、なんΒかのؔ܎が͋ったもの

と推測する。ಛにా԰ಓ遺跡とはۙ઀した位置に͋り、密઀にؔ࿈していた可能性も指ఠͰきる。Ⅱ期は、

本遺跡Ͱ遺物がもっともॆ実した時期Ͱ͋り、·た北東に位置する຀目館跡においても中心の時期Ͱ͋る。

͜の͜とかΒ本遺跡のⅡ期は、຀目館にؔ࿈した遺跡Ͱ͋ったと推測するが、͜の時期の遺構がなく、ৄ

遺跡Ͱはू落が形成ాۼは不明Ͱ͋る。Ⅲ期は、ా԰ಓ遺跡をআく֤遺跡Ͱ遺構・遺物がみΒΕ、ಛにࡉ

さΕる。しかし本遺跡Ͱは遺構が検出Ͱきͣ、·たܚ長２（1597）年࡞成の「瀬波܊ֆ図」Ͱは本遺跡と

考͑ΒΕる部分にはݐ物なͲがみΒΕない͜とかΒ、ू落としては利用さΕていなかったと推定する。
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第Ⅳষ　中曽根遺跡

１　֓　　　ཁ

̖　遺跡の֓ཁ

　本遺跡は、ߥ઒左؛の海؛砂ٰഎ後の後എ࣪地内にཱ地する。時

代および性格は微高地にཱ地する弥生時代および古代のू落Ͱ͋

る。遺構は۷ཱ柱ݐ物や土ߔ、޵、自然流࿏なͲかΒなり、Տ઒Ԋ

いにӦ·Εた古代の一ൠ的ू落と考͑る。遺物は須恵器・土師器が

中心Ͱ͋り、時期は̔～ 11 世ل初頭が主体となっている。·た平

成 17 年度本発۷調査（以下、17 年度調査）Ͱ検出した弥生時代の遺

構は、ࠓ回は֬ೝͰきͣ、遺物も土器が 2 ఺出土したのみͰ͋った。

　なお平成 18 年度本発۷調査面積は、2
294 ㎡を測る。

̗　グリッドのઃ定

　グリッドは、17 年度調査Ͱઃ定したものを採用し、東方向のみ

Ԇ長した。基఺は遺跡の南西部分に࡞り、̭ʹ 236250.211、̮ʹ

80681.207 の࠲標とした。南北軸はਅ北より 16� 23˄ 42˅東ภし

ている。大グリッドは 10m 四方Ͱ͋り、名শは東西方向をࢉ用数

字、南北方向をアルϑΝϕットの大文字として、྆ऀの૊み߹Θͤ

Ͱ「1A 区」なͲと表し、グリッドをࣔすߌはグリッド南西۱にઃ

定した。·た小グリッドは大グリッドを２m 四方に 25 ౳分して 1

～ 25 のࢉ用数字Ͱ表し、南西۱を 1、北東۱を 25 とした。表هは

大グリッド表ࣔにଓけて、「1A10」のよ͏に付してݺশした。

̘　基 本 層 ং

　基本層ংは、遺構֬ೝ面の下位（Ⅳ層）·Ͱは 17 年度調査と同

様Ͱ͋る。しかし南側・北側調査区に֤１か所ઃ定したଯ積状況֬

ೝトϨンνͰは、17 年度調査基本層ংとͦΕͧΕ土層がҟなって

おり、·た༙ਫ標高にもҧいがみΒΕた。ͦのたΊⅣ層以下につい

ては、個別にࡌهする͜ととした。なおᶗ層の上位に੝土層が͋る

が、͜Εは೔Ԋಓ工ࣄに൐͏ものͰ͋る。

　以下ॱ൪にهしていく。

ᶗ層　　オリーブ黒色土層（5Y3/2）。し·りややڧく、೪性ややऑ

い。小円᛽（２～ 10mm）を含む。࡞ߞ土。

Ⅱ層　　灰オリーブ色シルト層（7.5Y4/2）。し·りڧく、೪性やや
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ऑい。炭化物（１～３mm）を含む。࡞ߞ土。

Ⅲ層　　灰オリーブ色　シルト層（7.5Y4/2）。し·りڧく、೪性ややऑい。࡞ߞ土とⅣ層のࠞ߹土。

Ⅳ層　　灰色シルト層（5Y6/1）。し·りڧく、೪性ややऑい。褐灰色シルト（10 ～ 20mm）を微量に含む。

ຊ૚ংج 1（南側調査区）

Ⅴ層　　灰オリーブ色シルト層（7.5Y6/2）。し·りややڧく、೪性ややऑい。黒色粒（１mm）を微量含む。

ᶜ層　　灰色砂質シルト層（10Y5/1）。し·りऑく、೪性ऑい。

ᶝ層　　灰色シルト層（10Y5/1）。し·りऑく、೪性ڧい。

ᶞ層　　オリーブ灰色シルト層（5GY5/1）。し·りऑく、೪性ڧい。黒色粒（１mm）を微量含む。

ᶟ層　　灰色シルト層（10Y4/1）。し·りऑく、೪性ややڧい。

ᶠ層　　灰オリーブ色シルト層（7.5Y4/2）。し·りڧく、೪性ڧい。木片を多く含む。
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ᶠᶗ層　灰色シルト層（10Y4/1）。し·りऑく、೪性ややڧい。木片を中量含む。͜の下層（砂層）より༙

ਫがみΒΕる。

ຊ૚ংج 2（北側調査区）

Ⅴ層　　暗オリーブ灰色砂質シルト層（2.5GY4/1）。し·りڧく、೪性ややڧい。

ᶜ層　　暗オリーブ灰色シルト層（2.5GY4/1）。し·りややڧく、೪性ڧい。

ᶝ層　　緑灰色砂質シルト層（10GY5/1）。し·りڧく、೪性ڧい。

ᶞ層　　暗オリーブ灰色シルト層（2.5GY4/1）。し·りややऑく、೪性ややڧい。ࡉۃ砂粒を少量含む。

ᶟ層　　暗オリーブ灰色シルト層（2.5GY4/1）。し·りややऑく、೪性ڧい。砂粒を少量含む。

ᶠ層　　暗オリーブ灰色シルト層（2.5GY4/1）。し·りややऑく、೪性ڧい。ࡉۃ砂粒を少量含む。

ᶠᶗ層　オリーブ灰色砂質シルト層（5GY5/1）。し·りややऑく、೪性ڧい。

X Ⅱ層　灰色シルト層（10Y4/1）。し·りややऑく、೪性ڧい。粗砂粒を少量含む。

X Ⅲ層　灰色೪質シルト層（7.5Y4/1）。し·りऑく、೪性ڧい。

X Ⅳ層　黒褐色೪質シルト層（2.5Y3/2）。し·りऑく、೪性ڧい。

X Ⅴ層　灰色砂層（7.5Y4/1）。༙ਫがみΒΕる。

２　遺　　　構

̖　遺構の֓ཁ

　中曽根遺跡は平成 18 年度本発۷調査において、۷ཱ柱ݐ物２౩、柱݀ྻ２ྻ、Ҫ戸２基、土̒޵基、ピッ

ト 104 基、̐ߔ条、性格不明遺構̐基の遺構と自然流࿏を２条検出した。͜の͏ͪ۷ཱ柱ݐ物１基・柱݀

２条・性格不明遺構１基・自然流࿏２条はߔ・１ྻྻ 17 年度調査区かΒ࿈ଓしている。͜ΕΒは古代の

遺構Ͱ放射性炭素年代測定や遺物かΒ̔～ 11 世ل初頭が中心時期と推測する。

　遺構は SA5 と SB366 の間に多く存ࡏし、12F・G 区より南側および SR2 より北側Ͱは遺構がほとんͲ

構ஙさΕていない。ピットは 18F、21F 区においてू中して検出し、۷り込みの深いものも存ࡏする͜と

かΒ۷ཱ柱ݐ物を構成するものが含·Εている可能性が͋る。۷ཱ柱ݐ物は２౩検出し、ͦΕͧΕ北側

調査区かΒとなっている。Ҫ戸は２基検出し、規模は 17 年度検出のものと比較するとやや小形Ͱ͋るが、

形状や覆土のଯ積状況かΒҪ戸とೝ定した。土޵は不整形のものが大半Ͱ͋り、規模も 17 年度と比較す

ると小形のものが中心となっている。͜ΕΒの遺構の分෍は、前回調査と同様、पลと比較して標高のや

や高い部分にબ地しているが、規ଇ性なͲはみΒΕͣ調査区内にࡏࢄしている。

　なお 17 年度検出した弥生時代中期末～後期前半の遺構は、ࠓ回検出Ͱきなかった。

ड़の方法ه　̗

　本遺跡Ͱ検出した遺構は۷ཱ柱ݐ物、柱݀ྻ、Ҫ戸、土ߔ、޵、性格不明遺構、ピットͰ、ͦのほかに

自然流࿏が͋る。ͦΕͧΕ「SB」、「SA」、「S�」、「SK」、「SD」、「SX」、「P」、「SR」のུ߸とした。遺構

൪߸は時代・種別にؔ܎なくす΂て通し൪߸とし、遺構ུ߸の後に付した。

　遺構൪߸は 17 年度に１かΒ 270 ·Ͱ࢖用しているたΊ、271 かΒ付した。17 年度調査区とࠓ年度調査

区に࿈ଓして、同一と൑明した遺構は、同͡遺構൪߸を࢖用した。·た調査後に同一の۷ཱ柱ݐ物を構成

する͜とが൑明したピットは、एい൪߸を۷ཱ柱ݐ物の൪߸としてͦΕ以外は欠൪とした。·た۷ཱ柱ݐ
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物の柱݀は、「SB106-P1」のよ͏に൪߸を付した。

　検出した遺構はྗۃ報告する方針としたが、ピットにؔしては代表的なものを঺հする͜ととし、ͦの

ほかは分割図なͲにࡌܝするにཹΊた。·た 17 年度およびࠓ年度の調査区に࿈ଓして検出した遺構は、

規模なͲ৽たに൑明した఺が͋る͜とかΒ、վΊてهड़する͜ととした。

　なお遺構個別のࡌه方法にؔしては、第Ⅲষ２̗をࢀরئいたい。

̘　遺 構 ֤ આ

1）۷ཱ柱ݐ物・柱݀ྻ・ピット

4#1��・4%���（図版 16・46・52）

　SB106・SD334 は、ڞに 17F 区に位置する。SB106 は桁行３間（໿ 7.03m）、梁間２間（໿ 3.61m）の側柱ݐ物Ͱ、

面積は໿ 25.5 ㎡Ͱ͋る。遺構ൣғ内には SD375 が存ࡏする。主軸方向は N-5� -� Ͱ͋る。柱間ੇ法は桁

行方向が 1.72 ～ 2.62m Ͱ、南に向か͏ほͲ間隔が広がる。梁行方向は 1.76 ～ 1.83m Ͱ、間隔はほぼ一定

している。柱۷形は径 16 ～ 37cm の円形および楕円形をఄし、深さ 18 ～ 76cm Ͱ͋る。断面形は֓ね U

字状Ͱ͋るが、P2 が漏斗状、P4 が階段状になっている。西側໿２m のと͜Ζに昨年֬ೝした SB50 が͋

り、主軸方向や梁間の規模・桁行・梁行の柱間ੇ法がほぼ同一Ͱ͋る͜とかΒ、なんΒかのؔ࿈性がӐ͑

る。P1・3・4・8・9 かΒ柱根を検出したが、P1 は柱根が土৕化しており、取り上͛る͜とがͰきなかった。

樹種同定の結ՌP3はクワ属、P9はサクラ属Ͱ͋った。P3も腐食がܹしく形状を֬ೝする͜とはͰきなかっ

たが、ͦのほかはす΂て丸材を࢖用している。柱根と柱݀のؔ܎は、B 類に֘当する。遺物は P6 かΒ墨

書土器（２）が出土している。P4・8 の柱根にؔして放射性炭素年代測定を行い、̔ 世ل後半～̕世ل後半、

７世ل後半～̕世ل前半とい͏結ՌがಘΒΕた（第Ⅳষ̐B 。（রࢀ

　SD334 は SB106 かΒ໿ 60cm 南に位置する。平面形は東西方向΁直線的に૸る。主軸方向は N-81 ～

94� -� Ͱ͋る。昨年度の調査区Ͱ֬ೝした SD12 とは։ڎによって切ΒΕているが、主軸方向がほぼ一

ॹͰ͋る͜とかΒ同一の遺構と考͑る。検出面Ͱのશ長は 7.92m Ͱ͋る。幅は 0.35 ～ 0.64m と一定しない。

深さは̕～ 12cm Ͱ͋り、断面形は台形状をఄす。覆土は地఺により、単層および２層に分層さΕる。遺

物は、土師器椀（20・21）や土師器甕口縁部（22）、墨書土器（19）が出土している。

4#���（図版 17・47）

　SB366 は、21F、22F・G 区に位置する。遺構中ԝ部に P7 が存ࡏしており、ͦΕを桁行とした৔߹と、

ड़すه物の中心に位置する柱݀とした৔߹の二通りのղऍがͰきる。ͦのたΊ͜の２つの構造についてݐ

る͜とにする。

　は͡Ίに側柱ݐ物として考͑た৔߹、桁行２間（໿ 4.43m）、梁間１間（໿ 2.61m）Ͱ、面積は໿ 11.7 ㎡Ͱ͋る。

主軸方向は N-5� -� Ͱ͋る。平面形は、桁行中ԝの柱݀がやや外側にுり出す形状をࣔす。柱間ੇ法は

桁行方向Ͱ 2.09 ～ 2.35m、梁行方向Ͱ 2.46 ～ 2.61m Ͱ͋り、શ体にやや͹ΒつきがみΒΕる。

　次に中心に位置する柱݀として考͑た৔߹、桁行２間（໿ 5.04m）、梁間２間（໿ 4.29m）Ͱ、面積は໿

21.5 ㎡Ͱ͋る。主軸方向は N-85� -� Ͱ͋る。平面形は桁行、梁間の中ԝの柱݀がやや外側にுり出す形

状をࣔす。柱間ੇ法は桁行方向Ͱ 2.18 ～ 2.61m、梁行方向Ͱ 2.09 ～ 4.29m Ͱ͋り、ͪ͜Βもશ体にやや

͹ΒつきがみΒΕる。

　柱݀は、円形および楕円形の۷形をఄし、径は 12 ～ 19cm Ͱ͋る。本遺跡Ͱ検出した他の۷ཱ柱ݐ物

に比΂ると小規模Ͱ͋る。深さは 12 ～ 22cm Ͱ、断面形は֓ね U 字状をఄすが、P1 のみ箱状Ͱ͋る。柱
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根は検出Ͱきなかった。

4"�（図版 17・48）

　14�・F 区に位置する。ࠓ回の調査Ͱは、昨年度に֬ೝした P1・2 にଓく̐基の柱݀を検出した。̒基

の柱݀は直線的に東西方向にฒぶ。ピット間隔は 1.7 ～ 2.4m とඇৗに不規ଇͰ͋り、東側の方がڱくなっ

ている。શ長は 10.74m Ͱ͋り、主軸方向は N-88� -� を測る。柱۷形は径 26 ～ 42cm Ͱ、円形・楕円形・

方形・長方形をఄしている。柱根はす΂ての柱݀かΒ検出し、樹種同定の結Ռサクラ属・クリͰ͋った。

木取りは P3 が丸材、P1・2・4・5・6 が割材を࢖用している。割材には外面を加工した形跡がみΒΕたが、

丸材のほ͏は֬ೝͰきなかった。۷形のຒ土は、֓ね灰色土および灰オリーブ色土となっている。柱根と

柱݀のؔ܎は、B 類に֘当する。遺物は出土していない。

4"���（図版 17・48・49）

　15F 区に位置し、໿ 50cm 東側に SX278 がྡ઀している。2 基の柱݀が東西方向に 2.13m の間隔Ͱฒん

Ͱおり、主軸方向は N-81� -� Ͱ͋る。P1 が方形Ͱ長軸 26cm、短軸 23cm、深さ 54cm、断面形は漏斗状、

P2 が円形Ͱ長径 34cm、短径 30cm、深さ 51cm、断面形は同͡く漏斗状をఄす。ڞに丸材の柱根Ͱ、西

側に໿ いた状態Ͱ検出した。樹種同定の結Ռ܏�50 P1 はサクラ属Ͱ͋った。۷形のຒ土は、灰色土Ͱ͋

る。柱根と柱݀のؔ܎は、B 類に֘当する。遺物は出土していない。なお P2 の柱根にؔして放射性炭素

年代測定を行い、ྐྵ年較ਖ਼用年代Ͱ̔世ل後半～̕世ل後半とい͏結ՌがಘΒΕた（第Ⅳষ̐B 。（রࢀ

1�2�（図版 18・49）

　16G3 区に位置するピットͰ͋る。円形Ͱ径 18cm、深さ 21cm Ͱ͋る。断面形は U 字状をఄす。覆土

は炭化物を含んだ灰色土の単層Ͱ͋る。遺物は、֬ ೝ面下̔cm のと͜ΖͰ土師器椀（３）が出土している。

P340（図版 18・49）

　12F24 区に位置するピットͰ͋る。楕円形Ͱ長径 26cm、短径 18cm Ͱ͋る。深さは̔cm Ͱඇৗに浅い。

断面形は྆นに段の͋る弧状をఄす。覆土は２層に分層し、上層は炭化物を多量に含んͰいる。ڞに褐灰

色土を主体としており、灰色シルトブロックを含む。遺物は、1 層かΒ土師器椀（̐）が出土している。

1���（図版 18・49）

　13F6 区に位置するピットͰ͋る。楕円形Ͱ長径 20cm、短径 11cm、深さ 26cm Ͱ͋る。断面形は U 字

状をఄし、ਨ直にཱͪ上がる東นは底面とのڥ界が明ྎͰ͋る。径໿ 1.5cm の柱根を検出しており、樹種

同定の結ՌコナラઅͰ͋った。覆土は炭化物を中量含んだ単層Ͱ͋る。

1���（図版 18・49）

　21F6 区に位置するピットͰ͋る。本遺構の西側໿ 10cm のと͜Ζに SX29 がྡ઀する。平面形は長方

形Ͱ長軸 22cm、短軸 17cm、深さ 19cm Ͱ͋り、断面形は上部がややくびΕた形をఄする袋状Ͱ͋る。覆

土は黄灰色土の単層Ͱ͋り、炭化物を多く含む。遺物は、֬ೝ面下໿ 4cm のと͜ΖͰ須恵器瓶（̑）が出

土した。

1���（図版 18・49）

　15G1 区に位置するピットͰ͋る。円形Ͱ長径 54cm、短径 50cm、深さ 31cm Ͱ͋り、断面形は袋状となっ

ている。クリ材の柱根を検出したが、腐食がਐんͰいる。規模は径 18cm 以上͋ったとࢥΘΕる。覆土は

炭化物を含み２層に分層した。۷形のຒ土は灰色土を主体とし、少量の炭化物を含んͰいる。遺物は、土

師器ࡉ片が２఺出土している。
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1���（図版 18・49）

　14F14 区に位置するピットͰ͋る。円形Ͱ長径 15cm、短径 14cm、深さ 23cm Ͱ͋る。断面形は U 字状Ͱ、

北นは底面かΒٸ斜度にཱͪ上がり、֬ೝ面より 10cm のと͜ΖͰほぼਨ直になる。覆土は炭化物を含ん

だ単層Ͱ͋る。柱根は樹種同定の結Ռサクラ属Ͱ͋ったが、腐食がਐんͰおり観察が不可能Ͱ͋った。し

かし柱痕かΒ直径 13cm ఔ度の柱Ͱ͋ったと推定する。

1���（図版 18・50）

　12F10 区に位置するピットͰ͋る。円形Ͱ長径 13cm、短径 11cm、深さ 23cm Ͱ͋り、断面形は U 字

状となっている。径̔cm のඇৗにࡉい柱根が、໿ 30�西に܏いた状態Ͱ検出した。樹種同定の結Ռサク

ラ属Ͱ͋った。覆土は黒褐色土の単層Ͱ͋る。

1���（図版 50）

　18F21 区に位置するピットͰ͋る。基本層ংを֬ೝするたΊ、重ػͰ۷削しているࡍ、検出した。底面

標高は 2.51m Ͱ͋り、基本層ংのᶞ層暗オリーブ灰色土かΒ柱根が出土している。腐食がਐみ、広葉樹

Ͱ͋る͜としかಛ定Ͱきなかったが、丸材Ͱ͋ったと考͑る。۷形がない͜とと検出時の状況かΒ、C 類

Ͱ͋Ζ͏。

2）Ҫ　　　戸

4&2��（図版 18・50）

　15F19 区に位置する素۷りのҪ戸Ͱ͋る。本遺構の南側に SX272 と SX278 がほぼ一直線状に存ࡏして

いる。平面形は円形Ͱ、֬ೝ面Ͱ径໿ 1.14m、底面は径໿ 0.5m Ͱ͋る。深さは֬ೝ面より 0.82m Ͱ͋り、

底面標高は 2.55m を測る。断面形は漏斗状をఄし、ややԜತの͋る底面かΒ東นは少し外反、西นは少し

外側に๲ΒみながΒཱͪ上がる。֬ೝ面下 0.36 ～ 0.38m のと͜ΖͰ໿ 50�大きく外܏する。覆土は 10 層

ͰϨンズ状にଯ積する。１・̒・̕層が黒色系Ͱ、ͦのほかの層は灰色を主体とした覆土をしており、な

かͰも ・̔10 層は地山に類似している。·た 4 層は炭化物を多量含む層Ͱ͋る。۷削中༙ਫはみΒΕなかっ

た。遺物の多くは上部の層Ͱ出土しており、土師器椀（̔・̕・10・11・12）、黒色土器（７）、須恵器甕の

体部片（̒）なͲとなっている。·た付木（３層）、斎串（̒層・83）なͲの木製඼も数఺出土している。

4&�2�（図版 18・51）

　23G2 区に位置する素۷りのҪ戸Ͱ、北側に SR2 がྡ઀している。平面形は径໿ 1.13m の円形Ͱ、底面

は 0.33m の楕円形をఄする。底面は上方かΒ見てやや東に位置する。深さは֬ೝ面より 0.74m ۷り込·

Εており、底面標高は 2.64m Ͱ͋る。断面形は漏斗状をఄし、東นはਨ直に、西นはやや࿪な階段状か

Βਨ直にཱͪ上がる。֬ೝ面下 0.16 ～ 0.30m のと͜ΖͰ໿ 35 ～ 40�大きく外܏する。覆土は 10 層に分

層Ͱき、ͦの͏ͪ１～̑層はϨンズ状にଯ積する。１・２・̒層が黒色土Ͱ、ͦのほかの層は灰色を主体

としている。۷削中༙ਫはみΒΕなかった。遺物は、土師器椀（13）が 10 層かΒ出土したほか、黒色土

器の口縁部が２఺みΒΕるが、ࡉ片Ͱ͋るたΊ図化Ͱきなかった。

3）土　　　޵

4,2�1（図版 18・51）

　17F19・20 区に位置する不整長方形の土޵Ͱ͋り、本遺構の北側に SK282 がྡ઀している。長軸

0.79m、短軸 0.60m、深さ 18cm Ͱ͋る。主軸方向は N-47� -� Ͱ͋る。断面形は箱状をఄし、やや丸み
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の͋る底面かΒほぼਨ直にཱͪ上がる。覆土は灰色土を主体とし、̐層に分層した。Ϩンズ状にଯ積して

おり、す΂ての層に炭化物を含む。遺物は、黒色土器の椀（14）・鉢（15）が出土している。

4,2�2（図版 18・51）

　18F16 区に位置する楕円形の土޵Ͱ͋る。本遺構の西側に P396 がྡ઀している。長径 0.81m、短径

0.62m、深さ 21cm Ͱ͋る。主軸方向は N-29� -� Ͱ͋る。断面形は台形状をఄし、中ԝ部分がややくぼ

んだԜತの͋る底面をもつ。覆土は３層Ͱ、炭化物を多量に含む黒褐色土の２層が、炭化物を少量含んだ

灰色土の１・３層にڬ·Εるよ͏にଯ積している。遺物は出土していない。

4,��1（図版 18・51）

　16F23 区に位置する楕円形の土޵Ͱ͋る。長径 0.62m、短径 0.45m、深さ 13cm Ͱ͋る。主軸方向は

N-24� -� Ͱ͋る。断面形は台形状をఄす。覆土は炭化物を含む３層Ͱ、Ϩンズ状にଯ積する。遺物は、

土師器̔఺、黒色土器が̑఺出土しているが、す΂てࡉ片Ͱ͋り図化Ͱきるものはない。

4,���（図版 16・51）

　17F12 区に位置する円形の土޵Ͱ͋る。本遺構の西に SB106 がྡ઀し、ͦの柱݀Ͱ͋る P6 に切ΒΕて

いる。直径 0.54m、深さ 40cm Ͱ͋る。断面形は V 字状をఄし、Ԝತの͋るน面は、西側はほぼਨ直に、

東側は緩やかに։き、ͦΕかΒٸ斜度にཱͪ上がる。覆土は炭化物を少量含んだ単層Ͱ͋る。遺物は出土

していない。

4,���（図版 19・51）

　17F17 区に位置する楕円形の土޵Ͱ͋る。長径 0.55m、短径 0.38m、深さ 26cm Ͱ͋る。主軸方向は

N-67� -� Ͱ͋る。断面形は半円状Ͱ、上部がやや外反しながΒཱͪ上がる。覆土は灰オリーブ色土の単

層Ͱ炭化物を含む。遺物は、土師器椀（16）が覆土上部かΒ出土している。

4,��2（図版 19・52）

　19F15 区に位置する円形の土޵Ͱ͋る。北側上部が᎟乱によって切ΒΕている。本遺構の南には SR1

がྡ઀している。直径 0.58m、深さ 38cm Ͱ͋る。断面形は U 字状をఄし、南นは外܏しながΒ大きく։

く。覆土は̒層Ͱ、基本的にϨンズ状にଯ積する。遺物は、須恵器無台杯（17）、土師器のࡉ片が３఺出

土している。

ߔ（4

4%2（図版 15・19・52）

　6F・G、7F 区に存ࡏするߔͰ͋る。平面形は調査区外の南東側かΒやや弧を描くよ͏に北西方向に૸り、

主軸方向は N-41 ～ 63� -� Ͱ͋る。本遺構の北側には SD3 がฒ૸している。調査区内Ͱのશ長は 11.6m

Ͱ͋り、西端はͦの··昨年度の調査区Ͱ֬ೝさΕた SD2 にଓく。શ長は߹Θͤて 70.8m Ͱ͋る。幅は

֬ೝ面Ͱ 0.6 ～ 2.26m とඇৗに数஋に։きが͋る。深さは７～ 14cm と一定ͤͣ、ほぼ中ԝ付ۙが一൪深

くなっている。断面形は弧状をఄし、Ԝತの͋る底面かΒ緩やかにཱͪ上がる。覆土は地఺により単層お

よび２層Ͱ、遺物は出土していない。

4%�（図版 15・19・52）

　7F・G 区に存ࡏするߔͰ͋る。平面形は調査区外の南東側かΒ北西方向΁直線的に૸り、主軸方向は

N-58� -� Ͱ͋る。調査区内Ͱのશ長は 11.3m Ͱ͋り、西端はͦの··昨年度の調査区Ͱ֬ೝした SD3

にଓく。શ長は߹Θͤて 130.8m Ͱ͋る。幅は֬ೝ面Ͱ 0.6 ～ 1.64m とඇৗに不規ଇͰ͋る。深さは７～
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12cm Ͱ一定しない。断面形は底面がඇৗに࿪な弧状をఄし、北側の方が深く落ͪ込みͦ͜かΒ南΁と緩

やかに։く。覆土は 2 層Ͱ、炭化物を含んͰいる。遺物は多くないが、土師器椀（18）や須恵器のࡉ片が

出土している。

4%���（図版 13・19・52）

　17F 区に存ࡏする。本遺構は SB106 内に位置し、調査区外北西側かΒݽを描くよ͏に南に向かって૸る。

主軸方向は N-36 ～ 64� -� Ͱ͋る。શ長は 9.14m Ͱ͋るが、深さが̐～̕cm とඇৗに浅い͜とかΒ削

平をडけている。一部Ͱͦの形跡が֬ೝͰきないものの、17F21・22 区Ͱ検出さΕた遺構と主軸方向がほ

ぼ一ॹͰ͋る͜とかΒ同一のものとしてܭ測した。さΒに痕跡はӐ͑ないが、平面形かΒ SD334 とަࠩ

すると考͑ΒΕる。幅は 0.22 ～ 0.36m を測り、北西側に向かってややࡉくなるものの一定している。覆

土は灰色土を主体とした単層Ͱ͋る。遺物は出土していない。

5）性格不明遺構

492�（図版 19・53）

　20F5、21F1・2・6・7 区において検出した遺構Ͱ͋る。西側を 17 年度に調査しており、中ԝ付ۙを։

回の調査Ͱ遺構のશ体を֬ೝする͜とがͰきた。平面形は不定形をఄし、長ࠓ、により切ΒΕているがڎ

軸 4.76m、短軸 2.84m、深さは 17cm Ͱ͋る。主軸方向は N-10� -� Ͱ͋る。断面形は弧状Ͱ、南นは底

面とのڥ界が明ྎͰ、ほぼ平ୱな底面かΒ緩やかにཱͪ上がる。覆土は２層Ͱ、昨年度の１・３層に૬当

する。遺物は出土していない。

492�2（図版 20・50・53）

　15F18・19・23・24 区において検出した遺構Ͱ͋る。本遺構の南北には SX278 と S�277 が位置する。

平面形は不定形をఄし、長軸 2.08m、短軸 1.79m、深さ̑cm Ͱ͋る。主軸方向は N-36� -� Ͱ͋る。断

面形は弧状Ͱ、Ԝತの͋る底面かΒඇৗに緩やかにཱͪ上がる。覆土は単層Ͱ、炭化物を微量含んだ灰

色土となっている。遺物は、遺構の中ԝ付ۙかΒ漆器の盤が出土している。ほかに土師器椀（27・28・29）

や黒色土器（26）、須恵器無台杯（23）・甕（24・25）、羽口（71）、用్不明の石製඼（72）、᛽なͲ、ܭ 421

఺出土しているが、大半はࡉ片Ͱ͋る。出土遺物の状況なͲかΒ、ഇغ遺構Ͱ͋った可能性が考͑ΒΕる。

492��（図版 20・50・53）

　15F17・22 区において検出した遺構Ͱ͋るが、೶ۀ用ਫ࿏Ͱ半分ఔഁյさΕている。南北 1.4m 以上、

東西 1.35m 以上を測る不定形の遺構Ͱ、深さは 10cm Ͱ͋る。断面形は北นに落ͪ込みが͋る弧状をఄす。

覆土は灰色土を主体とし、炭化物を微量に含んだ単層Ͱ͋る。遺物は、土師器椀（34・35・36・37・38・

39・40）・小甕（41）、黒色土器（32・33）、須恵器杯（31）・甕（30）、砥石（73）なͲのഁ片が、ܭ 455 ఺出

土した。SX272 と同様、出土遺物の状況かΒഇغ遺構と考͑る。

49���（図版 20・53）

　19F4 区において検出した遺構Ͱ͋る。本遺構の南側には SR1 がྡ઀している。平面形は楕円形をఄし、

長径 0.37m、短径 0.24m、深さ̒cm Ͱ͋る。主軸方向は N-50� -� Ͱ͋る。断面形は弧状Ͱ、東นがやや

段をཱ࣋ͪͪ上がる。覆土は炭化物層Ͱ、黒色シルトブロックを少量含んͰいる。遺物は出土していない。
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431（図版 13・20・54）

　19F・G 区にかけて、東西に直線的に૸る઒跡Ͱ͋る。本遺構は、ͦの大部分が᎟乱によってഁյさΕ

ている。調査区内Ͱのશ長は 11.3m Ͱ͋り、昨年度の調査部分を߹Θͤると 59.8m となる。֬ೝͰきる

部分Ͱ、幅は 1.8 ～ 2.9m、深さは 13 ～ 16cm Ͱ͋る。᎟乱のたΊ断面形はৄしく観察Ͱきないが、昨年

と同様、弧状をఄするものと考͑た。覆土は灰色土を主体とした２層Ͱ͋る。遺物は、黒色土器（47・48）

や土師器甕（49・50）・鍋（51）、須恵器無台杯（42・43）・蓋（44）・壺もしくは瓶（45・46）なͲが、ഁ片Ͱ

ܭ 279 ఺出土した。

432（図版 12・20・54）

　23・24F・G 区にかけて、東西に直線的に૸る઒跡Ͱ͋る。調査区内Ͱのશ長は 10.44m Ͱ、昨年度の

調査部分を߹Θͤると 62.94m となる。13 層下面を઒底とするՏ઒の時期は古代Ͱ、઒の幅は広いと͜Ζ

Ͱ 8.56m、ڱいと͜ΖͰ 6.34m Ͱ͋り、深さは 1.23m となっている。14 ～ 18 層がͦΕ以前のՏ઒Ͱ、深

さ 1.5m 以上Ͱ͋る。古代のՏ઒の断面形はݽ状をఄし、ややԜತの͋る底面かΒ、南นは緩やかにཱͪ

上がるのにରし、北นは֬ೝ面下 0.58m のと͜ΖͰ໿ 20�大きく外܏する。覆土は 18 層ͰϨンズ状にଯ

積し、７～̕層が 11・12 層に落ͪ込んͰೖる。３層が昨年の２層、10 層が 20 層、12 層が 22 層とରԠする。

͜Εを;·͑た土層観察より、１～̐層が昨年の１～̒層ͰSR2がຒ຅する段階Ͱ主に遺物が含·Εる層、

̑～̕層が昨年の７～ 17 層Ͱ遺跡が形成さΕた当時の઒底および઒؛Ͱ、एׯの遺物が含·Εる層、10

～ 13 層が昨年の 18 ～ 26 層Ͱ SR2 にਫ流が͋る段階Ͱ遺跡が形成さΕた時期よりやや古い土器が出土し

た層、ͦして 14 ～ 18 層がͦΕ以前の時代のՏ઒ଯ積層Ͱ͋ると考͑る。遺物は、土師器椀（56・57・58・

59）・有台椀（60）・皿（61）・甕（62・63・64）・鍋（65）・器種不明（66）、須恵器無台杯（53・54・55）・有台

杯（52）なͲ、ࡉ片も含Ίܭ 324 ఺出土した。遺物は主に中ԝかΒ北側の１～ 11 層Ͱ出土し、ಛに３・̐ ・

̒・11 層にはू中していた。

３　遺　　　物

̖　遺物の֓ཁ

　遺物は、古代を中心に弥生時代かΒۙ世・ۙ代·Ͱ幅広い時代のものが浅箱（54 × 33 × 10cm）Ͱ 11 箱

と木製඼ 25 ఺が出土している。弥生時代の遺物は土器ഁ片２఺のみͰ、17 年度調査Ͱ弥生時代遺物แ含

層としたⅣ層上位かΒの出土Ͱ͋る。中心となる古代の遺物は、แ含層が削平さΕており、遺構·たはߞ

。に出土しているڞ土かΒは、中世・ۙ世・ۙ代の遺物と࡞ߞ土かΒの出土Ͱ͋る。なお࡞

　古代の遺物は須恵器・土師器・木製඼・土製඼・石製඼Ͱ͋り、木製඼の中にはҪ戸出土の斎串や性格

不明遺構出土の漆器盤が含·Εている。

　中世の遺物は青磁・青花Ͱ͋り、ۙ世の遺物は 17 世ل代の陶磁器類がやや·と·ってみΒΕる。

ड़の方法ه　̗

　遺物のهड़は弥生時代、古代、ͦのほかの時代に分けて行͏͜ととした。古代の遺物のࡌهは、土器、

土製඼、石製඼、木製඼、ݐங材のॱに行い、ͦの中Ͱ遺構出土のものかΒ遺構外出土とଓけた。

6）自 然 流 ࿏
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　遺構出土の遺物は、ྗۃந出する方針とした。なお SR1 をյしているۙݱ代のߔかΒ出土した遺物は、

もともと SR1 に含·Εていた可能性が高いと推測し、SR1 の遺物としてѻ͏͜ととした。

　なお֤器種の部位名শ・遺物図版のスクリーントーンの࢖用ྫは、第 12 図の通りͰ͋る。

̘　遺 物 ֤ આ

1）弥生時代（図版 21-1・図版 55）

　１は甕の頸・胴部のഁ片Ͱ͋る。胎土は黄灰色をఄし、長石・小砂利が含·Εている。LR の縄文が横

位にࢪさΕ、内面は部分的に剥落する。17 年度報告遺物 No.10 に胎土・文様なͲ類似しており、東北系

の弥生時代後期͜Ζの土器と推定する。

2）古　　　代

土器ͷ෼ྨ

　土器の分類は、17 年度報告書の基४を౿ऻする͜ととし、第 13 図にࣔした。なお須恵器有台杯・杯蓋は、

回出土していࠓ、していない類にؔしてはࡌه回出土数が少ないたΊ分類していない。·た図ࣔおよびࠓ

ないものͰ͋る。

ਢܙ器ແ୆ഋ

̗類　器นが厚く、口径に比して浅਎な一܈Ͱ͋り、底部かΒ۶ંして直線的に広がる口縁部を࣋つ̗１

類（図版 22-53）と平たい底部かΒ大きく։く体部を有する̗３類（図版 22-54）にࡉ分した。

̘類　器นが薄く、口径に比して浅਎な一܈（図版 21-43）。

土ࢣ器࿶

̗類　底部と体部のڥがԜ·ない一܈Ͱ͋り、体部～口縁部にかけて丸みを帯びる̗１類（図版 21-19）、

体部～口縁部が直線的な̗２類（図版 21-35）、体部が丸みを帯びてཱͪ上がり、口縁部が外反する

頸部 

口縁端部 
口縁部 

口縁端部 

口縁部 

体部 

体部 

底部 

底部 
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黒色ॲཧ ˕遺物実測図版中Ͱ࢖用さΕているトーン 墨　　痕 

ୈ 12ਤ　中曽根遺跡　ݹ代土器ͷ෦Ґ໊শͱຌྫ
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̗̐類（図版 21-4）にࡉ分した。

̘類　底部と体部のڥがԜむ一܈Ͱ͋り、体部～口縁部にかけて丸みを帯びる̘１類（図版 21-20）、体部

は丸みを帯びてཱͪ上がり、口縁部が外反する̘３類（図版 22-56）にࡉ分した。

̚類　高台を有する椀（図版 22-60）。

土ࢣ器ᙈ

̖類　口径に比して器高が高い一܈。長甕（図版 21-50）。

̘類　口径・器高ڞに小さい一܈。小甕（図版 21-41）。

̚類　底部が横に広がり、底外面に砂痕·たは木葉痕が残るものなͲ、東北地方のӨڹをडけたと推測し

た一܈（図版 22-62・63）。

遺構ग़土土器

4#1���1�（図版 21-2・図版 55）

　２は土師器椀の口縁部片Ͱ͋る。口縁はやや外反し、外面に墨書がみΒΕるが、内容は不明Ͱ͋る。

1�2�（図版 21-3・図版 55）

　３は土師器椀̗類Ͱ͋る。શ体にຎ໓がܹしいが、底部に回転糸切り痕が付く。

1���（図版 21-4・図版 55）

　̐は土師器椀̗̐類Ͱ、他と比較して小ৼりとなっている。ຎ໓しており底部の切り཭し痕は֬ೝͰき
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ない。

1���（図版 21-5・図版 55）

　̑は須恵器壺·たは瓶の肩～体部片と推定Ͱき、外面には自然釉がかかる。

4&2��（図版 21-6 ～ 12・図版 55）

　̒は須恵器甕の体部片Ͱ͋る。調整は、外面が格子叩き、内面が同心円当て具痕となっている。７は黒

色土器Ͱ͋る。胎土はਫ਼良Ͱ͋り、雲母を少量含む。外面は横位のミガキがࢪさΕ、·た内面は口縁部付

ۙに横位のミガキ、体部に縦位のミガキがࢪさΕた後、黒色ॲཧを行っている。̔～ 12 は土師器椀Ͱ͋

る。̔・̕は、ڞに̘３類Ͱ͋る。底部中ԝ付ۙに焼成後穿孔さΕたと考͑ΒΕる痕跡が͋り、Ҫ戸ഇغ

に൐͏ࡇ᛾に利用さΕたとも推測する。10 は口縁～体部にかけてのഁ片Ͱ͋り、やや不明ྎͰ͋るが、体・

底部ڥ付ۙに段がみΒΕる͜とかΒ、̘類と推測した。体部外面に調整による明ྎな浅いくぼみが付き、

ͦ͜かΒ口縁はやや外反している。11 は̘３類Ͱ͋るが、ほかと比較して௿平な形状を成し、器นも厚

ΊͰ͋る。12 は胎土や残存している部分かΒ、11 に類似する。

4&�2�（図版 21-13・図版 55）

　13 は土師器椀̗２類Ͱ͋る。胎土は粗く、石英・長石なͲの小砂利を含み、器นも厚ΊͰ͋る。

4,2�1（図版 21-14・15、図版 55）

　14 は黒色土器椀の口縁～体部片Ͱ͋る。口縁は外反ཱͤͣͪ上がり、内面および外面口縁部に黒色ॲ

ཧがࢪさΕている。15 は黒色土器の体部片Ͱ͋る。外面は横方向のケズリが、·た内面は黒色ॲཧがࢪ

さΕる。器厚なͲかΒ、器形は鉢と推定する。

4,���（図版 21-16・図版 55）

　16 は土師器椀の体～底部片Ͱ͋るが、二次焼成をडけ、調整౳は不明Ͱ͋る。

4,��2（図版 21-17・図版 55）

　17 は須恵器無台杯の口縁～体部片Ͱ͋る。口縁は肥厚して内࿷している。重ね焼痕が付く。

4%�（図版 21-18・図版 55）

　18 はݱ存部分かΒ土師器椀̗１類と推定した。શ体にຎ໓がਐみ、ৄࡉは不明Ͱ͋る。

4%���（図版 21-19 ～ 22・図版 55）

　19 ～ 21 は土師器椀Ͱ͋り、19・21 は̗１類、20 は̘１類となる。19 は外面体部下半にケズリがࢪさΕる。

·た体部外面に౗位Ͱ墨書さΕているが、内容は不明Ͱ͋る。20 は器面の剥落がਐんͰいるが、体部・

底部ڥに明ྎな段を࣋つ。22 は土師器甕 C 類の口縁部Ͱ、外面は二次焼成をडけ、部分的に剥落している。

492�2（図版 21-23 ～ 29・図版 55）

　23 ～ 25 は須恵器Ͱ͋る。23 は無台杯の口縁～体部片Ͱ、直線的にཱͪ上がり、重ね焼痕が付く。24

は甕の口縁～頸部Ͱ͋る。口縁部は外反しており、端部は外側にுり出している。25 は甕体部片Ͱ͋る。

外面は斜Ί方向の平行叩きを行い、ͦの後カキ目をࢪしている。内面は同心円当て具痕が付く。26 は黒

色土器の底部Ͱ͋る。27 ～ 29 は土師器椀Ͱ͋る。27 は̘類Ͱ͋り、底部に回転糸切り痕が付く。28・29

は底部片Ͱ、͏ͪ 29 は̘類Ͱ͋る。શ体にຎ໓がਐみ、·た胎土に長石なͲの小砂利を多く含んͰいる。

492��（図版 21-30 ～ 41・図版 55）

　30 は須恵器甕体部片Ͱ͋る。外面は斜Ί方向の平行叩き、ͦの後カキ目をࢪしている。内面は同心円

当て具痕が付く。SX272 出土の 25 と同一個体の可能性が͋るが、઀߹ؔ܎がないたΊ個別にࡌܝした。

31 は須恵器杯の体部片Ͱ、内面に漆と推測する物質が付着している。32 は黒色土器Ͱ͋り、内外面とも
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黒色ॲཧがࢪさΕている。器นは薄く、口縁部はやや外反する。33 は黒色土器底部Ͱ͋る。長石を少量

含むਫ਼良な胎土Ͱ͋る。34 ～ 40 は土師器椀Ͱ͋る。34 は口縁～体部片Ͱ、口縁部がएׯ外反する形状を

なす。35 は̗２類Ͱ͋り、底部に回転糸切痕が付く。36 は口縁～体部片Ͱ͋る。口縁は外反し、薄手Ͱ

堅៛な焼成となっている。37 ～ 40 は底部を中心としたഁ片Ͱ͋るが、ͦ ΕͧΕҟなったཁ素がみΒΕる。

37 は体部・底部ڥに段を࣋つ。38 は比較的薄手Ͱ͋り、体部下端に長さ 27mm、幅３mm ほͲのヘラ状

工具をԡし付けた痕が観察さΕる。40 は緩やかなཱͪ上がりとなっている。41 は土師器甕̘類の底部Ͱ

͋り、胎土は石英・長石なͲを多く含む。

431（図版 21-42 ～ 51・図版 55）

　42 は須恵器無台杯̗３類Ͱ͋る。焼成は良޷Ͱ、口縁部に重ね焼き痕が付く。43 は須恵器無台杯̘類

の体～底部片Ͱ͋る。器นは薄く、焼成もඇৗに良޷Ͱ͋るが、胎土に植物が含·ΕていたとࢥΘΕる痕

跡が見ΒΕる。44 は須恵器蓋Ͱ、調整は内外面ともナデ調整となっている。45 は須恵器壺·たは瓶の体

部片Ͱ͋る。外面には自然釉がかかるが、ຎ໓がਐんͰいる。·た内面はロクロ痕がݦஶͰ͋る。46 は

須恵器壺·たは瓶の体～底部片Ͱ͋る。底部には高台が付き、外面はケズリ後ヨコナデがࢪさΕている。

内面はཱͪ上がり部に指頭痕が付く。47・48 は黒色土器Ͱ͋る。47 は口縁～体部片、·た 48 は体～底部

片Ͱ͋り、ڞに外面は෩化がਐみ、ৄࡉは不明Ͱ͋る。胎土や෩化状態かΒ、同一個体の可能性が͋る。

49 は土師器甕̘類の体～底部Ͱ、胎土は石英・長石・雲母を多く含む。50 は土師器甕̖類の口縁～体部

片Ͱ͋る。器นは薄く、·たΏがみもみΒΕ、実測図は実体より口径が大きくなっている可能性が͋る。

51 は土師器鍋の口縁～体部片Ͱ͋る。

432（図版 22-52 ～ 66・図版 55・56）

　52 は須恵器有台杯Ͱ͋る。口縁は直線的にཱͪ上がり、高台は௿く外下方に広がる形態Ͱ͋る。底部

には回転ヘラ切り痕が残り、高台は底部切り཭し後付けΒΕている。53 ～ 55 は須恵器無台杯Ͱ͋る。53

は̗１類Ͱ、丸底をఄする。焼成は良޷Ͱ、内外面に重ね焼き痕が観察さΕる。54・55 は̗３類Ͱ、底

部に回転ヘラ切り痕が残る。54 はやや丸みを帯びた底部を࣋ͪ、重ね焼き痕が付く。55 は黒斑がݦஶͰ、

体部外面には「石」の文字が横位に墨書さΕている。56 ～ 59 は土師器椀Ͱ͋る。56 は̘３類Ͱ、部分的

にຎ໓がਐんͰいる。57・58 はڞに̗類の体～底部片Ͱ、57 はਫ਼良な胎土の小形の底部Ͱ͋る。59 は̘

類Ͱ、雲母を微量含む。60 は土師器椀̚類Ͱ、高台は高く外下方に広がる形態Ͱ͋る。胎土は、石英・

長石を少量含んͰいる。61 は土師器皿の体～底部片Ͱ、径が大きく薄い底部かΒ体部΁緩やかにཱͪ上

がる形状をఄす。底部は切り཭し後にヘラ調整さΕ、内面は赤彩さΕる。62・63 は土師器甕 � 類Ͱ͋る。

62 は中ԝがくぼみ、外側にுり出す形状の底部を࣋ͪ、木葉痕および外पに砂痕が付く。·た内面はଠ

目のハケ目Ͱ調整さΕる。63 は外面に縦方向のハケ目と指頭痕が、底部外पに砂痕が付く。64 は土師器

甕̘類の底部片Ͱ、外面に炭化物が付着しており、·た内面底部にはロクロ痕がݦஶͰ͋る。65 は土師

器鍋Ͱ͋り、下部に外面は平行叩き、内面は同心円当て具痕が付く。66 は土師器の器種不明底部Ͱ、厚

い丸底をఄする。胎土は粗く長石なͲの砂利を含んͰおり、二次焼成もडけている。製Ԙ土器のよ͏な器

種とも考͑たが、底部だけͰ͋り、ৄࡉは不明Ͱ͋る。
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　67 は須恵器瓶の口縁～頸部片Ͱ͋る。焼成はやや不良Ͱ͋り、端部はຎ໓している。北側調査区 15F

区出土。68 は須恵器小瓶Ͱ頸部以上を欠損している。肩部を中心に自然釉が付き、調整はヨコナデ中心

Ͱ、体部下半のみ横方向のケズリとなっている。胎土は粗く、石英・長石が含·Εている。北側調査区

15G 区出土Ͱ͋り、出土状況かΒ浅い遺構の底部付ۙに͋ったものと推定する。69 は須恵器甕の頸部片Ͱ、

２条の横位の沈線付ۙに３本１単位の波状文を２૊ࢪしている。一部ຎ໓しており、·た内面には発泡し

たガラス状物質が固着している。北側調査区 18F 区出土。70 は土師器椀̚類Ͱ͋り、胎土は粗く、石英・

長石なͲを多く含んͰいる。北側調査区 23F 区出土。

土製品・石製品（図版 22-71 ～ 73・図版 56）

　71 は SX272 出土の羽口のഁ片Ͱ͋る。外面は被熱がਐみ、スラグが付着している。72 は SX272 出土

の不明石製඼Ͱ͋る。形状はやや先端のすぼ·る柱状Ͱ͋り、断面は不整ࣣ֯形をఄする。֤面はݚ磨さ

Εており、上面には縦方向の擦痕が付く。材質は凝灰岩Ͱ͋る。73 は SX278 出土の手࣋ͪ砥石Ͱ͋る。

状の磨痕が付ےஶͰ͋る。·た左側面には、斜Ί方向の浅いݦ用の痕跡はෳ数面に౉るが、ಛにਖ਼面が࢖

く。材質は流紋岩Ͱ͋る。

木製品・建ஙࡐ

4#1��（図版 22-74 ～ 76・図版 56）

　SB106Ͱは̕基中̑基かΒ柱根を検出した。昨年度の調査Ͱ֬ೝしたP1は、腐食がਐみ土৕化しており、

は明ΒかͰない。P3ࡉৄ かΒ出土した柱根はクワ属Ͱ͋るが、遺存状況がඇৗにѱく中心部が腐食によっ

てফࣦしており、径・断面・側面のৄࡉは不明Ͱ͋る。74 は P4 かΒ出土しており、径 34cm Ͱ͋る。遺

存状況は良޷Ͱ͋り、底面の加工は３面Ͱ構成さΕる。75 は P8 かΒ出土しており、径 38cm Ͱ͋る。76

は P9 かΒ出土したサクラ属の柱根Ͱ、径 42cm Ͱ͋る。底面はڞに２面Ͱ構成さΕる。·た腐食による

ものか断定はͰきないが、P3 出土の柱根と 75 は形状が楕円形をఄしている。柱根はいͣΕも丸材を࢖用

しており、側面に加工した痕跡は֬ೝͰきなかった。

4"�（図版 22-77 ～ 80・図版 56）

　SA5 Ͱはࠓ年度の調査区において 4 基の柱݀す΂てͰ柱根を検出した。77 は P3 かΒ出土したサクラ属

の丸材Ͱ、径 33cm Ͱ͋る。底面の加工は２面Ͱ構成さΕ、͏ͪ一面は底面の 3/4 ほͲとなる。側面も平

ୱな面を有しているたΊ、加工さΕているとࢥΘΕるが、腐食がਐんͰおりৄࡉは明ΒかͰない。78 ～

80 は芯外しのクリの割材Ͱ͋る。78 は P4 かΒ出土しており、幅 15.9cm、厚さ 14.6cm Ͱ͋る。断面は࿡

֯形Ͱ、側面も平ୱな面を有している͜とかΒ加工材と推測するが、腐食がਐんͰおりৄࡉは明ΒかͰな

い。底面の加工は３面以上Ͱ構成さΕる。79 は P5 かΒ出土しており、幅 15.3cm、厚さ 15.1cm Ͱ͋る。

側面は 1/3 が腐食によってফࣦしているが、平ୱな面を有している͜とかΒ加工材と推測する。底面の加

工は１面の可能性が͋る。80 は P6 かΒ出土しており、幅 13.7cm、厚さ 15cm Ͱ͋る。側面は平ୱな面

を有しており、加工しているとࢥΘΕるが、腐食がਐんͰいてৄࡉは明ΒかͰない。底面の加工は１面の

可能性が͋る。本遺構は 6 基の柱݀かΒ構成しているが、昨年度の調査Ͱ検出した P1・2 の柱根を含Ί、

丸材を࢖用しているのは 77 だけͰ͋った。

遺構֎土器（図版 22-67 ～ 70・図版 56）
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4"���（図版 23-81・82・図版 56）

　SA397 は྆柱݀において柱根を検出した。81・82 はڞに丸材Ͱ͋る。底面加工は 81 が２面Ͱ、82 が

３面以上Ͱ構成さΕる。81 は P1 かΒ出土した径 27cm のサクラ属の柱根Ͱ、遺存状況はඇৗに良޷Ͱ͋

る。82 は P2 かΒ出土しており、やや࿷ۂした形状をఄす。芯部分が腐食により円孔になっている。径は

37cm Ͱ͋る。ͲͪΒも側面に加工さΕた痕跡は֬ೝͰきなかった。

4&2��（図版 23-83・図版 56）

　83 は斎串Ͱ、スギを࢖用している。長さ 17.5cm、幅 2.65cm、厚さ 0.6cm を測る。木取りは板目Ͱ͋る。

ਖ਼面の中ԝ付ۙに໿ 3.5mm の間隔Ͱ３条の傷痕が付く。上部は໿ 50�の֯度Ͱܓ頭状に加工して͋る。

下部は欠損しておりৄࡉは明ΒかͰない。墨痕なͲは֬ೝͰきない。

3）ͦの他の時代（図版 23-84 ～ 90・図版 56）

　84 は青磁椀の体部Ͱ͋る。釉調は緑色Ͱ、時期は 15 世ل代Ͱ͋る。85 は青花Ͱ、見込には重ݍ線内に

植物をϞνーϑにした文様が描かΕている。外面は腰部に界線および蓮弁と推定する文様が描かΕている。

高台は砂目痕がみΒΕ、高台内には鉋により削ΒΕている。時期は 16 世ل後半Ͱ͋る。86 は珠洲焼の片

口鉢Ͱ͋り、内面に卸目が付く。87 は磁器皿Ͱ高台৞付部分を含Ί、શ面にࢪ釉さΕている。見込には

３か所の砂目痕が残り、高台内は兜巾が付く。なお端部は、ࡉかくଧͪ割ΒΕている。時期は、17 世ل

前半と考͑る。88 は肥前系青磁釉の皿底部Ͱ͋り、内面には浅い沈線による文様がࢪさΕる。高台内は

釉剥ぎさΕ、露体部には鉄錆がృΒΕている。時期は 17 世ل中頃～後半Ͱ͋る。89・90 は唐津焼の皿Ͱ

͋る。89 の内面は底面かΒ段を࣋ってཱͪ上がっている。灰釉が掛けΒΕ、見込には胎土目痕が２か所

残る。90 は見込に砂目痕が̐か所残り、高台内は兜巾が付く。時期は、ڞに 17 世ل前半Ͱ͋る。
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4　自然Պֶ分ੳ

̖　中曽根遺跡出土木製඼の樹種同定

１）は ͡ Ί に

　中曽根遺跡は、৽ׁݝ岩ધߥ܊઒ொに͋り、海؛砂ٰഎ後の後എ࣪地内の微高地に位置する。本遺跡は

弥生時代中期末かΒ後期初頭、ಸ良・平҆時代の遺構・遺物が発見さΕている。͜͜Ͱは、中曽根遺跡の

ಸ良・平҆時代に͋たる S�277 かΒ出土した斎串と、SB106（P3・P9）・SA5（P4・P5・P6）・SA397P1・

P345・P376・P389・P395・P396 かΒ出土した柱根の樹種同定結Ռを報告する。

２）方　　　法

　材૊৫の切片採取Ͱは、片刃のం౛を用いて材の横断面（木口）・઀線断面（板目）・放射断面（ຝ目）の

３方向を薄くͦぎ取ってスライドガラスの上にฒ΂、ガϜクロラールͰ෧ೖしӬٱプϨύラートを࡞成し

た。࡞成したプϨύラートはޫֶݦ微ڸ下Ͱ観察した。同定を行ったࢼྉの͏ͪ、֤分類܈を代表するࢼ

ྉについてはࣸਅ図版（第 14 図～第 15 図）をఴ付し、ͦの材૊৫を結Ռにࡌهした。なお、࡞成さΕたプ

Ϩύラートは（ࡒ）৽ׁݝຒଂ文化ࡒ調査ஂۀࣄにอ存さΕている。

３）結Ռと考察

　同定さΕた樹種の一ཡを第̐表にࣔした。

　樹種同定の結Ռ、13 ྉの͏ͪ、針葉樹Ͱはスギ、広葉樹Ͱはコナラ属コナラѥ属コナラઅ（以下コナࢼ

ラઅ）・クリ・クワ属・サクラ属の̑ܭ分類܈が同定さΕた。͜の͏ͪอ存状態がѱいたΊ、同定を行͏

͜とがͰきなかった広葉樹が１ࢼྉ（No.16）ೝΊΒΕた。

　次に、本遺跡Ͱ検出さΕた樹種について検౼する。No.4 の斎串はスギͰ͋った。柱根についてみると、

ෳ数種の広葉樹材が用いΒΕており、サクラ属がもっとも多く̑ࢼྉ、次にクリが̐ࢼྉ、コナラઅ・ク

ワ属・不明広葉樹が֤ 1 ྉ同定さΕた。クリ・サクラ属ともに材のอ存性は良いとさΕており、とくにࢼ

クリは଱ٺ性が高く、ࡏݱͰも土木用のڮ、ߌ梁、Ո԰の土台なͲのݐங材として用いΒΕているʦ平Ҫ

1996ʧ。͜の͜とかΒ当時、クリとサクラ属をݐங材にదした材としてબ୒的に用いた͜とが考͑ΒΕる。

同時に、ࠓ回の樹種同定Ͱ検出さΕた樹種は、向ཅ地に多く生ҭするサクラ属やクワ属、ͦΕにࡶ木ྛを

構成する代表的な樹種Ͱ͋るクリやコナラઅͰ͋った͜とかΒ、当時、遺跡पลにおいてૄ։した植生が

成ཱしていた͜とをࣔࠦしている。

　次に同定さΕた樹種のࡌهを行͏。

（1）εΪ　Cryptomeria japonica L.fil.D.Don　εΪՊ　（第 14 図　1B-1c No.4）

　放射૊৫はす΂て放射ॊࡉ๔によって構成さΕ２～ 15 ๔の分໺น孔は孔口のࡉ๔高になる。放射ॊࡉ

大きく։いたスギܕͰ、１分໺に２～３個存ࡏする。スギは高さ 30 ～ 40m のৗ緑高木となり、本भ・四

国・۝भ（԰ٱౡ）の主としてଠ平༸側に分෍し、自生状態Ͱは山地の୔Ԋいに多く生ҭする。材は比較

的ܰೈͰ切削なͲの加工は容қͰ͋り、ס૩も容қͰ割྾性が大きい。
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（2）ίφϥଐίφϥѥଐίφϥઅ　Quercus subgen.Quercus sect.Prinus　ϒφՊ　（第 14 図　2B-2c No.12）

　大ܕのಓ؅が年ྠ界Ͱ一ྻにฒび、ͦΕ以外の部分Ͱは径を͡ݮたนの薄い֯ுったಓ؅が഑ྻする؀

孔材。放射૊৫は同性の単ྻおよびू߹放射૊৫かΒ構成さΕる。ಓ؅の穿孔は単穿孔Ͱ͋り、放射૊৫

とಓ؅のน孔はࡤ状となる。ミズナラの材は広葉樹材の͏ͪͰは重ߗな方Ͱ͋り、切削なͲの加工はやや

。૩Ͱ割Εが生͡やすいסとさΕ、加工しにくくߗ೉Ͱ割Εが生͡やすい。コナラはミズナラよりも重ࠔ

（�）ΫϦ　Castanea crenata Sieb.et Zucc.　ϒφՊ　（第 14 図　3B-3c No.8）

　大ܕのಓ؅が年ྠ界Ͱ一ྻにฒび、ͦΕ以外の部分Ͱは径を͡ݮたಓ؅がՐԌ状に഑ྻする؀孔材。放

射૊৫は単ྻͰ同性Ͱ͋る。ಓ؅の穿孔は単穿孔Ͱ͋り、放射૊৫とಓ؅のน孔はࡤ状Ͱ͋る。材は଱ٺ

性がڧく、ਫ࣪に଱͑、อ存性がۃΊて高い。クリは北海ಓ（石ङ・೔高地方以南）・本भ・四国・۝भの

ٰྕかΒ山地に分෍する落葉高木Ͱ高さ 20m ほͲになる。

（�）Ϋϫଐ　Morus　ΫϫՊ　（第 15 図　4B-4c No.5）

　大ܕのಓ؅が年ྠ界においてฒぶ؀孔材Ͱ͋る。ಓ؅は孔ݍ部において単ಠ͋るいは２、３個ෳ߹し、

孔ݍ外Ͱは小մ状にෳ߹して分෍する。放射૊৫は๰錘形Ͱ 1 ～ 6 ๔かΒ構成さࡉ๔幅となり主に平෬ࡉ

Εるが、上下端には直ཱࡉ๔が見ΒΕる。ಓ؅の穿孔は単穿孔Ͱ͋り、น孔はަޓน孔となる。小ಓ؅に

はΒͤん肥厚が存ࡏする。クワ属は高さ3～10mになる落葉௿木。クワ属には自生種としてケグワ、Ϛグワ、

ϠϚグワなͲ 4 種が͋る。

（�）αΫϥଐ　Prunus　όϥՊ　（第 15 図　5B-5c No.11）

　小ܕのಓ؅がࡏࢄするࢄ孔材。年ྠ界Ͱಓ؅はฒぶ܏向が͋りやや؀孔性をࣔしている。放射૊৫はほ

ぼ同性Ͱ１～̐ࡉ๔幅、ಓ؅にはަޓน孔とΒͤん肥厚を൐い、ಓ؅は単穿孔Ͱ͋る。೔本にはϞϞや΢

ϝなͲ 22 種が͋り、ͦの͏ͪ 15 種が自生する。主なものに΢ワミズザクラ、ϠϚザクラなͲが͋る。落

葉小高木～落葉高木Ͱ比較的向ཅ地を޷む樹種Ͱ͋る。材は଱ٺ、อ存性が高く、ޫ୔美が͋る。

（�）不明޿༿थ　Pored wood　（第 15 図　6B-6c No.16）

　大ܕのಓ؅が年ྠ界においてฒぶ؀孔材Ͱ͋る。孔ݍ外Ͱは小ಓ؅が数個放射方向に࿈なりࡏࢄする。

放射૊৫は同性Ͱ１～３ྻとなる。ಓ؅は単穿孔、น孔にはަޓน孔が発ୡする。

No. ྉ　ࢿ 樹　種 遺構名 層　位 検出グリッド

4 斎　串 ス　ギ S�277 6 層 15F グリッド

5 柱　根 クワ属 SB106 P3 17F グリッド

6 柱　根 サクラ属 SB106 P9 17F グリッド

7 柱　根 サクラ属 SA5 P3 14F グリッド

8 柱　根 ク　リ SA5 P4 14F グリッド

9 柱　根 ク　リ SA5 P5 14F グリッド

10 柱　根 ク　リ SA5 P6 14F グリッド

11 柱　根 サクラ属 SA397 P1 15F グリッド

12 柱　根 コナラઅ P345 13F グリッド

13 柱　根 ク　リ P376 15G グリッド

14 柱　根 サクラ属 P389 14F グリッド

15 柱　根 サクラ属 P395 18F グリッド

16 柱　根 不明広葉樹 P396 12F グリッド

ୈ �表　中曽根遺跡　ग़土木製品ͷथछಉఆ݁Ռ
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ୈ 1�ਤ　中曽根遺跡　ग़土木製品ͷࡐ૊৫ͷޫֶݦඍࣸڸਅ（1）

1B-1c� スギ（No.4）　2B-2c� コナラઅ（No.12）　3B-3c� クリ（No.8）スギ（No.4）　2B-2c� コナラઅ（No.12）　3B-3c� クリ（No.8）（No.4）　2B-2c� コナラઅ（No.12）　3B-3c� クリ（No.8）　2B-2c� コナラઅ（No.12）　3B-3c� クリ（No.8）2B-2c� コナラઅ（No.12）　3B-3c� クリ（No.8）コナラઅ（No.12）　3B-3c� クリ（No.8）（No.12）　3B-3c� クリ（No.8）　3B-3c� クリ（No.8）3B-3c� クリ（No.8）クリ（No.8）（No.8）

B� 横断面　C� ઀線断面　c� 放射断面横断面　C� ઀線断面　c� 放射断面C� ઀線断面　c� 放射断面઀線断面　c� 放射断面c� 放射断面放射断面

ScBMF CBr� スギ B�1.0mm
　C�0.4mm
　c�0.1mm　コナラઅ・クリ B�1.0mm
 C�0.4mm
 c�0.2mmスギ B�1.0mm
　C�0.4mm
　c�0.1mm　コナラઅ・クリ B�1.0mm
 C�0.4mm
 c�0.2mmB�1.0mm
　C�0.4mm
　c�0.1mm　コナラઅ・クリ B�1.0mm
 C�0.4mm
 c�0.2mm　C�0.4mm
　c�0.1mm　コナラઅ・クリ B�1.0mm
 C�0.4mm
 c�0.2mmC�0.4mm
　c�0.1mm　コナラઅ・クリ B�1.0mm
 C�0.4mm
 c�0.2mm　c�0.1mm　コナラઅ・クリ B�1.0mm
 C�0.4mm
 c�0.2mmc�0.1mm　コナラઅ・クリ B�1.0mm
 C�0.4mm
 c�0.2mm　コナラઅ・クリ B�1.0mm
 C�0.4mm
 c�0.2mmB�1.0mm
 C�0.4mm
 c�0.2mm
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ୈ 1�ਤ　中曽根遺跡　ग़土木製品ͷࡐ૊৫ͷޫֶݦඍࣸڸਅ（2）

4B-4c� クワ属（No.5）　5B-5c� サクラ属（No.11）6B-6c� 不明広葉樹（No.16）

B� 横断面　C� ઀線断面　c� 放射断面

ScBMF CBr�B�1.0mm
　C�0.4mm
　c�0.2mm
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̗　中曽根遺跡における放射性炭素年代測定

１）は ͡ Ί に

　中曽根遺跡は海؛砂ٰഎ後の後എ࣪地内の微高地に位置し、弥生時代とಸ良・平҆時代の遺構・遺物が

発見さΕた。

　͜͜Ͱはಸ良・平҆時代の遺構より検出さΕたࢼྉについて、加଎器質量分ੳ法（A.S 法）による放射

性炭素年代測定を行った。ࢼྉの調製は山形、瀬୩、LomUBUJE[F、+orKoMJBOJ が、測定は小ྛ、୮生、ҏ

౻が行い、本文はҏ౻、孔が࡞成した。樹種同定は行っていないが、測定した材については໺ଜが形状観

察を行った。

ྉと方法ࢼ（２

　測定ࢼྉは、す΂て生材Ͱ、۷ཱ柱ݐ物（SB106 の P4、P8）の柱根（PLD-6793・6794）と柱ྻ（SA397 の

P2）の柱根（PLD-6795）Ͱ͋る。ࢼྉの形状を観察したと͜Ζ、ࢼྉは３఺とも広葉樹の؀孔材もしくは

孔材Ͱ͋る。SB106ࢄ の２఺は࠷外年ྠ以外の部位不明Ͱ、SA397 の P2 は࠷外年ྠ以外の部位Ͱ͋るが、

材の૊৫ֶ的な観察かΒ樹ൽۙい部分と൑断さΕた。·た、形状観察時に木材૊৫を観察したと͜Ζ、ࢼ

ྉは３఺とも広葉樹の؀孔材もしくはࢄ孔材Ͱ͋った。ࢼྉの৘報、調製データは第̑表のとおりͰ͋る。

ύϨオ・ラϘ、コンύクト）ܭྉは調製後、加଎器質量分ੳࢼ　 A.S：N�C 製 1.5SD)）を用いて測定した。

ಘΒΕた 14C 濃度について同位体分別ޮՌのิਖ਼を行った後、14C 年代、ྐྵ年代をࢉ出した。

３）結　　　Ռ

　第̒表に、同位体分別ޮՌのิਖ਼に用いる炭素同位体比（Ў 13C）と、同位体分別ޮՌのิਖ਼を行って

ྐྵ年較ਖ਼に用いた 14C 年代、׳用にैって年代஋とࠩޡを丸Ίて表ࣔした 14C 年代、114C 年代をྐྵ年代に

較ਖ਼した年代ൣғを、第 16 図にྐྵ年較ਖ਼結ՌをͦΕͧΕࣔす。ྐྵ年較ਖ਼に用いた年代஋は年代஋とࠩޡ

を丸Ίていない஋Ͱ͋り、ࠓ後ྐྵ年較ਖ਼ۂ線がߋ৽さΕたࡍに͜の年代஋を用いてྐྵ年較ਖ਼を行͏たΊに

。したࡌه

　14C 年代は AD1950 年を基఺にしてԿ年前かをࣔした年代Ͱ͋る。14C 年代（yrBP）のࢉ出には、14C の

半ݮ期として LJCCy の半ݮ期 5568 年を࢖用した。·た、付هした 14C 年代ࠩޡ（±１σ）は、測定の統ܭ

測定൪߸ 遺跡データ ྉデータࢼ 前　ॲ　ཧ

PLD-6793 
（遺物൪߸ 74）

中曽根遺跡 
位置：17F グリッド 
遺構：SB106 P4 
ྉࢿ No.：1（柱根）

؀孔材：2）ྉの種類：生材ࢼ 年ྠ分） 
 外以外部位不明࠷：ྉの性状ࢼ
状態：XFU 
カϏ：無

௒Ի波ࣽ෸ચড় 
 ચড়ࢎ・アルカリ・ࢎ

（Ԙࢎ 1.2N
 ਫࢎ化ナトリ΢Ϝ 1N
 Ԙࢎ 1.2N）

PLD-6794 
（遺物൪߸ 75）

中曽根遺跡 
位置：17F グリッド 
遺構：SB106 P8 
ྉࢿ No.：2（柱根）

孔材：1ࢄ）ྉの種類：生材ࢼ 年ྠ分未ຬ） 
 外以外部位不明࠷：ྉの性状ࢼ
状態：XFU 
カϏ：無

௒Ի波ࣽ෸ચড় 
 ચড়ࢎ・アルカリ・ࢎ

（Ԙࢎ 1.2N
 ਫࢎ化ナトリ΢Ϝ 1N
 Ԙࢎ 1.2N）

PLD-6795 
（遺物൪߸ 82）

中曽根遺跡 
位置：15F グリッド 
遺構：SA397 P2 
ྉࢿ No.：3（柱根）

孔材：1ࢄ）ྉの種類：生材ࢼ 年ྠ分：
小径木、推定半径 2cm） 
 外年ྠۙい部分࠷外以外࠷：ྉの性状ࢼ
状態：XFU 
カϏ：無

௒Ի波ࣽ෸ચড় 
 ચড়ࢎ・アルカリ・ࢎ

（Ԙࢎ 1.2N
 ਫࢎ化ナトリ΢Ϝ 1N
 Ԙࢎ 1.2N）
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ྉのࢼ、出さΕࢉ標४ภࠩ౳に基ͮいて、ࠩޡ 14C 年代がͦの 14C 年代ࠩޡ内にೖる֬率が 68.2ˋͰ͋る

͜とをࣔすものͰ͋る。

　なお、ྐྵ年較ਖ਼のৄࡉは以下の通りͰ͋る。

ྐྵ೥ֱਖ਼

　ྐྵ年較ਖ਼とは、大ؾ中の 14C 濃度が一定Ͱ半ݮ期が 5568 年としてࢉ出さΕた 14C 年代にରし、աڈの

宇஦線ڧ度や地ٿ磁৔のมಈによる大ؾ中の 14C濃度のมಈ、および半ݮ期のҧい（14Cの半ݮ期5730±40年）

を較ਖ਼する͜とͰ、より実ࡍの年代஋にۙいものをࢉ出する͜とͰ͋る。

　14C 年代のྐྵ年較ਖ਼には 0xCBM3.10（較ਖ਼ۂ線データ：*N5CAL04）を࢖用した。なお、１σྐྵ年代ൣғは、

0xCBM の֬率法を࢖用してࢉ出さΕた 14C 年代ࠩޡに૬当する 68.2ˋ信པݶ界のྐྵ年代ൣғͰ͋り、同様

に２σྐྵ年代ൣғは 95.4ˋ信པݶ界のྐྵ年代ൣғͰ͋る。カッコ内のඦ分率の஋は、ͦのൣғ内にྐྵ年代

がೖる֬率をҙຯする。グラϑ中の縦軸上のۂ線は 14C 年代の֬率分෍をࣔし、二重ۂ線はྐྵ年較ਖ਼ۂ線

をࣔす。ͦ ΕͧΕのྐྵ年代ൣғの͏ͪ、ͦ の֬率が࠷も高い年代ൣғについては、表中に下線Ͱࣔして͋る。

̐）考　　　察

ྉについて、同位体分別ޮՌのิਖ਼およびྐྵ年較ਖ਼を行った。ಘΒΕたྐྵ年代ൣғの͏ͪ、ͦの֬率ࢼ　

の࠷も高い年代ൣғに着目すると、ͦΕͧΕより֬かな年代஋のൣғがࣔさΕた。

　SB106 の P4 の柱根（PLD-6793）のྐྵ年較ਖ਼年代は、１σ（68.2ˋの֬率）Ͱ֬率の高いൣғをみると

770-870cBMAD（58.4ˋ）、２σ（95.4ˋの֬率）Ͱ 760-890cBMAD（75.7ˋ）の年代ൣғがಘΒΕた。

　SB106 の P8 の柱根（PLD-6794）のྐྵ年較ਖ਼年代は、同様に１σの֬率Ͱ 690-750cBMAD（57.5ˋ）、２σ

の֬率Ͱ 670-820cBMAD（94.3ˋ）の年代ൣғがಘΒΕた。２σの年代ൣғͰみると、P4 は̔世ل後半～̕

世ل後半、P8 は７世ل後半～̕世ل前半にെ採さΕた可能性が高い炭化材Ͱ͋る。

　SA397 の P2 の 柱 根（PLD-6795） の ྐྵ 年 較 ਖ਼ 年 代 は、 １ σ の ֬ 率 Ͱ 760-820cBMAD（33.8 ˋ）、

710-750cBMAD（25.9�）、２σの֬率Ͱ 760-880cBMAD（60.1ˋ）の年代ൣғがಘΒΕた。P7 は、２σの高い

֬率の年代ൣғͰみると、̔世ل後半～̕世ل後半にെ採さΕた可能性が高い炭化材Ͱ͋る。

測定൪߸
Ў 13C 
（̄）

ྐྵ年較ਖ਼用年代
（yrBP ±１σ）

14C 年代 
（yrBP ±１σ）

14C 年代をྐྵ年代に較ਖ਼した年代ൣғ

１σྐྵ年代ൣғ ２σྐྵ年代ൣғ

PLD-6793 － 28.08 ± 0.23 1224 ± 22 1225 ± 20
720AD（ 9.8�）740AD 
770AD（58.4�）870AD

690AD（19.7�）750AD 
760AD（75.7�）890AD

PLD-6794 － 26.64 ± 0.23 1255 ± 21 1255 ± 20
690AD（57.5�）750AD 
760AD（10.7�）775AD

670AD（94.3�）820AD 
840AD（ 1.1�）860AD

PLD-6795 － 27.28 ± 0.23 1233 ± 22 1235 ± 20
710AD（25.9�）750AD 
760AD（33.8�）820AD 
840AD（ 8.4�）860AD

690AD（35.3�）750AD 
760AD（60.1�）880AD

ୈ �表　中曽根遺跡　์ࣹ性୸ૉ೥代ଌఆ͓Αͼྐྵ೥ֱਖ਼ͷ݁Ռ
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　中曽根遺跡は、平成 17・18 年度の２年にΘたって本発۷調査を行い、17 年度にؔしては報告書をץ行

しているʦ青木ほか 2006ʧ。·た 18 年度の本発۷調査の成Ռも、ほぼ 17 年度の成Ռをཪ付ける結Ռとなっ

ている。ͦ͜Ͱ͜͜Ͱは、本年度調査した֤遺構について、出土した須恵器杯と土師器椀を中心に時期を

みていき、߹Θͤて 17 年度検出遺構とのؔ܎を考͑ていく。なおฤ年は、h 越後Ѩլ北地Ҭの古代土器様

૬ ʦɦय़೔ほか 2004ʧをࢀ考にする͜ととした。

　17 年度に出土した遺物の時期はⅡ３期～ᶝ 2 期Ͱ͋り、ͦ の中Ͱ̔世ل後半～̕世ل初頭（Ⅳ 2（古）期）

に空白期間がみΒΕる。遺物の分෍はⅡ３期～Ⅳ１期（中曽根ᶗ期）Ͱは北側調査区の SR1・2 に中心が、

Ⅳ２（৽）期～ᶜ１期（中曽根Ⅱ期）Ͱは南側調査区の 7・8D・� 区に中心が、ᶜ１期～ᶝ 2 期（中曽根Ⅲ期）

Ͱは 13 ～ 24 区に中心がみΒΕる。

　遺物֤આͰ分類した֤類の前後ؔ܎にؔしては、17 年度報告書第ᶝষ２̗にै͏͜ととする。ࠓ回の

調査Ͱは須恵器杯は出土した数が少なく、有台杯１఺と無台杯̗１類 1 ఺、̗３類 3 ఺、̘類１఺なͲと

なっている。͜ΕΒの須恵器の時期は、有台杯がⅣ 1 期、無台杯̗１類下ݶがⅣ 1 期、̗ ３類がⅤ～ᶜ 1 期、

̘類はᶜ２～３期と推定する。土師器椀は、̗１類・̗２類・̗̐類・̘１類・̘３類・̚類を֬ೝした。

ͦの͏̗ͪ１類はᶜ期を通͡てみΒΕ、有台椀Ͱ͋る̚類はᶝ２（৽）期に属すると考͑る͜とがͰきる。

·た̘３類の͏ͪͰ器高が௿いものは、ᶝ２（৽）期に下る可能性が指ఠさΕているʦ松ా 2006ʧ。以上

の͜とを౿·͑て、ࠓ年度検出した遺構をみていく͜ととする。

　遺物が比較的·と·っている遺構としては、S�277、SD334、SX272・278 および SR1・2 が͋る。

S�277 は土師器椀̘３類が中心となっており、11 のよ͏な器高が௿いものが含·Εる͜とかΒᶝ２（৽）

期前後と推定Ͱきる。SD334 は、土師器椀３఺の͏ͪ２఺が̗１類Ͱ͋り、ͦの఺かΒᶜ期と推測する。

SX272・278 は同一個体と推定した須恵器甕が出土しており、ほぼ同時期と考͑ている。ڞにഁ片ࢿྉが

多いが、SX278 出土の土師器椀̗２類（35）の存ࡏなͲかΒᶜ期後半～ᶝ 1 期前後と推定しておく。SR1

は須恵器無台杯̗３類・̘類および黒色土器が出土しており、須恵器有台杯がみΒΕない఺をআき、17

年度の様૬と߹கしており、ᶜ期が中心Ͱ͋るとする͜とがͰきる。SR2 は須恵器有台杯、無台杯̗ 1・

３類、土師器椀̗・̘３・̚類がみΒΕ、17 年度の様૬と߹கしている。·た S�323 は、器高が௿い土

師器椀が出土している͜とかΒ、ᶜ期後半～ᶝ 1 期と考͑る͜とがͰきる。͜ΕΒの遺構の時期を整ཧす

ると、S�277・323、SD334、SX272・278、SR1 が中曽根Ⅲ期に͋たり、SR2 は中曽根ᶗ・Ⅲ期の྆時期

の遺物がみΒΕる。なお 17 年度中曽根Ⅱ期とした時期の遺物は、ࠓ回出土しなかった。

　͜ΕΒの遺構の഑置を 17 年度本発۷調査に߹Θͤてみていくと、中曽根ᶗ期は 17 年度 SR1 と２に中

心が͋り、ࠓ回の調査においても、SR1 Ͱは֬ೝͰきなかったが、SR2 かΒ当֘期の遺物が出土しており、

昨年度の܏向を大きくมߋするものͰはない。S�277 なͲが含·Εる中曽根Ⅲ期は、17 年度 13 ～ 24 区

を中心にして東側΁広がる様૬がみΒΕ、ࠓ回検出した遺構もͦのൣғに含·Εる͜とかΒ同様の܏向と

。よ͏͑ݴ

　͜ΕΒの調査の成ՌかΒ、中曽根遺跡は 17 年度報告書Ͱड़΂たよ͏に、古代におけるごく一ൠ的な೶

ຽ層のू落とする͜とがͰきる。

5　·　と　Ί
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第Ⅴষ　大　館　跡

1　֓　　　ཁ

A　遺跡の֓ཁ

　大館跡は৽ׁݝ北部のଜ上ࢢに所ࡏし、天ਆԬू落の東側に位置する。調査地఺のपลにはਫా地帯が

広がり、໳前઒のࢧ流Ͱ͋る小୩઒が北側をնる。大館跡は１ล໿ 100m のֲをもつ館跡Ͱ͋り、北側の

ಠٰཱྕも館の縄ுりに取り込·Εている。館のपғを८る土ྥは東側と南側の一部ͰࡏݱͰも目ࢹͰき、

北側Ͱはͦのಠٰཱྕを利用した土ྥが֬ೝͰきる。土ྥの外側には堀をնΒͤていたと考͑ΒΕ、館の

北側を流Εる小୩઒も堀の໾目をՌたしていた可能性が͋る。大館は古くかΒ中世の館跡と考͑ΒΕてき

たが、文ࢿݙྉはほとんͲ残っておΒͣ、本格的な調査はࠓ回が初ΊてͰ͋る。पลの地名Ͱは、館ノ内・

ঙ࡞・അ৔なͲが残っており、館の名残をӐΘͤる。「大館の東にྡ઀する小ٰྕには、かなりの規模の

Հཟとాࣉを有する、文岩ࣉとい͏ࣉӃの存ࡏした痕跡」が͋るといΘΕʦଜ上ࢢ 1999ʧ、৓ֲのよ͏に

෢備΁の഑ྀも見ΒΕる。·た、「中世のࡾ面઒は、天ਆԬのす͙Θきを流Ε、͜の付ۙͰ֤方面かΒの

Տ઒がࡾ面઒に߹流して」おり、「天ਆԬの北ྡりには四೔ࢢがཱ地し、Տ઒ަ通を利用した物ࢿのूࢄ

地をঠѲするのに、大館はઈ޷の位置」Ͱ͋ったといΘΕているʦଜ上ࢢ前৔ʧ。पลには中世৓ֲとして、

南西にଜ上৓の前਎Ͱ͋る本ঙ৓、西に上ਿݠ信による本ঙ߈Ίのਞ৓Ͱ͋る下౉ౢ৓、北に本ঙࢯのډ

৓Ͱ͋るԐ୔৓、北東に҂઒ࢯのډ৓Ͱ͋る大葉୔৓、東に本ঙ߈ΊのたΊ上ਿݠ信の໋Ͱ造ΒΕた࡫平

৓なͲが͋り、大館跡の館主を୳る上Ͱもڵຯ深い。

、ઃが明Βかになった。出土した遺物の͏ͪࢪޚ回は大館跡の北東部を調査し、土ྥや堀なͲ館の๷ࠓ　

館にؔ࿈する遺物は 13 ～ 16 世لのものͰ͋る。·た下層かΒは、土޵、ピットなͲを検出し、縄文時代

前期末～中期後半、弥生時代中期後半～後期前半の土器・石器が出土した。調査平面積は 1
270 ㎡、調査

ঙ　࡞�

大館跡�

館ϊ಺�

લ　ా�

അ　৔�

๥ϲࢁ�

ଜ上؅ࢢ内図（2001年मਖ਼）に加ච 
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Ԇ面積は 1
535 ㎡（上層 1
270 ㎡ʴ下層 265 ㎡）Ͱ͋る。

B　グリッドのઃ定

　グリッドは遺跡の南西部分に೚ҙに基఺を࡞り、グリッドの南北のラインが本線にԊ͏よ͏にઃ定した。

·た、ࠓ後の調査をࢹ໺にೖΕ、18 年度۷֬ࢼೝ調査ൣғをグリッド内にแ含するよ͏にしている。基

఺（1A は、X（ߌ ʹ 247731.894、Y ʹ 88186.490 の࠲標とした。南北軸はਅ北より 16� 5˄ 0˅東ภして

いる。グリッドは 10m 四方Ͱ͋り、名শは東西方向をࢉ用数字、南北方向をアルϑΝϕットの大文字と

して、྆ऀの૊み߹ΘͤͰ「1A 区」なͲとして表した。

C　調査の方法

　大館跡は調査前かΒ土ྥ１や土ྥ２の高·りが観察ͰきたたΊ、͜Εを基४とする１m 幅のトϨンν

をઃ定し、遺構の断面֬ೝかΒ行った（図版 25 র）。東西に৳びる土ྥ１にରし、ਨ直に૸るトϨンνࢀ

を南北トϨンν、平行するトϨンνを東西トϨンνとした。·たศٓ上、調査区は中ԝを東西に૸る空堀

（1：1
600） 50m0
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１とͦΕに઀する土ྥ２の間をڥにして北側を１区、南側を２区とした。トϨンνは遺構の規模を೺ѲͰ

きるよ͏に೚ҙにઃ定し、࠷終的に南北トϨンνを７本、東西トϨンνを̕本ઃ定している。下層の調査

は、下هのⅡ層の۷削かΒ࢝Ίた。͜のⅡ層は縄文・弥生時代の遺物แ含層となっており、平面的に調査

を行った。遺構の֬ೝはⅢ層上面Ͱ行い、プランを半ࡋする͜とによって遺構か、᎟乱かを൑断した。

D　基 本 層 ং

　調査区は土ྥ１なͲがஙかΕているٰྕと、堀１なͲが۷

り込·Εている௿地が͋る。௿地は堀１および᎟乱により観

察が೉しい状態Ͱ͋り、ٰྕ上の層ংのみをهす͜ととし

た。地表下໿２m のൣғͰ、ᶗ～Ⅴ層の̑ຕの土層を֬ೝ

した。ᶗ層はݱ地表面を形成する表土Ͱ、基本層ং֬ೝ地

఺Ͱはͦの下に土ྥを形成する੝土層が͋る。Ⅱ層は縄文・

弥生時代の遺物をแ含しており、Ⅱ B 層、Ⅱ C 層、Ⅱ c 層

の３層にࡉ分した。Ⅲ～Ⅴ層は基盤層Ͱ͋るが、地఺によっ

ては᛽層や、灰白色土層の基盤層も֬ೝした。なお௿地部は、

。するࡏ土の下に灰黄褐色土が存࡞ߞ

　以下、基本層ংをهしていく。

ᶗ層　　褐色土（10YR4/4）。し·りऑく、೪性ややऑい。砂利・小石を微量、黄褐色土ブロック（３～̑

mm）を微量、炭化物（１～３mm）を微量含む。表土。

Ⅱ B 層　黒褐色土（10YR2/3）。し·りややऑく、೪性ややऑい。炭化物（１～３mm）を微量含む。中世期

の表土。

Ⅱ C 層　黒褐色土（10YR2/2）。し·りややऑく、೪性ややऑい。炭化物（１～３mm）を微量含む。

Ⅱ c 層　暗褐色土（10YR3/4）。し·りややڧく、೪性ややऑい。炭化物（１～３mm）を微量、褐色土を微

量含む。

Ⅲ層　　褐色土（10YR4/4）。し·りややڧく、೪性ややڧい。暗褐色土を少量含む。基盤層。

Ⅳ層　　褐色土（7.5YR4/6）。し·りややڧく、೪性ややڧい。基盤層。

Ⅴ層　　明褐色土（7.5YR5/6）。し·りややڧく、೪性ややڧい。基盤層。

2　遺　　　構

A　遺構の֓ཁ

回は、大館跡の北東部の調査を行った。検出した遺構は、中世は土ྥ２基、堀３条、縄文・弥生時代ࠓ　

は土３޵基、ピット 35 基、性格不明遺構１基、ͦのほかの時代は土１޵基、性格不明遺構２基Ͱ͋る。

　中世の遺構Ͱ͋るが、調査前よりٰྕ部Ͱ東西方向にԆびる土ྥの高·りが֬ೝͰきた（以下、「土ྥ１」）。

͜͜にਨ直にトϨンνをઃ定し、土ྥの断面֬ೝをࢼみた。ͦの結Ռ、ٰྕ上のもともとの地形に２～３

m の੝土をする͜とによって土ྥをஙいている͜とが൑明した。ͦの北側にはߔ状の۷り込みが見ΒΕ、

底面にਫൈきのߔを֬ೝͰきた͜とかΒ空堀とした（以下、「空堀１」）。空堀１は土ྥ１と平行しており、

堀底面かΒ土ྥ１の௖上部·Ͱは໿̔m の高௿ࠩが͋る。ߋに北側に空堀１と平行するよ͏に、空堀１

੝　土 

*

**B

***

**C
**c

**c

*V

V

B B� 24.3ｍ 

（1：40） 1m0
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と小୩઒にڬ·Εて ň コ ŉ の字状に土ྥが構ஙさΕている͜とが൑明した（以下、「土ྥ２」）。͜の土ྥに

は１m 前後の੝土が見ΒΕる。·た、土ྥ２にڬ·Εる部分に۷り込みが֬ೝͰき、形状なͲかΒ空堀

とした（以下、「空堀２」）。土ྥ１かΒ空堀１にଓく斜面にはⅡ層が帯状に֬ೝͰきる。土ྥ２の੝土下に

基盤層がݱΕている͜とかΒ、土ྥ１の北側は、もともとの自然ٰྕを։削している͜とがΘかった。調

査区の東側に目をҠすと、空堀１が土ྥ１の東側に回り͜んͰいる。͜͜Ͱも土ྥ１と空堀１の間に切؛

が見ΒΕる。東側の土ྥ１௖上部と空堀１底部の高௿ࠩは໿ 13m Ͱ͋った。土ྥ２の東側Ͱは部分的に

階段状の۷り込みが見ΒΕ、ͪ͜Βは標高なͲかΒ空堀とはݴい切ΕないのͰ堀とした（以下、「堀１」）。

͜の堀は調査区東側を南北方向に৳び、16C・D 区のڥ界ลりͰ空堀１が߹流する。

　次に縄文・弥生時代の遺構Ͱ͋るが、土ྥ１と空堀１の間かΒ切؛によってطに半ࡋさΕた状態Ͱϑラ

スコ状土޵を検出した（SK1001）。土ྥ１と空堀１の間にⅡ層が帯状に֬ೝͰきる͜とはطड़のとおりだが、

ͦの下面かΒ 1.2m ほͲ下が底面となっている。·た、調査区南側斜面の切りגの根元Ͱ、底部かΒ胴部

にかけての縄文土器がਖ਼位の状態Ͱ出土した。時期は前期末の大木 6 式に比定Ͱきる。切りגを取りআき

पғの֬ೝを行ったと͜Ζ、不整形なプランが֬ೝͰきたが、遺構の性格は不明Ͱ͋る（SX1002）。Ⅱ層

は遺物แ含層Ͱ͋り、石器を中心とした遺物が出土した。数少ない土器かΒͦの年代を推測すると、縄

文時代前期末かΒ中期後半および、弥生時代中期後半かΒ後期前半Ͱ͋る。Ⅲ層上面かΒは 2 基の土޵と

35 基のピットを検出したが、およͦ前ड़の２つの時期に֘当するものと考͑る。

　ͦのほかの時代の遺構としては、空堀２の覆土を۷り込んͰ࡞ΒΕた土޵を֬ೝした（以下、「土１޵」）。

覆土中かΒ्骨が出土したが、頭部・腰部・٭部のみͰ͋った。頭部を南に向け、෭૴඼の出土はない。

土１޵の主軸は空堀２をҙࣝしていないたΊ、完શに空堀２がຒ·った後に۷ΒΕたものと考͑ΒΕる。

·た、ٰྕの東側に性格不明遺構を２基検出した。１つは੝土層かΒの۷り込みが֬ೝͰきるたΊ中世の

遺構と考͑たが、形状がಛҟなたΊ性格不明遺構とした（SX2）。も͏一つは斜面地をςラス状に۷り込ん

Ͱおり、土ྥとの৽܎ؔچは不明Ͱ͋る。ͪ͜Βも不整形なたΊ、性格不明遺構とした（SX3）。

　検出した遺構の͏ͪ、重ཁとࢥΘΕるものは֤આͰৄड़する。

B　هड़の方法

　本遺跡かΒ検出した遺構種別のུ߸は、土޵を ňSKŉ、性格不明遺構を「SX」、ピットを「P」とした。

　縄文・弥生時代の遺構は上層の遺構と区別し、1001 かΒ通し൪߸を付している。ݺশはུ߸と通し൪

߸を૊み߹Θͤて、「SK1001」なͲとした。

　遺構のࡌهは、中世と縄文・弥生時代、ͦのほかの時代に分けてͦΕͧΕهड़した。中世は、土ྥ、空

堀・堀、縄文・弥生時代は土޵（SK）、ピット（P）、性格不明遺構（SX）、ͦのほかの時代は土޵、性格不

明遺構（SX）のॱͰهड़した。遺構のܭ測஋は࠷大残存஋·たは෮元஋とし、以下のよ͏にした。

土ྥ

　શ長は֬ೝͰきる࠷長のڑ཭とし、్中Ͱ֯度がมΘるものはม׵఺ごとにܭ測してͦΕΒを߹ܭした

数஋を表した。軸方向はਅ北かΒの東西方向΁の֯度とし、֯度がมΘるごとに表した。高さは੝土形成

面かΒ土ྥの࠷上部·Ͱをܭ測し、܏斜は੝土の։࢝位置と肩の部分を直線Ͱ結んだ線の֯度をܭ測した。

·た、土ྥの幅は੝土の基底部をܭ測している。

ۭງ・ງ

　શ長は֬ೝͰきる࠷長のڑ཭とし、్中Ͱ֯度がมΘるものはม׵఺ごとにܭ測してͦΕΒを߹ܭした
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数஋を表した。軸方向はਅ北かΒの東西方向΁の֯度とし、֯度がมΘるごとに表した。深さは堀の上৔

かΒ一൪深い部分をܭ測し、܏斜は上৔と下৔を直線Ͱ結んだ線の֯度をܭ測した。

ピット・土坑・性格不明遺構

　規模のهड़は円形、楕円形については径（長径・短径）を用い、方形ͦのほか不定形のものについては長軸・

短軸として࠷大஋を表している。深さについては、遺構֬ೝ面かΒの࠷深部をܭ測している。·た長軸を

主軸とԾ定して、ਅ北かΒの東西方向の֯度Ͱ表した。

　本文中Ͱ࢖用している用ޠとして「切؛」「法面」が͋るが、切؛は普੥Ͱ切り落とした斜面の͜ととし、

法面はਓ工の斜面の͜ととしたʦۚ子 2005ʧ。

C　遺 構 ֤ આ

1）中世の遺構

土ྥ̍（図版 25・27・59・60）

　土ྥ１は自然ٰྕを利用した、か·ぼ͜状の断面Ͱ東西に৳びる土ྥͰ͋る。土ྥ１の構ஙさΕている

２区は、Ⅱ層が存ࡏするたΊͦΕより上を੝土として֬ೝを行った。調査区内Ͱのશ長が 18.5m Ͱ、標高

は土ྥ上部Ͱ 27.4m ͋り、土ྥ底部かΒの高さが 2.7m ͋る。·た、空堀１の底部の標高が空堀１西端付

ۙͰ 19.5m Ͱ͋り土ྥ上部との高௿ࠩは 7.9m、北側܏斜が 38.5�を測る。東側Ͱは、土ྥ上部の標高が

27.4m Ͱ堀１底部が໿ 14.6m Ͱ͋り、高௿ࠩは 12.8m を測る。土ྥ１の主軸方向は N-66� -� Ͱ͋る。土

̞ 
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ྥ１の北側と東側に切؛が見ΒΕる͜とかΒ、当時の自然ٰྕに手を加͑ている͜とがΘかる。·た、Ⅱ

層上面にはશ面に炭化物が֬ೝͰき、͜Εは土ྥ構ங前に໺焼きを行ったたΊと推測する。੝土のし·り

がऑい͜とかΒ、土を੝るࡍに版ஙなͲが行ΘΕていないと考͑る。土の੝り方のಛ௃として、北側・南

側に土ཹΊ用の土を࠷初に੝り、ͦの間に土をೖΕている様子が 2 区南北トϨンν 2 の断面かΒӐ͑る。

土ྥ１の北側斜面は断ͪ切ΒΕたよ͏になっており、੝土完ྃ後に削って整形した面と൑断した。͜のࡍ

に自然ٰྕも切؛したものと考͑る。遺物はᶗ層より数఺出土しており、古いものͰは௖上付ۙͰ出土し

た珠洲焼（14）が 14 世ل頃、৽しいものͰは同͡く௖上付ۙ出土の瀬戸美濃焼（２）が 15 世ل後半Ͱ͋る。

他にも 16A 区かΒ唐津焼（時期不明）、熈寧元寳（17）なͲが出土した。

土ྥ̎（図版 25・28・60・61）

　土ྥ２は土ྥ１の北側に、平面形が「コ」の字状Ͱ断面形がか·ぼ͜状に構ஙさΕている。調査区内の

શ長は 37m を測る。土ྥ１のよ͏にⅡ層なͲは֬ೝͰきͣ、基盤層の上に੝土がさΕている。断面を観

察すると、基盤層の上に暗褐色土や黒褐色土が見ΒΕると͜Ζが͋るが、᛽なͲが大量にࠞ͟っており、

2 区Ͱ観察Ͱきるよ͏なⅡ層とはҟなるたΊ੝土と൑断した。土ྥ２の南側Ͱは、土ྥ２の標高࠷上部が

21.9m、空堀１の底部が 19.7m Ͱ高௿ࠩが 2.2m ͋る。土ྥ２の東側Ͱは、土ྥ２の標高࠷上部が 21.2m、

堀１の底部が 15.2m Ͱ͋り、ͦの高௿ࠩが 5.9m、܏斜が 39�を測る。北側は土ྥ２のཱͪ上がりは֬ೝ

Ͱきるものの、小୩઒のվमによって一部が่落しており、土ྥのશ体形状·Ͱは֬ೝͰきない。主軸方

向は東西に৳びる土ྥが N-69� -�、南北に৳びる土ྥが N-24� -� Ͱ͋る。構ங方法は土ྥ１ほͲݦஶ

にはݱΕていないものの、土ྥ２の東側の部分Ͱは整地用の土（図版 28 １区東西トϨンν土ྥ２、̑・̒層）

を東側に੝土してかΒ、構ஙした様子が分かる。土ྥ２はす΂てが੝土によるものͰはなく、南東۱の部

分Ͱは削り出しによるものも֬ೝͰきた。੝土部分は、土のし·りがͦΕほͲڧくない͜とかΒ、版ஙの

形跡は֬ೝͰきなかった。遺物は出土していない。

ۭງ̍（図版 25・28・60・61）

　空堀１は土ྥ１に平行して東西に৳びており、断面は台形をఄしている。調査区内のશ長は 31m Ͱ͋

る。土ྥ１と土ྥ２の間に͋り、土ྥの࠷上部と空堀１の底部の高௿ࠩは、土ྥ１と 12.8m Ͱ土ྥ２と

2.2m Ͱ͋る。空堀１の上৔の幅は、空堀１南北ηクシϣン１Ͱ 3.2m、1 区南北トϨンνͰ 2.4m、空堀１

南北ηクシϣン 2 Ͱ 3.1m、平ۉすると 2.9m になる。基盤層を۷り込んͰ構ஙしているたΊ、空堀のนお

よび底面はߗくし·っている。17C区Ͱ空堀１は土ྥ１にԊって南に向きをม͑ながΒঃʑに標高を下͛、

16C・16D 区付ۙͰ堀１に߹流している。主軸方向は調査区西側Ͱ N-67� -�、東側Ͱ N-17� -� Ͱ͋る。

空堀１南北ηクシϣン２Ͱは底部の標高が 19m、堀１との߹流部付ۙの底部Ͱは 14.6m、高௿ࠩが 4.4m

͋る。底面かΒ排ਫߔを検出したたΊ、空堀Ͱ͋ったと૝定した。排ਫߔは空堀１西端Ͱは幅 0.5m、深

度 0.2m、１区南北トϨンνͰは幅 0.4m、深度 0.2m Ͱ͋る。東側Ͱは空堀自体の標高が下がるにつΕ、

排ਫߔも֬ೝͰきなくなっている。空堀１の出土遺物は３఺͋り、１区南北トϨンν付ۙの覆土下層かΒ

出土した。͜の３఺は同一個体とࢥΘΕ、内２఺は઀߹した。͜ΕΒは珠洲焼片（9）Ͱ͋り、15 世ل前

半のものͰ͋る。

ۭງ̎（図版 25・28・61）

　空堀２の断面形は幅広の U 字状をఄし、東西方向に৳びている。調査区内のશ長は 6m Ͱ͋る。空堀

２は東側が土１޵の構ஙによってյさΕ、西側はす͙調査区外となっており、֬ೝͰきるൣғが少ない。

土１޵の東側は土ྥ２の੝土が存ࡏするたΊ、土１޵付ۙが空堀２の東端になる。高௿ࠩ໿ 0.7m、幅໿
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3m Ͱ͋り、規模は空堀１とほぼ同͡くΒいͰ͋る。主軸方向は N-76� -� Ͱ͋る。空堀２Ͱは排ਫߔは

見つかっていない。遺構底面の標高および土層かΒ、遺構の性格は空堀Ͱ͋ると推定した。基盤層を۷り

込んͰおり、นおよび底面はߗくし·っている。空堀２に൐͏遺物は出土していない。

ງ̍（図版 25・28・29・61）

　堀１は断面形が台形状Ͱ、調査区東側を南北方向に৳びている。調査区内Ͱのશ長は໿ 23m Ͱ͋る。

一部᎟乱さΕており、遺構の検出は೉しい状態Ͱ͋った。調査中、Ӎが߱るとਫがཷ·り、ਫがなくなる

·Ͱ数೔かかるほͲਫはけはѱい。堀１は中世段階ͰਫもしくはటなͲがཷ·る状態Ͱ͋った可能性が͋

るたΊ、遺構の性格を空堀と区別して堀とした。標高を平ۉすると、上৔が 16.3m Ͱ底面が 14.9m を測

る。堀の深さは堀１東西ηクシϣン 4 Ͱ 0.8m を測る。ߋに土ྥ２との高௿ࠩは 5.9m、土ྥ１との高௿ࠩ

は 12.8m も͋り、土ྥをཱࡍたͤている。主軸方向は N-25� -� Ͱ͋る。·た、15・16D 区ͰچՏ઒を検

出しており、ͦのچՏ઒がຒ·った後に堀１が構ஙさΕた様子が堀１東西ηクシϣン̐ͰӐ͑る。西側の

ཱͪ上がりは一部、階段状に整形さΕているのが֬ೝͰきた。16D 区Ͱ信楽焼の甕片（16）が出土しており、

年代は 15 世لͰ͋る。

２）縄文・弥生時代の遺構

4,1��1（図版 30・62）

　SK1001 は土ྥ１と空堀１の間の斜面、17A 区Ͱ検出した。中世の遺構を構ஙするࡍの切؛によって、

斜Ίに切ΒΕた状態Ͱの検出Ͱ͋る。斜面にはⅡ層の帯が૸り、ͦの下に土޵の断面が露ఄしていた。形

状かΒϑラスコ状土޵と考͑る。底面の直径は໿ 1.6m、Ⅱ層の下面かΒ底面·Ͱの深さが໿ 1.9m を測る。

底面の中ԝ部にはएׯのくぼみが֬ೝͰき、土޵に上԰をかけるたΊの柱݀Ͱ͋る可能性が͋る。遺物は

剥片が１఺出土しているのみͰ͋る。

491��2（図版 26・62）

　SX1002 は２区の西端、ٰྕの南側斜面Ͱ検出した。調査当初には大きな木の根が͋り、ͦの根元かΒ

縄文土器（18）がਖ਼位の状態Ͱ出土した。付ۙをਫ਼査した結Ռ、縄文土器以外にも石錐や石錘、剥片なͲ

の石器が·と·って出土したたΊ、୦݀ॅډを前ఏに調査した。遺構が調査区外·ͰԆびておりશ体形状

の೺Ѳ·Ͱ౸Βなかったが、調査区内の形状は不整形Ͱ͋る。෩౗木痕の可能性が高く、遺物は流Ε込ん

だものと考͑る。·た出土遺物の時期幅はڱく、ͦの͜とかΒ遺構の時期は縄文前期末前後と考͑る。

4,1���（図版 30・62）

　SK1003 は 16・17B 区に·たがった位置Ͱ検出した。平面形はほぼ円形Ͱ、断面形は台形状をఄす。長

径は 1.22m、短径は 1.08m、深さは 22cm Ͱ͋る。覆土は２層に分け、黒褐色土の下にややし·った暗褐

色土がೖり込んͰいる。遺物は覆土かΒ剥片が２఺出土したのみͰ͋る。遺構自体の時期は、覆土かΒ縄

文時代と考͑る。

4,1���（図版 30・64）

　SK1036 は 16A 区の斜面Ͱ検出した。平面形は楕円形Ͱ、長径 0.64m、短径 0.46m、深さ 22cm Ͱ͋る。

底面はਫ平な台形状をఄす。覆土は単層Ͱ、ややし·った暗褐色土になっている。遺物は剥片のみͰ͋る

が、遺構の時期は覆土かΒ縄文時代と考͑る。

ピット（図版 26・30・62 ～ 64）

　Ⅲ層上面Ͱ検出さΕたピットは߹ܭ 35 基を数͑る。16A 区の平ୱな部分かΒの検出が多い。平ۉす
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ると 0.3m 前後の直径を測り、深さが 10 ～ 20cm ほͲのピットͰ͋る。単層のものが多いが、P1004・

1006・1027 Ͱは２層に分けた。平面形は円形・楕円形を中心とし、方形をࢥΘͤるものがएׯ含·Εている。

͜ΕΒのピットは大きく 2 つのグループに分類Ͱきた。覆土が黒褐色のグループと、し·りがややڧい暗

褐色のグループͰ͋る。基本層ংのⅡ層は、Ⅱ B・Ⅱ C 層が黒褐色ͰⅡ c 層が暗褐色になっている。つ·

り黒褐色のグループが上層Ͱ、暗褐色のグループが下層Ͱ͋る。遺構の分෍を見ると P1009・1008・1016

が໿ 1.15m の間隔、P1016・1012・1013 が໿ 0.7m の間隔Ͱ഑置さΕており、L 字状になっている。ピッ

トの径もۙ似しており、Կかの遺構を構成していた可能性も͋る。·た、調査区の西側と東側に·と·っ

たピット܈が͋り、͜ΕΒもԿかの遺構を構成していた可能性が͋る。遺物はほとんͲ出土していない。

3）ͦの他の時代の遺構

土坑̍（図版 31・64）

　土１޵は 18・19B・C 区に·たがった位置Ͱ検出した。南北トϨンν۷削中に्骨が出土し、断面をਫ਼

査したと͜Ζ見つかった土޵Ͱ͋る。覆土の観察より、一度にຒΊ໭さΕたと推測する。平面形は楕円形Ͱ、

断面形は半円状をఄし、長径は 2.4m、短径は 1.7m、深さは 1.2m Ͱ͋る。出土した्骨は΢Ϛと推定さΕ、

頭部・腰部・٭部の骨が֬ೝͰきるが、ͦのほかの骨は発見Ͱきなかった。しかし四଍ಈ物の形状はอっ

ており、頭を南東に向けている。空堀２がຒ຅した後に構ஙさΕているが、ڞ൐遺物がないたΊৄしい時

代は不明Ͱ͋る。

492（図版 31・64）

　SX2 は 16B 区の東側Ͱ検出し、平面形が不整形をなす͜とかΒ性格不明遺構とした。北側の円形の۷

り込みと、南側の不整形の۷り込みかΒなり、横݀Ͱ２つがܨがっていた。北側だけを観察すると、長軸

が 2.6m Ͱ短軸が 1.7m ͋る。南側と߹Θͤると、東西方向に໿ 2.5m、南北方向に໿ 5m を測る。2 区東

西トϨンνͰ֬ೝͰきた断面Ͱは、深さ 1.3m Ͱ͋る。調査時には土ྥの下かΒ平面プランを検出したが、

断面を観察すると੝土中かΒ۷り込·Εている͜とかΒ、土ྥの構ங時に࡞ΒΕた͜とになる。遺物は弥

生土器（48）、剥片が出土している。

49�（図版 31・64）

　SX3 は 15C 区付ۙͰ検出した。平面形は不整形をなし、性格不明遺構とした。斜面をςラス状に۷り

込んͰいるよ͏にも見͑るが、木の根の᎟乱によってશ体および۷り込み面を೺Ѳする͜とはࠔ೉Ͱ͋っ

た。規模は長軸໿ 2.9m、深さ໿ 0.5m Ͱ͋り、断面形は台形状をఄする。主軸方向は N-25� -� Ͱ͋る。

出土遺物はない。

3　遺　　　物

A　遺物の֓ཁ

　大館跡は中世の遺物が 18 ఺、縄文・弥生時代の遺物が 1
098 ఺出土した。内༁Ͱは、中世の遺物は陶

磁器 17 ఺、銭貨 1 ఺、縄文・弥生時代の遺物は土器 275 ఺、石器 638 ఺、᛽ 185 ఺Ͱ͋る。出土層位は、

中世の遺物がほぼ表土かΒの出土Ͱ、縄文・弥生時代の遺物がⅡ層かΒの出土Ͱ͋る。中世の遺物は 15

世لを主体に 13 世لかΒ 16 世لのものが出土している。縄文時代の土器は前期末～中期後半のܕ式が断

ଓ的に出土しており、弥生時代の土器は後期東北系の天王山式が多く、次いͰ中期の小松式なͲ北陸系の
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土器、宇津ノ台式なͲ東北系の土器が出土している。

B　هड़の方法

　遺物のهड़は、中世、縄文・弥生時代に大別し、ߋに縄文・弥生時代は縄文土器、弥生土器、石器に分

けてهड़する͜ととした。中世の遺物および縄文・弥生土器はͦΕͧΕهड़しており、石器は器種ごとに

。ड़しているه

　中世の遺物の年代については、珠洲焼は٢Ԭ߁ெࢯのฤ年区分ʦ٢Ԭ 1994ʧに、瀬戸美濃焼は౻ᖒ良

祐ࢯのฤ年区分ʦ౻ᖒ 2005ʧにैった。

C　遺 物 ֤ આ

1）中世の遺物（図版 32・33-1 ～ 17・図版 65）

　１は青磁の盤Ͱ؏ೕがೖり、釉はやや厚い。体部内面には一単位７条、幅 18mm のごく浅い縦方向の

沈線が付く。２～̐は瀬戸美濃焼Ͱ、す΂て古瀬戸後期様式（14 世ل後半～ 15 世ل末）Ͱ͋る。２・３は

肩部および体部片Ͱ、壺の同一個体と推測する。外面に鉄釉がࢪさΕる。̐は筒形容器の体部Ͱ、外面に

鉄釉がࢪさΕる。時期は、古瀬戸後期様式Ⅳ期と考͑る。̑～ 14 は珠洲焼Ͱ͋る。̑は壺̧種の体部下

半Ͱ、内外面にタール状物質が付着している。̒・７は甕の口縁～肩部Ͱ͋る。̒は平直な方頭状、７は

円頭状の口縁部となっており、頸部は「く」の字状に۶ۂしている。時期は、口縁形状なͲかΒⅤ期と推

定する。̔～ 13 は甕の体部Ͱ͋る。8 は外面に横方向の叩き痕が付く͜とかΒ、頸部にۙい部分と推定

する。̕～ 12 は外面に斜Ί方向の叩き痕がみΒΕ、ͦの͏ͪ 12 の断面には漆が付着している。̕は叩き

目が粗く、·た焼成も不良Ͱ色調はにぶい黄色となっている。13 は体部下半Ͱ、斜Ίおよび横方向の叩

き痕が付く。14 は片口鉢Ͱ、内面に一単位 11 条、幅 30mm 以上の卸目がࢪさΕ、·た炭化物が付着して

いる。時期は、Ⅳ期前半と推定する。15 は越前焼の甕口縁部Ͱ、口唇部および口縁部内面に濃緑自然釉

が付く。時期は、16 世ل前半と推定する。16 は信楽焼の甕体部下半Ͱ、外面に指頭痕が残る。17 は熈寧

元寳Ͱ、初鋳年は 1068 年Ͱ͋る。ਖ਼面は一部ຎ໓しているが文字はಡみ取Εる。ཪ面は無文Ͱ͋る。

2）縄 文 土 器（図版 33-18 ～ 27・図版 65）

回、縄文土器が໿ࠓ　 50 ఺出土しており、ͦの͏ͪ報告に͑תるものは 10 ఺ほͲͰ͋った。器種はす΂

て深鉢Ͱ͋り、時期は前期末および中期後半に֘当する。胴～底部にかけてのࢿྉが 1 ఺出土している以

外は、す΂て口縁かΒ胴部のഁ片ࢿྉͰ͋る。

　18 は深鉢Ͱ͋り、胴～底部にかけての部位のみ、15A 区の SX1002 の覆土中かΒ出土した。いΘΏる

鉢形をఄするものͰ、地文は縄文ڕۚ RL 原体を横位に転がしてࢪ文さΕている。໢代痕は֬ೝͰきなかっ

た。底径は 10.8cm Ͱ͋り、胎土は３mm 以下の石英・長石を少量含んͰいる。大木̒式期ฒ行と考͑る。

19 は深鉢の口縁～頸部ഁ片Ͱ͋り、16A 区かΒ出土した。器形は胴部かΒ頸部にかけて๲Βみを࣋ͪ、

口縁部Ͱ外反するものͰ波状口縁が֬ೝͰきる。口縁部に幅ڱの無文帯が഑置さΕ、頸部の半ࡋ஛؅によ

る爪形文により胴部と区画さΕている。胴部の地文は縄文 RL 原体を横位に転がしてࢪ文している。胎土

はやや粗く、石英・長石・雲母を少量含んͰいる。18 と同一個体の可能性が高い。20 は深鉢の頸部ഁ片

Ͱ͋り、15A 区の SX1002 の覆土中かΒ出土した。19 と同様の半ࡋ஛؅による爪形文がࢪさΕ、胴部に

は櫛ࣃ状工具による縦の沈線が࿈ଓしてࢪさΕている。胎土はやや粗く、3mm 以下の石英・長石・雲母
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を少量含んͰいる。21 は深鉢の胴部ഁ片Ͱ͋り、16B 区の P1026 付ۙかΒ出土した。地文は縄文 RL 原

体を横位に転がしてࢪ文している。胎土はやや粗く、ۚ雲母を少量含んͰいる。22 は深鉢の胴部ഁ片Ͱ

͋り、17B 区の P1004 の南側かΒ出土した。地文は縄文 LR 原体を斜Ίに転がしてࢪ文している。胎土は

やや粗く、ۚ雲母を少量含んͰいる。23 は深鉢の胴部ഁ片Ͱ͋り、17B 区かΒ出土した。縄文 RL 原体を

斜Ίに転がしてࢪ文している。胎土はやや粗く、３mm 以下の石英・長石を少量含んͰいる。24 は深鉢

の胴部ഁ片Ͱ͋り、16B区かΒ出土した。地文は横位に結束のない羽状縄文をࢪしている。胎土はやや密Ͱ、

石英・長石・雲母を少量含んͰいる。25 は深鉢の頸部ഁ片Ͱ͋り、16A 区かΒ出土した。頸部かΒ外反し、

ͦの··口縁部は։いた器形になΖ͏。微隆帯が横位、斜位にնっている。·た、一部沈線が観察Ͱきる

が、文様·Ͱは೺ѲͰきない。胎土は粗く、長石・雲母・小砂利を少量含む。26 は深鉢の口縁部ഁ片Ͱ

͋り、16B 区Ͱ出土した。27 と同͡৔所Ͱ出土した͜とも͋り、同一個体の可能性が高い。無文帯の口

縁部に幅広の沈線によって文様が描かΕ、縄文がॆరさΕている。原体は縄文 RL Ͱ、横位に転がしている。

口縁部の突ىのཱͪ上がりが֬ೝͰき、おͦΒく̐単位の突ىを࣋っている個体とࢥΘΕる。胎土はやや

密Ͱ１mm 以下の石英・長石・雲母を含んͰいる。27 は深鉢の口縁部ഁ片Ͱ͋り、16B 区かΒ出土した。

口縁部に無文帯が横位に८り、ͦの下は幅広の沈線によって楕円状の文様が描かΕている。沈線の内側に

は縄文 RL 原体を横位に転がしたものがॆరさΕ、磨りফさΕている。胎土はやや密Ͱ、1mm 以下の石英・

長石・雲母を微量含んͰいる。大木 10 式期ฒ行のものと考͑る。·た、同一個体とࢥΘΕるഁ片が同͡

৔所かΒ多数出土したが、઀߹Ͱきなかった。

3）弥 生 土 器（図版 33-28 ～ 57・図版 65・66）

る個体は͏͑ת回、弥生土器Ͱ報告にࠓ　 30 ఺͋る。遺物แ含層かΒの出土Ͱ͋り、天王山式、小松式、

宇津ノ台式なͲが出土している。器種は甕が多く、ͦのほか壺や鉢、高杯なͲが͋るが、器形が෮元Ͱき

るよ͏な土器は出土していない。時期は弥生中期後半かΒ後期前半Ͱ͋る。以下、ಛ௃的なもののみൈਮ

し、ৄड़する。

　28 は甕の口縁～胴部にかけてのഁ片Ͱ、16A 区かΒ出土した。口唇部には沈線Ͱ斜Ίにࠁ·Εており、

胴部にも沈線が८る。内面はヨコナデにより整形さΕている。天王山式ฒ行のものͰ、ほかにも 29・31

～ 35 なͲが同時期とͰきよ͏。29 も甕の口縁～胴部にかけてのഁ片Ͱ、16B 区かΒ出土した。口縁部に

は内外面にキザミがࢪさΕ、外面は口縁部をヨコハケͰ、頸部かΒはタςハケにより調整さΕている。内

面は口唇部直下に沈線が横位にնり、ͦの下はヨコナデによって整形さΕている。34 は 29 と出土地఺も

ۙく同一個体Ͱ͋る可能性が͋る。30 は甕の口縁部ഁ片Ͱ外側΁大きく反っている。16A 区かΒ出土した。

内面に羽状縄文がࢪさΕ、外面にはタςハケが֬ೝͰきる。小松式なͲの北陸地方のӨڹをडけた東北系

の土器Ͱ͋る。31 は 17B 区かΒ出土し、甕の口縁部ഁ片と推定した。内外面ともにナデ調整のみͰ͋るが、

胎土にۚ雲母を多く含んͰいる఺Ͱಛ௃的Ͱ͋る。同͡よ͏に胎土にۚ雲母を含むものに 32・33・35 が

͋る。32 はおͦΒく甕の胴部ഁ片Ͱ、外面は重菱形文、内面はナデによって調整さΕている。33 は鉢の

口縁部の可能性が͋る。外面は横位に沈線がնり、ͦの上かΒ縄文 LR 原体を横位に転がしてࢪ文してい

る。内面はナデによって調整さΕている。35 は甕の胴部ഁ片Ͱ͋る。外面には斜位の沈線が付き、内面

はナデによって調整さΕている。32・33・35 はいͣΕも 16B 区かΒ出土している。

　36 は甕の口縁部ഁ片Ͱ、17B 区かΒ出土した。口唇部は横位の縄文 LR 原体がࢪ文さΕており、外面は

タςハケ、内面はヨコハケͰ、小松式と考͑る。小松式と考͑た土器はほかにも 37 ～ 40 なͲが͋る。37
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は甕の口縁部ഁ片Ͱ͋り、16B 区かΒ出土した。外面はタςハケ、内面は斜行短線文が反転した状態Ͱ２

段८っている。38 は甕の口縁部Ͱ͋り、16B 区と 17B 区かΒ出土したものが઀߹した。外面は口縁部に

ヨコナデ、頸部以下はタςハケͰ調整さΕ、内面には２段の刺突がࢪさΕている。39 は甕の口縁部Ͱ͋り、

16B 区かΒ出土した。口唇部に横位の沈線が८り、外面はナデ、内面は斜行短線文が 2 段付く。·た、外

面には炭化物が付着する。40 は 15B 区かΒ出土し、甕の頸部と推定する。外面はタςハケ、内面はヨコ

ハケの調整Ͱ͋る。胎土は、36 にはۚ雲母が含·Εるが、37・39・40 は含·ない。

　41・42 は宇津ノ台式Ͱ͋る。41 は 16B 区かΒ出土し、甕の胴部と推定する。外面は沈線が横位と斜位

に֬ೝͰき、·た縄文 LR 原体を斜Ίに回転さͤてࢪ文している。·た、沈線の઀఺付ۙには刺突文がࢪ

さΕている。内面はナデによって調整さΕている。42 は 16B 区かΒ出土し、甕もしくは壺の胴部ഁ片と

推定する。断面が۶ۂしているたΊ、胴部ுり出しの部分か、肩の部分に͋たる。外面は沈線が横位に८

り、内面はナデによって調整さΕている。胎土は 41 が密なのにରし、42 は粗く、ର৅的Ͱ͋る。

　北陸系統と考͑た土器は 43 ～ 47 Ͱ͋る。43 は甕の口縁部ഁ片Ͱ͋り、16B 区かΒ出土した。外面に

はハケͰ斜ΊになͰたよ͏な調整が行ΘΕ、内面はナデ調整Ͱ͋る。44 は甕の胴部ഁ片Ͱ͋り、16B 区

かΒ出土した。外面はタςハケ、内面はヨコハケにより調整さΕている。45 は甕頸～胴部Ͱ、17A 区か

Β出土した。外面は縦や横位にハケ目がࢪさΕ、内面はヨコハケおよび櫛状工具により横位に沈線が८っ

ている。胎土は密Ͱۚ雲母が含·Εる。46・47 は甕の胴部ഁ片Ͱ͋り、外面はタςハケ、内面はナデに

より調整さΕている。46 が 16A 区、47 が 17B 区の出土Ͱ͋る。

式·Ͱはಛ定Ͱきないが、中期後半かΒ後期前半のൣᙝにऩΊΒΕるものにܕ　 48・49 が͋る。48 は蓋

Ͱ͋り、SX2 の覆土より出土した。外面には上向きの短弧線がࢪさΕ、内面はナデにより調整さΕている。

直径は 4.2cm を測る。49 は甕の胴部Ͱ͋り、16B 区かΒ出土した。外面は縄文 RL 原体を縦や横に転がし

てࢪ文しており、内面はナデによって調整さΕているが、と͜ΖͲ͜Ζに指頭痕が残る。ͦのほか、஫目

さΕるものは 39 と同様に炭化物の付着している土器Ͱ、50・51 Ͱ͋る。྆方とも外面は縄文 RL 原体を

縦位に転がしてࢪ文しており、内面はナデによる調整が行ΘΕている。·た、外面の地文をຒΊるよ͏に

炭化物が付着している。͜の 2 ఺もܕ式のಛ定にはࢸっていない。

4）石　　　器

　大館跡の石器は総数 638 ఺出土した。ͦの石器૊成は、石鏃 15 ఺、石錐̐఺、石槍２఺、石匙１఺、

箆状石器２఺、不定形石器 16 ఺、石核 10 ఺、剥片・ࡅ片 548 ఺、磨製石斧２఺、石錘̐఺、砥石１఺、

台石１఺、磨石類 32 ఺Ͱ͋る。以下、器種ごとに図ࣔした遺物を基にهड़する。

石᭲（図版 34-58 ～ 72・図版 66）

　石鏃はͦの基部の形状によって分類した。58～65は基部を有ܪにするものͰ有ܪ石鏃（ತ基石鏃）となる。

石鏃શ体の中、有ܪ石鏃は໿̒割を઎Ίている。中ܪのٯ刺の形状はፘりの浅いもの 58 ～ 60 と、長軸に

ରしਨ直ۙく·Ͱ深いፘりをೖΕているもの 61 ～ 63 とが͋る。਎の形状は 58 ～ 60・65 のよ͏な幅がࡉ

いものと、61 ～ 64 のよ͏な比較的幅の͋るものが͋る。64 の਎の縁ลはࣃڒ状の調整がࢪさΕている。

有ܪ石鏃の法量をみると器幅は̒～ 15mm のൣғに、器長は 19 ～ 38mm ·ͰόラΤςΟが͋るが、器長

をみると 23mm 以下のۃ小のもの（58 ～ 61）、26 ～ 30mm ·Ͱの中ܕのもの（62 ～ 64）、30mm 以上の大

用石材は頁岩が̑఺（59࢖。するࡏのもの（65）が存ܕ ～ 62・65）、半透明の頁岩が２఺（58・63）、鉄石英（赤）

が１఺（64）Ͱ͋る。66 ～ 69 は基部が平Βになる平基石鏃Ͱ͋る。67 はਫ平なものͰ͋り、66・68・69
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は斜行した基部となっている。67の形状は明֬さを欠くが֯ޒ形をなしている。69は左右ඇରশ形Ͱ͋り、

؆単な調整がप縁にみΒΕるのみͰ͋る。͜の平基石鏃は器長と器幅の長幅比が有ܪ石鏃より௿い஋をࣔ

している。石材はす΂て頁岩Ͱ 66・67 はೕ白色の頁岩Ͱ͋る。70 は基部がԜ状にፘΕるԜ基石鏃Ͱ͋る。

石材はܔ化度のڧい頁岩Ͱ͋る。71・72 は石鏃の先端部のഁ損඼Ͱ基部の形状は不明Ͱ͋る。石材はڞ

に頁岩Ͱ͋る。

石ਲ਼（図版 34-73 ～ 76・図版 66）

　͜͜Ͱは二次加工の調整により錐部が࡞出さΕているものを石錐とし、す΂て࢖用による磨耗痕が付い

ている。73・74 は上端につ·み部をもつものͰ、75・76 はつ·みをもたない。73 はਖ਼面右上端を欠損す

るが左右にᅏ状にઑっている。Ԝ基石鏃の転用の可能性が͋る。74・76 は１面にં断面を残すが、ͦの

ં断面かΒ調整剥཭がࢪさΕている。石材はす΂て頁岩Ͱ͋る。

石૦（図版 34-77・78、図版 66）

　77 は上下を欠損するものͰશ体の形状を෮元Ͱきない。78 はほぼ完形Ͱ͋るが、基部下端をۇかに欠

損する。ཪ面下部中ԝに素材面を残し、横長Ͱ厚手の剥片を用いている͜とがӐ͑る。ਖ਼面は厚手の剥片

のたΊ、ྏをもつ。石材はڞに頁岩Ͱ͋る。

石࡬（図版 34-79・図版 66）

　先端を欠損し、本དྷの形状を෮元Ͱきない。ཪ面に素材面を残し、幅広の大きな剥片を素材としている。

つ·み部は調整加工によりஸ寧に࡞出さΕている。石材は頁岩Ͱ͋る。

ฟঢ়石器（図版 34-80・81、図版 66）

　80 は基部側の半分を欠損する。先端の刃部ਖ਼面にはஸ寧な平ୱ剥཭の調整がࢪさΕている。石材は鉄

石英（黄玉）Ͱ͋る。81 は完形඼Ͱਖ਼ཪશ体にஸ寧な調整加工がなさΕている。刃部は片刃状に࡞出さ

Ε、刃部の平面形状は緩やかな弧状をఄす。基部はઑ基となる。ਖ਼ཪの中ԝྏ線上に磨耗痕が付く。長さ

147.1mm と大ܕ඼Ͱ、石材は頁岩Ͱ͋る。

不ఆܗ石器（図版 35-82 ～ 97・図版 66・67）

　二次的な調整加工の剥཭や微ࡉな剥཭が付くものを一括して不定形石器とした。「削器」、「ፘೖ石器」、「྆

面加工石器」、「二次加工の͋る剥片」、「微ࡉ剥཭痕の͋る剥片」౳とݺশさΕているʦླ木 1996ʧ。82・

83 はፘೖ石器とݺশさΕるものͰ、縦長剥片の一側縁に二次加工によりノッν状のፘり部をもつ。84 ～

88・90・91 は微ࡉな剥཭痕が付くものͰ、84・85・88・90 ～ 92 は剥片の側面に、86・87 は剥片の先端

部に微ࡉな剥཭痕が付く。93 は剥片先端をઑΒす調整がࢪさΕる。89・94 ～ 97 は྆面加工の石器Ͱ͋る。

89・97 は石槍の欠損඼·たは未成඼と推定した。94・96 は૬ରする面かΒの加ܸによる剥཭がみΒΕる

͜とかΒ、྆ۃ石器と推定した。石材はす΂て頁岩Ͱ͋る。

石֩（図版 36-98 ～ 108・図版 67）

　98 は原石の··࣋ͪ込·ΕたものͰ加工痕はない。99 ～ 101 は小ܕの原石に一回だけ加ܸさΕた剥཭

痕をもつものͰ͋る。ͦのほかは残核になる。103・104 の残核はस形状の断面֯ࡾ形をఄしている。ࡾ

֯形の一側面を中心に横にଧ఺をҠಈしながΒ࿈ଓした剥片剥཭を行っている。105・106 はサイコロ状

の残核Ͱ、102・107・108 はፏ平な残核の形状をఄしている。石材は 102・105 が鉄石英（赤石）、106 が

黒曜石、ͦのほかは頁岩Ͱ͋る。

ຏ製石ි（図版 36-109・110・図版 67）

　刃部は２఺ともൎ刃Ͱ平面は緩やかな弧状をఄしている。横断面形は楕円形となり、明֬な側面のྏが
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形成さΕていない。石材はڞに輝緑岩Ͱ͋る。

石਴（図版 37-111 ～ 114・図版 67）

　111・112 は完形඼Ͱ、113・114 は大半を欠損する。ڞに̔～ 10cm 前後の大きなፏ平な᛽を利用し、

ͦの長軸の૬ରするか所にଧͪ欠きによるくぼみを࡞出している。112 はۃ端にፘΒΕԜ状になっている。

石材は 112 が頁岩、ͦのほかが凝灰岩Ͱ͋る。

౐石（図版 37-115・図版 67）

　115 はਖ਼面の左側の一部を欠損する。12、3cm のፏ平な円᛽を用いている。ਖ਼ཪڞにԜ面が付く。石材

は凝灰岩Ͱ͋る。

୆石（図版 37-116・図版 67）

　平面は楕円形をఄし、ਖ਼面はತ面をなし、ཪ面は平ୱͰ͋る。石材はアプライトͰ͋る。

ຏ石ྨ（図版 37-117 ～ 122・図版 67）

　磨石、Ꮟ石、Ԝ石とݺশさΕる一܈Ͱ、磨き痕、Ꮟき痕、Ԝみ痕౳はෳ߹してซ用さΕる৔߹が多く、

かな分類がͰきないたΊ一括して磨石類とした。117・118ࡉ はࡉ長い๮状の᛽を利用したものͰ、ͦの

先端にᏏき痕が付く。119 ～ 122 は平面楕円形の᛽のਖ਼面にԜみ痕をもつものͰ͋る。119・120 はਖ਼ཪと

もに明֬なԜみ痕をもっている。121 はਖ਼面に明֬なԜみ痕をもͪ、ཪ面は明֬さを欠いている。122 は

断面֯ࡾ形をఄし、上半部を欠損する。ਖ਼面のみԜみ痕が付き、ཪ面にはもたない。石材は 118・119 が

閃緑岩、121 が石英൝岩、ͦのほかが凝灰岩Ͱ͋る。
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̐　自然Պֶ分ੳ

A　大館跡における放射性炭素年代測定

１）は ͡ Ί に

　ଜ上ࢢ天ਆԬ地区に所ࡏしている大館跡Ͱは、土ྥや空堀なͲの遺構が֬ೝさΕた。土ྥの表土Ͱは

14 世ل～ 16 世ل頃の遺物が出土し、土ྥの下Ͱは縄文時代の遺物แ含層が֬ೝさΕた。͜͜Ͱは、土ྥ

１より検出さΕたࢼྉについて、加଎器質量分ੳ法（A.S 法）による放射性炭素年代測定を行った。ࢼྉ

の調製は山形、瀬୩、LomUBUJE[F、+orKoMJBOJ が、測定は小ྛ、୮生、ҏ౻が行い、本文はҏ౻、孔が࡞

成した。樹種同定は行っていないが、測定した材の形状は໺ଜが観察を行った。

ྉと方法ࢼ（２

　測定ࢼྉは、土ྥ１のⅡ層上面に含·Εていた炭化物Ͱ͋る。２఺とも炭化材の針葉樹Ͱ͋り、炭化物

A（PLD-6796）は࠷外年ྠかΒ̐年ྠ分を測定した。炭化物 B（PLD-6797）は࠷外年ྠ以外の部分不明の１

年ྠ分を測定した。測定ࢼྉの৘報、調製データは第７表のとおりͰ͋る。ࢼྉは調製後、加଎器質量分

ੳܭ（ύϨオ・ラϘ、コンύクト A.S：N�C 製 1.5SD)）を用いて測定した。ಘΒΕた 14C 濃度について同位

体分別ޮՌのิਖ਼を行った後、14C 年代、ྐྵ年代をࢉ出した。

３）結　　　Ռ

　第̔表に、同位体分別ޮՌのิਖ਼に用いる炭素同位体比（Ў 13C）と、同位体分別ޮՌのิਖ਼を行って

ྐྵ年較ਖ਼に用いた 14C 年代、׳用にैって年代஋とࠩޡを丸Ίて表ࣔした 14C 年代、114C 年代をྐྵ年代に

較ਖ਼した年代ൣғを、第 23 図にྐྵ年較ਖ਼結ՌをͦΕͧΕࣔす。ྐྵ年較ਖ਼に用いた年代஋は年代஋とࠩޡ

を丸Ίていない஋Ͱ͋り、ࠓ後ྐྵ年較ਖ਼ۂ線がߋ৽さΕたࡍに͜の年代஋を用いてྐྵ年較ਖ਼を行͏たΊに

。したࡌه

　14C 年代は AD1950 年を基఺にしてԿ年前かをࣔした年代Ͱ͋る。14C 年代（yrBP）のࢉ出には、14C の

半ݮ期として LJCCy の半ݮ期 5568 年を࢖用した。·た、付هした 14C 年代ࠩޡ（±１σ）は、測定の統ܭ

ྉのࢼ、出さΕࢉ標४ภࠩ౳に基ͮいて、ࠩޡ 14C 年代がͦの 14C 年代ࠩޡ内にೖる֬率が 68.2ˋͰ͋る

͜とをࣔすものͰ͋る。

　なお、ྐྵ年較ਖ਼のৄࡉは以下の通りͰ͋る。

ྐྵ೥ֱਖ਼

　ྐྵ年較ਖ਼とは、大ؾ中の 14C 濃度が一定Ͱ半ݮ期が 5568 年としてࢉ出さΕた 14C 年代にରし、աڈの

測定൪߸ 遺跡データ ྉデータࢼ 前　ॲ　ཧ

PLD-6796

大館跡 
遺構：土ྥ 1 
層位：Ⅱ層上面 
ྉࢿ No.：1（炭化物 A）

ྉの種類：炭化材（針葉樹：4ࢼ 年ྠ分） 
 外年ྠ࠷：ྉの性状ࢼ
状態：XFU 
カϏ：無

௒Ի波ࣽ෸ચড় 
 ચড়ࢎ・アルカリ・ࢎ

（Ԙࢎ 1.2N
 ਫࢎ化ナトリ΢Ϝ 1N
 Ԙࢎ 1.2N）

PLD-6797

大館跡 
遺構：土ྥ 1 
層位：Ⅱ層上面 
ྉࢿ No.：2（炭化物 B）

ྉの種類：炭化材（針葉樹：1ࢼ 年ྠ分） 
 外年ྠ以外部位不明࠷：ྉの性状ࢼ
状態：XFU 
カϏ：無

௒Ի波ࣽ෸ચড় 
 ચড়ࢎ・アルカリ・ࢎ

（Ԙࢎ 1.2N
 ਫࢎ化ナトリ΢Ϝ 1N
 Ԙࢎ 1.2N）

ୈ �表　大館跡　ଌఆࢼྉ͓Αͼॲཧ
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宇஦線ڧ度や地ٿ磁৔のมಈによる大ؾ中の 14C濃度のมಈ、および半ݮ期のҧい（14Cの半ݮ期5730±40年）

を較ਖ਼する͜とͰ、より実ࡍの年代஋にۙいものをࢉ出する͜とͰ͋る。

　14C 年代のྐྵ年較ਖ਼には 0xCBM3.10（較ਖ਼ۂ線データ：*N5CAL04）を࢖用した。なお、１σྐྵ年代ൣғは、

0xCBM の֬率法を࢖用してࢉ出さΕた 14C 年代ࠩޡに૬当する 68.2ˋ信པݶ界のྐྵ年代ൣғͰ͋り、同様

に２σྐྵ年代ൣғは 95.4ˋ信པݶ界のྐྵ年代ൣғͰ͋る。カッコ内のඦ分率の஋は、ͦのൣғ内にྐྵ年代

がೖる֬率をҙຯする。グラϑ中の縦軸上のۂ線は 14C 年代の֬率分෍をࣔし、二重ۂ線はྐྵ年較ਖ਼ۂ線

をࣔす。ͦ ΕͧΕのྐྵ年代ൣғの͏ͪ、ͦ の֬率が࠷も高い年代ൣғについては、表中に下線Ͱࣔして͋る。

̐）考　　　察

ྉについて、同位体分別ޮՌのิਖ਼およびྐྵ年較ਖ਼を行った。ಘΒΕたྐྵ年代ൣғの͏ͪ、ͦの֬率ࢼ　

の࠷も高い年代ൣғに着目すると、ͦΕͧΕより֬かな年代஋のൣғがࣔさΕた。

　土ྥ１Ͱ検出さΕた炭化物 A（PLD-6796）のྐྵ年較ਖ਼年代は、１σ（68.2ˋの֬率）Ͱ 1360-1385cBMAD

（35.3ˋ）、1285-1305（32.9�）、２σ（95.4ˋの֬率）Ͱ 1350-1390cBMAD（48.4ˋ）、1280-1320cBMAD（47.0�）の

年代ൣғがಘΒΕた。炭化物 B（PLD-6797）のྐྵ年較ਖ਼年代は、１σの֬率Ͱ 1210-1255cBMAD（68.2ˋ）、

２σの֬率Ͱ 1175-1265cBMAD（95.4ˋ）の年代ൣғがಘΒΕた。

　炭化物 A・B は、同一層かΒの出土Ͱ͋るが、測定さΕた年代は 14C 年代Ͱ 160 年のࠩが͋った。測定

ͦ。ྉが樹木の৔߹、年ྠの内側を測定するほͲ古い年代をࣔすとい͏古木ޮՌを考ྀするඞཁが͋るࢼ

のたΊ࠷外年ྠを測定した炭化物 A は２σͰ見ると、13 世ل後半～ 14 世ل末にെ採もしくはࢮރした

֬率が高い炭化材Ͱ͋る。

測定൪߸
Ў 13C 
（̄）

ྐྵ年較ਖ਼用年代 
（yrBP ±１σ）

14C 年代 
（yrBP ±１σ）

14C 年代をྐྵ年代に較ਖ਼した年代ൣғ

１σྐྵ年代ൣғ ２σྐྵ年代ൣғ

PLD-6796 － 25.33 ± 0.23 660 ± 21 660 ± 20
1285AD（32.9�）1305AD 
1360AD（35.3�）1385AD

1280AD（47.0�）1320AD 
1350AD（48.4�）1390AD

PLD-6797 － 24.80 ± 0.24 820 ± 21 820 ± 20 1210AD（68.2�）1255AD 1175AD（95.4�）1265AD

ୈ �表　大館跡　์ࣹ性୸ૉ೥代ଌఆ͓Αͼྐྵ೥ֱਖ਼ͷ݁Ռ
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ୈ 2�ਤ　大館跡　ྐྵ೥ֱਖ਼݁Ռ
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A　中　　　世

1）遺　　　構

、回の調査により中世の遺構は土ྥ２基・空堀２条・堀１条を検出した。遺物は主に表土（ᶗ層）かΒࠓ　

15 世لを主体に 13 ～ 16 世لにかけての陶磁器類 17 ఺、初鋳年が 1068 年の銭貨 1 ఺が出土している。

Ⅱ層上面Ͱ炭化物が広ൣғに分෍していた͜とかΒ、当時の૲木を焼き෷い、自然ٰྕの北側を۷削しな

がΒ、ͦの土を੝土に利用して土ྥ１をஙいたものと考͑る。土ྥ１は࠷初北側に土を੝る͜とにより土

ཹΊの໾割をՌたし、ͦの後中ԝに土を੝った様子が断面かΒಡみ取Εた。੝土にし·りがない͜とかΒ

版ஙなͲのۀ࡞は行ΘΕておΒͣ、短期間の工ࣄをཁٻさΕたたΊͦΕをする༨༟がなかったのか、ڧ度

よりも֮ࢹ的圧ྗをかける͜とに重఺が置かΕていた可能性が͋る。土ྥ１の࠷上部と空堀１の底部の高

௿ࠩは 7.9m を測り、見るऀをࠓͰも圧౗するのがͦ͏考͑たཧ༝の一つͰ͋る。空堀１の底面かΒは排

ਫߔを検出し、調査区東側Ͱ空堀１と堀１が߹流している͜とかΒ、堀１΁排ਫしていたのͰ͋Ζ͏。東

西に৳びる空堀１の北側には土ྥ２がஙかΕ、土ྥ２࠷上部と空堀１底部の高௿ࠩは 2.2m を測る。土ྥ

２は「コ」の字状にஙかΕ、間に空堀２をڬんͰいる。土ྥ２は、土ྥ１のよ͏にⅡ層上Ͱはなく基盤層

上に直઀ஙかΕている͜とかΒ、1 区に存ࡏしたٰྕはⅡ層ごと大きく削ΒΕてし·ったものと推測する。

ٰྕの北側を۷削した土は土ྥ１の構ஙに利用さΕたと推定Ͱきる͜とかΒ、土ྥ２は土ྥ１の後に構ங

さΕた͜とになる。·た遺構の規模かΒ、空堀１・2 の排土を利用して੝土をしたと推測Ͱきる。土ྥ２

の北側Ͱは土ྥのཱͪ上がりは֬ೝͰきたが、小୩઒のՏ઒վमͰഁյさΕているたΊ、土ྥの形状は֬

ೝͰきていない。明࣏ 23 年の地੶図Ͱは小୩઒のچ流࿏がࡏݱよりも北側を流Εており、ͦΕ以外ࡏݱ

とほぼมΘΒͣ、中世においても同様Ͱ͋ったと考͑ΒΕ、小୩઒も堀としてػ能していた͜とが推測さ

Εる。よって館の北側は土ྥと、堀が 3 つͣつ、ަޓに८ってػ能していたと考͑る。一方、東側は土ྥ

と堀１の 2 つのࢪઃによって๷ޚさΕていたと推定する。堀１は検出位置およびࠓ年度の۷֬ࢼೝ調査の

結ՌなͲとরΒし߹Θͤてみると、館の外पを取りғむよ͏に構ஙさΕていた可能性が͋る。調査区南端

Ͱは一部੝土層（図版 27 ２区 南北トϨンν１）が֬ೝͰき、ދ口なͲのࢪઃに൐͏遺構の可能性も考͑Β

Εる。ͲͪΒにしても北側の大規模な๷ࢪޚઃにରし、館の南側はͦΕほͲの๷ࢪޚઃの痕跡がない。後

世の։発によりյさΕてし·ったのか、ࠓ後の調査結Ռが଴たΕる次第Ͱ͋る。

2）構ங年代および構ஙऀ

　大館跡は一ล໿ 100 ｍ（一ொ）四方の方形ډ館と推定さΕ、ݶΒΕた面積Ͱの調査Ͱ͋ったが、13 ～ 16

世لの遺物が出土し、ͦのなかͰも 15 世ل代が主体になる͜とが൑明した。·た土ྥ１直下Ͱ検出した

炭化物は放射性炭素年代測定によって、13 世ل後半～ 14 世ل末の結ՌがͰている。৽ׁݝ内の方形ډ館

は、成ཱが 14 世ل以߱と考͑ΒΕており、·た明֬に土ྥ・堀をΊ͙Βすものは 15 世ل以߱Ͱ͋り、ͦ

して 16 世لにはਰୀに向か͏とさΕているʦࡔҪ 1997・ҏ౻ 2002ʧ。͜の͜とかΒ、大館跡は 14 世ل以

߱に成ཱし、15 世لに主体が͋ったと考͑る͜とがͰきる。ただしࠓ回の調査区Ͱ検出した土ྥおよび

空۷にؔしては、ͦの規模なͲかΒ時期がҟなる可能性が指ఠさΕており、ͦの఺について考͑ていく͜

ととする。

　·ͣ৽ׁݝ北部を中心に 14 世ل～ 16 世لのྺ࢙എܠをみていく。14 世ل代はશ国的に南北朝の૪乱
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がຄ発しており、当地ҬͰは瀬波܊ͰઓಆがみΒΕるほか、出羽方面かΒ南朝੎ྗが小ઘঙに乱ೖしてい

る。15 世ل代は、前半に 1423 年に越後国内ͰԠӬの大乱がىきており、本ঙࢯ・色部ࢯなͲの༲北ऺも

ઓಆにࢀ加している。·たྡ国のؔ東ͰはӬڗの乱・結৓߹ઓなͲがຄ発し、以後ઓ乱状態となっている。

後半Ͱは、1467 年にژ౎を中心にԠਔの乱がຄ発しているが、越後国においては目ཱった૪乱はみΒΕ

ない。15 世ل末になると、本ঙࢯが度ʑ越後国कޢ上ਿࢯに反乱を͜ىすよ͏になり、以後本ঙൟ長の

乱·Ͱଓく。16 世ل代のૣい段階Ͱ本ঙ৓（後のଜ上৓）がங৓さΕたと考͑ΒΕ、以後本ঙࢯのډ৓となっ

たと推定さΕる。1590 年に本ঙൟ長が上ਿՈ中を௥放さΕ、直݉ߐଓఋの大国実པが本ঙྖを஌行して

いるʦଜ上ࢢ 2000ʧ。

　以上の͜とかΒ構ங時期を考͑ていく。14 世ل代は南北朝の૪乱が͋るが、方形ډ館のมભかΒ、͜

の時期に大規模な土ྥなͲを構ஙした可能性は௿いと考͑る。ただし年代測定の結ՌかΒ、ٰྕ上にԿΒ

かのࢪઃがஙかΕていたと考͑たい。15 世ل代Ͱ͋るが、越後国内においてԠӬの大乱がຄ発するなͲ、

、ઃを構ஙしたと考͑る͜とも可能Ͱ͋りࢪޚு状態Ͱ͋ったと推定さΕる。ͦの఺かΒ土ྥなͲの๷ۓ

出土遺物の中心時期とも߹கする。しかし๷ࢪޚઃ構ஙにかかる土木量なͲかΒ、͜Εより後に構ஙさΕ

たとする見方も͋る。15 世ل末以߱Ͱ͋るが、出土遺物の量かΒ館自体はਰୀに向かっていたとࢥΘΕる。

しかし遺構の·とΊͰड़΂ているよ͏に、土ྥ１は版ஙを用いてない఺かΒ、時間的༨༟がなく構ஙした

か、·た֮ࢹ的圧ྗをかけるたΊに構ஙさΕたと推測Ͱき、15 世ل末以߱の小ઘঙをΊ͙るઓ乱やࢧ഑

ऀަ代に൐͏ࣔތྗݖによって構ஙさΕた可能性も残っている。

　大館跡は小ઘঙ本ঙに位置し、当地ҬͰ࠷大規模の方形ډ館となる。͜の͜とかΒ構ஙऀは小ઘঙ本ঙ

内の有ྗऀとする͜とがͰき、本ঙࢯ·たは҂઒ࢯが考͑ΒΕる。本ঙࢯはח૔時代に小ઘঙの地頭৬を

ಘて、੎ྗを৳͹した一଒Ͱ͋る。一方҂઒ࢯは、当初小ઘঙ内の一ྖ主Ͱ͋ったものが、ͦの後本ঙࢯ

にର߅Ͱきる੎ྗになったと考͑ΒΕる。҂઒ࢯの׆ಈは、文ݙ上Ͱ 15 世ل後半かΒ֬ೝする͜とがͰき、

੎ྗ৳ுの時期は͜の前後と推測Ͱきる。͜ ΕΒの͜とかΒ、大館跡の成ཱしたと考͑る 14 世لにおいて、

当地ҬͰは本ঙࢯが࠷大の有ྗऀͰ͋ったとする͜とがͰき、大館跡成ཱには本ঙࢯが深くؔΘっていた

と考͑ΒΕる。

　͜のよ͏にࠓ回検出した土ྥなͲの๷ࢪޚઃは、15 世ل以߱に構ஙさΕ、·たͦの構ஙऀは本ঙࢯの

可能性が高いと考͑る。

B　縄文・弥生時代

1）遺構について

　下層Ͱの検出遺構は土３޵基、ピット 35 基、性格不明遺構１基の߹ܭ 39 基Ͱ͋り、遺物は土器、石器

なͲ߹ܭ 1
098 ఺が出土した。出土土器は大きく２時期に分かΕ、一つが縄文時代前期末～中期後半Ͱ、

も͏一つが弥生時代中期後半～後期前半Ͱ͋る。遺構の覆土も、ややし·った暗褐色の一܈と黒褐色土の

一܈、褐色土の P1032 に分かΕる。暗褐色土の一܈は P1004 ～ 1007・1010・1011・1017 ～ 1019・1021・

1024・1026・1028・1030・1031・1034・1038・1039 の 18 基となり、黒褐色土の一܈は、P1008・1009・

1012 ～ 1016・1020・1022・1023・1025・1027・1029・1033・1035・1037 の 16 基Ͱ͋る。基本層ংとর

Βし߹Θͤると、ややし·った暗褐色土層はⅡ̲層となり、แ含層の中Ͱは下位に位置する。͜の͜とか

Β暗褐色土層の一܈が縄文時代前期末～中期後半の遺構Ͱ͋ると推測する。同͡よ͏に SK1003・SK1036

を見ると、ڞにややし·った暗褐色土が主体になるたΊ縄文時代の遺構Ͱ͋Ζ͏。黒褐色土の一܈には覆

68

̑　·　と　Ί



土のし·りなͲかΒ縄文時代と弥生時代の遺構がࠞࡏしているとࢥΘΕるが、明֬に൑別はͰきない。ピッ

トの഑置を見ると、P1009・1008・1016 が໿ 1.2m の間隔、P1016・1012・1013 が໿ 0.7m の間隔Ͱ分෍し

ているが、ͦの他Ͱは規ଇ性はみΒΕなかった。

　͜のよ͏にٰྕ上にピットがࢄອにみΒΕる。縄文時代前期かΒ中期には明֬な࿍跡が検出さΕͣ、ᛙ

小なピットͰ構成さΕる؆қな構造の主柱̑本形式の平地ॅډが存ࡏしʦ඼ా 1996ʧ、縄文時代Ͱはٰྕ

上にͦのよ͏なࢪઃが͋った可能性を考͑る。

2）下層出土の石器について

　下層は、出土土器かΒ縄文時代前期末葉～中期後半と弥生時代中期後葉～後期前葉の２時期に分かΕる。

͜の͜とかΒ、出土石器もͲͪΒかの時期に֘当するものと考͑るが、石器の形態Ͱ明֬に分別Ͱきない。

縄文時代に൐͏と考͑たものは箆状石器（80・81）、石錘（111 ～ 114）Ͱ͋る。ͦのほかは྆時代に൐って

もよいものͰ͋る。出土地఺や出土層位をみると石器の分෍はٰྕ௖部の平ୱ面のแ含層に多くが出土し

ている。·た、南斜面の SX1002 の覆土およびͦのपลͰも出土している。௖部の平ୱ面は遺構や土器か

Β縄文時代と弥生時代がࠞࡏし、南斜面の SX1002 पลは縄文時代の石器が中心になると考͑る。石器は

Ⅱ層の黒褐色土より出土し、Ⅱ層は土色のएׯのҧいによりⅡ B、Ⅱ C、Ⅱ c 層に 3 分した。本遺跡ͰはⅡ B、

Ⅱ C 層より石器が出土しているが、ͦの出土層位かΒ縄文時代と弥生時代とを分別する͜とはͰきなかっ

た。以下、器種別にみてみよ͏。

　有ܪ石鏃は、ଜ上ࢢୌノ前遺跡ʦ石ాほか 2006ʧなͲपล遺跡の調査ྫかΒ、す΂て弥生時代に所属す

るものとࢥΘΕる。有ܪ石鏃はٰྕ௖部の平ୱ面શ体に分෍している。平基石鏃、Ԝ基石鏃は縄文時代に

所属するものと考͑たい。分෍は平ୱ面のみなΒͣ斜面·Ͱ広く分෍している。石材は半透明の頁岩とݺ

͹Εるものが弥生時代の有ܪ石鏃にݶΒΕてみΒΕた。石錐の 73 は、錐部と考͑た部分の磨耗かΒ石錐

とした。出土地も南斜面の SX1002 Ͱ、縄文時代に所属すると考͑ΒΕる。74 ～ 76 は྆時代に属す可能

性が͋る。石槍は弥生時代Ͱは類ྫが少なく、縄文時代の所産と考͑たい。石匙が 1 ఺出土したが྆時期

に存ࡏし所属時期が不明Ͱ͋る。石箆は縄文時代の所産Ͱ͋り、ٰྕ௖部平ୱ面の西端Ͱ出土した。不定

形石器中、82・83 のፘೖ石器は斜面かΒ出土し、縄文時代に所属しよ͏。ͦ のほかは所属時期が不明Ͱ͋る。

磨製石斧の 2 ఺は、出土地఺が弥生土器の方が多く出土している௖部平ୱ面東Ͱ͋り、弥生時代の所産の

可能性がڧい。石錘は௖部平ୱ面かΒ斜面にかけて出土し、縄文時代の所産Ͱ͋る。磨石類は྆時代に属

す可能性が͋る。石核、剥片、ࡅ片の出土をみると明Βかに͜の遺跡Ͱ石器製࡞を行った͜とがӐ͑る。

石核の 99 ～ 102・106 の小ܕのものが௖部平ୱ面西側Ͱू中して出土している。石材は頁岩、鉄石英（赤玉）、

黒曜石Ͱ、頁岩にもόラΤςΟが͋り、石材利用の๛෋さかΒ弥生時代的な様૬がڧいʦ石丸ほか 2003ʧ。
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ཁ　　　໿

松蔭東遺跡

１　松蔭東遺跡は岩ધ܊ਆྛଜ大字຀目字松蔭 1292 ほかに所ࡏする。遺跡は、砂ٰྻഎ後の後എ࣪地内

の微高地にཱ地し、͜の微高地はߥ઒ࢧ流によって࡞ΒΕた自然అ๷と考͑る。

２　本発۷調査は೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓのݐઃに൐い、平成 18 年度に実ࢪした。調査面積は 3
416 ㎡

Ͱ͋る。

３　検出した遺構は、۷ཱ柱ݐ物１౩、柱݀ྻ１ྻ、Ҫ戸２基、土̑޵基、̒ߔ条、性格不明遺構１基、ピッ

ト 13 基Ͱ͋る。͜の͏ͪ۷ཱ柱ݐ物と礎板を検出したピットは、放射性炭素年代測定によって 12 世ل

中頃～ 13 世ل中頃に構ஙさΕたと推定Ͱき、Ҫ戸も遺構分෍かΒ͜の時期と૝定する。

̐　出土した遺物は、古代が須恵器なͲͰ、時期は̔世ل後半～̕世ل前半Ͱ͋る。中世の遺物は 12 世

～ل 16 世ل後半·ͰのものͰ、珠洲焼なͲのほかに白磁・青磁や中国天目といった༌ೖ陶磁器類も存

する。ۙ世の遺物は、唐津焼や肥前系磁器なͲが出土しており、時期はࡏ 17 世ل代Ͱ͋る。

̑　本遺跡は中世が中心Ͱ、遺構・遺物の分෍かΒྡ઀するా԰ಓ遺跡・຀目館跡に密઀にؔ࿈していた

と考͑ΒΕる。

中曽根遺跡

１　中曽根遺跡は岩ધߥ܊઒ொ大字ۚ԰字中曽根 725 ほかに所ࡏする。遺跡は、砂ٰྻഎ後の後എ࣪地内

の微高地にཱ地する。

２　本発۷調査は೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓのݐઃに൐い、平成 17・18 年度に実ࢪした。本報告書は 18 年

度に実ࢪした調査に܎るものͰ͋る。18 年度の調査面積は 2
294 ㎡Ͱ͋る。

３　調査の結Ռ、古代の遺構を検出した。遺物แ含層は削平さΕていたが、弥生時代・古代・中世・ۙ世

の遺物が出土した。

̐　検出した遺構は、۷ཱ柱ݐ物２౩、柱݀ྻ２ྻ、Ҫ戸２基、土̒޵基、̐ߔ条、性格不明遺構̐基、ピッ

ト 104 基および古代の自然流࿏ 2 条Ͱ͋る。͜の͏ͪ１基の性格不明遺構かΒ、漆器盤が出土した。

̑　弥生時代の遺物は同一個体の土器 2 ఺Ͱ、弥生時代後期の東北系土器と推測する。古代の遺物は須恵

器・土師器・土製඼・石製඼・木製඼Ͱ͋り、土器の時期はⅣ～ᶝ期ʦय़೔ 2004ʧ中心となっている。

ͦのほかの時代の遺物は、中世Ͱは青磁・珠洲焼、ۙ 世Ͱは 17 世ل代の肥前系磁器や唐津焼が出土した。

̒　樹種同定の結Ռ、S�277 出土の斎串はスギͰ͋り、۷ཱ柱ݐ物や柱݀ྻ・ピット検出の柱根はサクラ

属・クリを主体にクワ・コナラ属なͲを࢖用している。·た放射性炭素年代測定の結Ռ、SB106 は７世

後半、SA397ل後半～̕世ل は 8 世ل後半～ 9 世ل後半に構ஙさΕたと考͑る。

７　18 年度の調査成Ռは、17 年度の成Ռをཪ付けるものͰ͋り、本遺跡は古代のごく一ൠ的な೶ຽ層の

ू落Ͱ͋ったと考͑ΒΕる。

大館跡

１　大館跡はଜ上ࢢ大字天ਆԬ字大館ほかに所ࡏする。遺跡は１ล໿ 100m（１ொ）の館跡Ͱ͋り、館の

縄ுりにಠٰཱྕを取り込んͰいる。

２　本発۷調査は೔本海Ԋ؛東北自ಈंಓのݐઃに൐い、平成 18 年度に実ࢪした。調査は大館跡の北東
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部分に当たり、ಠٰཱྕと௿地部かΒなる。調査のԆ΂面積は 1
535 ㎡Ͱ͋る。

３　調査の結Ռ、中世と縄文・弥生時代および時期不明の遺構を検出した。遺物は中世と縄文・弥生時代

のものͰ、中世の遺物は主に表土かΒの出土Ͱ͋った。縄文・弥生時代の遺物は、主にಠٰཱྕの土ྥ

下の遺物แ含層かΒ出土した。

̐　中世の遺構は、土ྥ２基、堀３条Ͱ͋る。土ྥ２基・堀２条はಠٰཱྕ上に構ஙさΕ、堀１条は௿地

に構ஙさΕている。·たಠٰཱྕの北側半分は、中世において普੥がなさΕ、چ地形が大きくվมさΕ

ている。͜ΕΒは、主に館北側にରしての๷ࢪޚઃとなっている。

̑　中世の遺物は珠洲焼主体Ͱ、時期は 15 世لを中心に 13 世ل後半～ 16 世ل前半のものͰ͋る。

̒　縄文・弥生時代の遺構はಠٰཱྕ上に分෍し、土３޵基、ピット 35 基、性格不明遺構１基を検出した。

土޵の͏ͪ１基は、ϑラスコ状土޵Ͱ͋る。ピットはᛙ小なものが主体Ͱ、·た覆土かΒ２܈に分けた。

７　縄文・弥生時代の遺物は、土器・石器・᛽となっており、ͦの中Ͱ石器が主体を઎Ίている。土器は、

縄文時代前期末～中期後半、弥生時代中期後半～後期前半のものͰ͋る。石器は、石鏃・石錐・箆状石

器・磨製石斧・石錘なͲͰ͋る。

̔　土ྥ構ங前の໺焼き痕と考͑た土ྥ１下面の炭化物は、放射性炭素年代測定の結Ռ、13 世ل後半～

14 世ل末の数஋が出ている。

̕　大館跡は 15 世لを中心にした館と考͑ΒΕ、ࠓ回調査した土ྥなͲの๷ࢪޚઃは 15 世ل以߱に構ங

さΕたと推測する。
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松蔭東遺跡　遺構観察表
掘立柱建物

遺構 No. 方位（桁行） 構　造 床面積 桁　行 梁　間

SB11 N14� �� �� 2 間以上× 2 間、側柱式 11.475 ㎡ 東 286 ㎝以上、西 317 ㎝以上 北　―　、南 388 ㎝

構成ピット 位置 柱 平面形 平面規模 断面形 深　さ（cm） 底面標高（m） ピット間隔

P1 13B3 ナシ 円形 29 × 25 ㎝ U 字状 24 1.16 P1-P4 147 ㎝

P4 13B3 ナシ 円形 19 × 18 ㎝ U 字状 23 1.18 P4-P5 170 ㎝

P5 13B4 ナシ 楕円形 30 × 25 ㎝ 半円状 19 1.18 P5-P6 383 ㎝

P6 13B14 ナシ 円形 27 × 24 ㎝ U 字状 27 1.05 P6-P7 152 ㎝

P7 13B13 残存 円形 22 × 20 ㎝ 半円状 17 1.14 P7-P3 134 ㎝

P3 13B13 ナシ 楕円形 31 × 23 ㎝ V 字状 22 1.12 P3-P2 208 ㎝

P2 13B8 ナシ 円形 27 × 23 ㎝ U 字状 26 1.11 P2-P1 181 ㎝

柱穴列
構成ピット 位　置 柱 平面形 平面規模 断面形 深　さ（㎝） 底面標高（m） ピット間隔

SA6P1 13B17 ナシ 円形 32 × 28 ㎝ U 字状 21 1.16 P1-P2 157 ㎝

SA6P2 13B16 ナシ 方形 23 × 22 ㎝ 半円状 13 1.26 P2-P3 137 ㎝

SA6P3 13B16 ナシ 楕円形 24 × 19 ㎝ 半円状 10 1.26 P3-P4 95 ㎝

SA6P4 12B20 ナシ 方形 26 × 24 ㎝ U 字状 19 1.16 ― ―

ピット
遺構名 位　置 柱 平面形 平面規模 断面形 深　さ（㎝） 底面標高（m） ピット間隔

P9 6B6・12 ナシ 円形 46 × 42 ㎝ 弧状 13 1.14 ― ―

P15 13A22 ナシ 楕円形 32 × 24 ㎝ V 字状 31 1.08 ― ―

P18 13A22 ナシ 円形 27 × 25 ㎝ V 字状 28 1.10 ― ―

P21 8D23・24 礎板残存 楕円形 45 × 33 ㎝ 弧状 7 1.09 ― ―

P34 7D20 ナシ 長方形 31 × 25 ㎝ 半円状 16 1.06 ― ―

P36 4D20、5D16 ナシ 長方形 69 × 47 ㎝ U 字状 61 0.75 ― ―

井戸

遺構名 調査区 グリッド 平面形 断面形
規模（m）

主軸方位 覆　土
長軸（長径） 短軸（短径） 深　さ

S�10 西 13A21・22、13B1・2 円形 漏斗状 1.26 1.23 1.52 ― 6

S�22 東 8�4 楕円形 箱状 1.25 0.86 0.61 ― 4

土坑

遺構名 調査区 グリッド 平面形 断面形
規模（m）

主軸方位 覆　土
長軸（長径） 短軸（短径） 深　さ

SK12 西 6A6・11 楕円形 弧状 0.68 0.48 0.23 N25� �� �� 3

SK19 東 6C14・19 円形 箱状 0.52 0.47 0.19 N75� �� �� 1

SK25 東 9C17・18 長方形 台形状 2.85 0.95 0.20 N30� �� �� 1

SK32 西 7B16 円形 台形状 0.50 0.48 0.10 N81� �� �� 1

SK33 東 7D20・25 円形 台形状 0.52 0.51 0.17 N63� �� �� 2

溝

遺構名 調査区 グリッド 形　態 断面形
規　模（m）

主軸方位 覆　土
検出長 幅 深　さ

SD13 西 12B 弧状 弧状 3.30 0.34 ～ 0.68 0.09 ～ 0.20 N6 ～ 17� � 1 ～ 2

SD16 西 12A 緩い蛇行 弧状 7.10 0.16 ～ 0.38 0.06 ～ 0.10
N86� �、 

N52 ～ 63� �
1

SD20 東 4C 直線的 弧状 8.92 0.70 ～ 1.14 0.08 ～ 0.14 N42� �� �� 1 ～ 5

SD24 西 9A・B 直線的 弧状 18.34 0.32 ～ 0.52 0.04 ～ 0.13 N60� �� �� 1 ～ 2

SD31 東 8C、9C・D 蛇行 弧状 10.12 0.20 ～ 0.65 0.10 ～ 0.13
N51� �、 

N54 ～ 57� �
1 ～ 2

SD35 東 7D － 弧状 0.39 0.25 0.14 N65� �� �� 3

性格不明遺構

遺構名 調査区 グリッド 平面形 断面形
規　模（m）

主軸方位 覆　土
長軸（長径） 短軸（短径） 深　さ

SX5 西 13B1・2・6・7 長方形 � 字状 1.30 0.57 0.10 N53� �� �� 2
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松蔭東遺跡　遺物観察表
土器観察表

報告 
No.

出土位置 種　別 器　種 残存部位
残存
率

法　量（㎝）
胎　土

色　調
焼成

調　整
備　考

口径 底径 器高 外面 内面 外　面 内　面

1 12C20・26 須恵器 無台杯 体～底部 ― ― 9.3 （3.0）
粗・石英、長
石を多量含む

灰白 灰白
やや 
不良

底部回転ヘラ切り
底部渦巻状 
のロクロ目

2
13A17、
13B7

須恵器 無台杯 体～底部 ― ― 8.9 （1.7）
粗・石英、長
石を多量含む

灰白 灰白
やや 
不良

底部回転ヘラ切り
底部渦巻状 
のロクロ目

3 12B20 須恵器 無台杯 底部 ― ― 9.1 （1.5）
やや密・長石
を少量含む

灰 灰 良 底部回転ヘラ切り
底部渦巻状 
のロクロ目

4 13B21 須恵器 無台杯 体～底部 ― ― <7.4> （2.3）
やや密・長石
を少量含む

灰 灰 良
ヨコナデ 
底部回転ヘラ切り

ヨコナデ

陶磁器観察表（1）

報告
No.

出土位置 種　別 器　種 残存部位
法　量（㎝） 胎土・ 

断面色調
色調・釉調 焼成 推定年代 備　考

口　径 底　径 器　高

5 8C6 白磁 椀 底部 ― <7.40> （2.00） 灰白 緑白 磁器質 12C 高台内無釉

6 12A14 白磁 皿 底部 ― <6.00> （2.00） 白 白黄 陶器質
腰部以下無釉 
内面：目痕有　削り高台

7 表土 白磁 小杯 体～底部 ― 3.60 （3.00） 黄灰 灰白 陶器質 15C 後半 腰部以下無釉

8 6C18 青磁 椀 体部 ― ― ― 灰 オリーブ灰
12C 第Ⅳ四半期 

～ 13C 初
内面：画花文

9 7A20 青磁 椀 体部 ― ― ― 灰 緑
12C 第Ⅳ四半期 

～ 13C 初
内面：画花文

10 12C5 青磁 椀 底部 ― <5.90> （1.90） 不明 不明
12C 第Ⅳ四半期 

～ 13C 初
被熱

11 6C10 青磁 椀 口縁部 ― ― ― 灰白 緑灰 13C 後半 外面：鎬蓮弁文

12 9A14 青磁 椀 体部 ― ― ― 灰白 緑灰 13C 後半 外面：鎬蓮弁文

13 6C6 青磁 椀 体部 ― ― ― 灰 緑 14C 末 内面：画花文

14 10A21 青磁 椀 体部 ― ― ― 灰白 緑灰 14C 末

15 4A25 青磁 椀 口縁部 ― ― ― 灰 緑 15C 前半 口縁端反

16 12C9 青磁 椀 体部 ― ― ― 灰 緑灰 15C 前半

17 6C2 青磁 椀 体部 ― ― ― 灰 黄緑 15C 前半 被熱か

18 5B19 青磁 椀 体部 ― ― ― 灰 黄緑 15C 前半 被熱か

19 10C9 青磁 椀 体～底部 ― <6.00> （3.30） 灰白 緑 15C 前半
外面：鎬蓮弁文 
見込：スタンプ文

20 5B24 青磁 椀 体部 ― ― ― 灰白 青緑 15C 後半
外面：鎬蓮弁文 
内面：線描の文様

21 7A15 青花 皿 底部 ― <6.60> （0.95） 白 透明釉 堅 16C 後半
見込：植物の葉の文様 
高台内鉋による削痕 
高台砂目

22 11C9 青花 皿 底部 ― ― ― 白 透明釉 堅 16C 後半
見込：「寿」 
高台内鉋による削痕 
高台砂目

23 12C4 青花 皿 底部 ― <7.10> （2.10） 灰白
くすんだ透明

釉
良 16C 後半

見込：植物の文様 
漆付着

24 12C18 中国天目 椀 体部 ― ― ― 白灰
黒褐色釉の上

に黒色釉
堅 15C

中国産　漆継 
釉二重掛け

25 11A16 陶器 壺 底部 ― <20.80> （4.40） 褐灰 15C

26 12C10 朝鮮 皿 体～底部 ― 4.20 （1.95） 灰 透明釉 良 15C 後半 見込胎土目３

27 11B6 瀬戸美濃焼 天目茶椀 底部 ― <4.50> （1.50） 白
黒色釉の上に

茶色釉
良 15C 前半

釉厚い　古瀬戸後期様式 
高台鉄錆つけ　削り高台

28 11C20 瀬戸美濃焼 小皿 口縁～底部 <11.6> ― （2.20） 灰白 緑 堅 15C 中頃
古瀬戸後期様式 
緑釉小皿

29 12C18 陶器 壷 頸～肩部 ― ― ― 灰 黒褐 良 15C 産地不明

30 5C9 珠洲焼 甕 体部 ― ― ―
外面：灰赤 
内面：灰　

良
外面叩き目幅広 
外面は赤みを帯びる 
断面に磨痕有→砥石に転用

31
6B11、 
7B20、 

8B13・17
珠洲焼 甕 体部 ― ― ― 灰 良

珠洲Ⅴ期か　外面：叩き 
表・断面に磨痕有→砥石に
転用

32 6C9・14 珠洲焼 甕 体部 ― ― ― 灰 良 外面：叩き

33 9D22 珠洲焼 甕 体部 ― ― ―
外面：暗灰 
内面：灰　

良 外面：叩き

34 9C20 珠洲焼 甕 体部 ― ― ― 灰 良
珠洲Ⅴ期か 
外面：叩き

35 9C7 珠洲焼 甕 体部 ― ― ― 灰 良
珠洲Ⅴ期か 
外面：叩き

36 9C2 珠洲焼 甕 体部 ― ― ― 灰 良 外面：叩き

37
6B13、 

７B6・7
珠洲焼 片口鉢 口縁～体部 <40.8> ― （8.30） 灰白 堅 13C 前半 珠洲Ⅱ期

38
5B19、 

6B16・17
珠洲焼 片口鉢 口縁～体部 <31.4> ― （7.00） 灰 良 13C 前半 珠洲Ⅱ期

39 13C7 珠洲焼 片口鉢 体部 ― ― ― 灰 良 13C 後半
珠洲Ⅲ期 
卸目単位（２㎝）10 本
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陶磁器観察表（2）

報告
No.

出土位置 種　別 器　種 残存部位
法　量（㎝） 胎土・ 

断面色調
色調・釉調 焼成 推定年代 備　考

口　径 底　径 器　高

40 4B22 珠洲焼 片口鉢 口縁部 <34.5> ― （3.40） 灰 良 15C 前半
珠洲Ⅴ期 
口縁部内端：櫛目波状文帯

41 表土 珠洲焼 片口鉢 口縁部 <28.2> ― （2.70） 灰 良 15C 前半
珠洲Ⅴ期 
口縁部内端：櫛目波状文帯

42 10B21 珠洲焼 片口鉢 体部 ― ― ― 黄灰 不良
卸目単位（2.9 ㎝以上）10 本
以上

43 13B14 珠洲焼 片口鉢 体部 ― ― ― 灰 良 内面磨耗

44 9B9 越前焼 甕 体部 ― ― ―
内：灰 

外：にぶい橙
良

45 11C1
土師質 
土器

皿 底部 ― ― ― 浅黄 普通 中世 ロクロ成形　回転糸切

46 9B21
土師質 
土器

皿 口縁～底部 ― <9.75> 1.05 黒褐 不良 中世 外面煤付着

47
5B20、 
6C19

磁器 皿 体～底部 ― <6.20> （1.75） 灰
やや青みがかっ
た透明釉

良 17C 前半～中頃
高台砂目　見込：文様 
肥前

48 6C19 磁器 皿 体～底部 ― <6.00> （2.10） 灰白 くすんだ透明釉 良 17C 前半～中頃
高台砂目　見込：文様 
肥前

49 6B2 陶器 皿 口縁～底部 <11.8> <4.45> 3.50 灰白
外面：褐色 
内面：（釉） 
オリーブ灰色

良 17C 前半
ロクロ成形　高台　削り高台 
砂目痕１か所　灰釉　唐津

木製品観察表

報告
No.

器　種
出土位置 法　量（㎝）

遺存状況 木取り 樹　種
放射性炭素 
年代測定 

（yrBP ± 1 σ）
備　考

グリッド 遺　構 層位 長　さ 幅 厚　み

柱根 13B13 SB11P7 － － － － 835 ± 22
腐食により観察不可能、 
未実測

50 礎板 8D23 P21 － 25.95 18.75 3.05 ほぼ完形 板目 823 ± 21

51 礎板 7� 表採 － 24.10 8.05 2.10 板目 821 ± 22

銭貨観察表

報告
No.

種　別 器　種
出土位置 法　量

初鋳年 王朝名 備　考
調査区 グリッド 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚み（㎝） 重量（ｇ）

52 銭貨 天禧通寳 西区南側 5C 2.39 2.37 0.12 2.78 1017 北宋 楷書

53 銭貨 嘉祐通寳 西区東側 9A 2.41 2.43 0.12 2.83 1056 北宋 楷書

54 銭貨 元祐通寳 西区東側 9A 2.45 2.43 0.12 3.61 1086 北宋 篆書

55 銭貨 元符通寳 西区南側 5C 2.34 2.36 0.13 2.33 1098 北宋 篆書
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中曽根遺跡　遺構観察表
掘立柱建物

遺構 No. 方位（桁行） 構　造 床面積 桁　行 梁　間

SB106 N5� � 3 間× 2 間、側柱式 25.466 ㎡ 東 703 ㎝、西 684 ㎝ 北 354 ㎝、南 361 ㎝

構成ピット 位　置 柱 平面形 平面規模 断面形 深　さ（㎝） 底面標高（m） ピット間隔

P1 17F5 残存 円形 28 × 26 ㎝ U 字状 40 2.92 P1-P2 180 ㎝

P2 17F5 ナシ 円形 22 × 21 ㎝ 漏斗状 49 2.86 P2-P3 176 ㎝

P3 17F10 残存 円形 21 × 20 ㎝ U 字状 41 2.93 P3-P4 196 ㎝

P4 17F9・14 残存 円形 36 × 31 ㎝ 階段状 76 2.61 P4-P5 246 ㎝

P5 17F13 ナシ 楕円形 22 × 16 ㎝ U 字状 18 3.21 P5-P6 262 ㎝

P6 17F12 ナシ 楕円形 25 × 34 ㎝ U 字状 40 2.95 P6-P7 183 ㎝

P7 17F7 ナシ 円形 37 × 32 ㎝ U 字状 39 3.00 P7-P8 176 ㎝

P8 17F1・2 残存 円形 29 × 25 ㎝ U 字状 51 2.87 P8-P9 514 ㎝

P9 17F4 残存 ― ― ― ― 2.30 P9-P1 172 ㎝

遺構 No. 方位（桁行） 構　造 床面積 桁　行 梁　間

SB366 N5� � 2 間× 1 間、側柱式 11.698 ㎡ 東 427 ㎝、西 443 ㎝ 北 261 ㎝、南 246 ㎝

構成ピット 位　置 柱 平面形 平面規模 断面形 深　さ（㎝） 底面標高（m） ピット間隔

P1 22G1 ナシ 円形 18 × 18 ㎝ 箱状 16 3.25 P1-P367 246 ㎝

P367 22F21 ナシ 円形 14 × 12 ㎝ U 字状 12 3.24 P367-P7 212 ㎝

P7 22F17 ナシ 楕円形 17 × 13 ㎝ U 字状 20 3.18 P7-P4 235 ㎝

P4 22F18 ナシ 円形 15 × 13 ㎝ U 字状 20 3.19 P4-P3 261 ㎝

P3 22F23 ナシ 楕円形 19 × 14 ㎝ U 字状 22 3.19 P3-P8 218 ㎝

P8 22G2 ナシ 楕円形 16 × 13 ㎝ U 字状 12 3.28 P8-P1 209 ㎝

遺構 No. 方位（桁行） 構　造 床面積 桁　行 梁　間

SB366 N85� � 2 間× 2 間、総柱式 21.508 ㎡ 北 479 ㎝、南 504 ㎝ 東 427 ㎝、西 429 ㎝

構成ピット 位　置 柱 平面形 平面規模 断面形 深　さ（㎝） 底面標高（m） ピット間隔

P1 22G1 ナシ 円形 18 × 18 ㎝ 箱状 16 3.25 P1-P367 246 ㎝

P367 22F21 ナシ 円形 14 × 12 ㎝ U 字状 12 3.25 P367-P6 258 ㎝

P6 21F15 ナシ 円形 18 × 17 ㎝ U 字状 17 3.16 P6-P5 429 ㎝

P5 22F12・13 ナシ 円形 15 × 14 ㎝ U 字状 14 3.28 P5-P4 218 ㎝

P4 22F18 ナシ 円形 15 × 13 ㎝ U 字状 20 3.19 P4-P3 261 ㎝

P3 22F23 ナシ 楕円形 19 × 14 ㎝ U 字状 22 3.19 P3-P8 218 ㎝

P8 22G2 ナシ 楕円形 16 × 13 ㎝ U 字状 12 3.28 P8-P1 209 ㎝

P7 22F17 ナシ 楕円形 17 × 13 ㎝ U 字状 20 3.18 ― ―

柱穴列
構成ピット 位　置 柱 平面形 平面規模 断面形 深　さ（㎝） 底面標高（m） ピット間隔

SA5P1 14�17 残存 円形 30 × 28 ㎝ U 字状 44 2.94 P1-P2 240 ㎝

SA5P2 14�22・14F2 残存 円形 38 × 28 ㎝ U 字状 40 3.01 P2-P3 232 ㎝

SA5P3 14F7・8 残存 楕円形 42 × 33 ㎝ 漏斗状 47 2.93 P3-P4 195 ㎝

SA5P4 14F13 残存 長方形 38 × 30 ㎝ U 字状 56 2.81 P4-P5 170 ㎝

SA5P5 14F13・18 残存 円形 31 × 28 ㎝ 漏斗状 48 2.84 P5-P6 214 ㎝

SA5P6 14F18・23 残存 方形 30 × 26 ㎝ 漏斗状 53 2.87 ― ―

構成ピット 位　置 柱 平面形 平面規模 断面形 深　さ（㎝） 底面標高（m） ピット間隔

SA397P1 15F12 残存 方形 26 × 23 ㎝ 漏斗状 54 2.72 P1-P2 213 ㎝

SA397P2 15F17 残存 円形 34 × 30 ㎝ 漏斗状 51 2.74 ― ―

ピット

遺構名 位　置 柱 平面形 平面規模 断面形 深　さ（㎝） 底面標高（m） ピット間隔

P329 16G3 ナシ 円形 18 × 18 ㎝ U 字状 21 3.190 ― ―

P340 12F24 ナシ 楕円形 26 × 18 ㎝ 弧状 8 3.240 ― ―

P345 13F6 残存 楕円形 20 × 11 ㎝ U 字状 26 3.090 ― ―

P354 21F6 ナシ 長方形 22 × 17 ㎝ 袋状 19 3.210 ― ―

P376 15G1 残存 円形 54 × 50 ㎝ 袋状 31 3.000 ― ―

P389 14F14 残存 円形 15 × 14 ㎝ U 字状 23 3.050 ― ―

P395 12F10 残存 円形 13 × 11 ㎝ U 字状 23 3.000 ― ―

P396 18F21 残存 ― ― ― ― 2.515 ― ―

井戸

遺構名 調査区 グリッド 平面形 断面形
規　模（ｍ）

主軸方位 覆　土
長軸（長径） 短軸（短径） 深　さ

S�277 北 15F19 円形 漏斗状 1.14 1.13 0.82 ― 10

S�323 北 23G2 円形 漏斗状 1.13 1.11 0.74 ― 10
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土坑

遺構名 調査区 グリッド 平面形 断面形
規　模（ｍ）

主軸方位 覆　土
長軸（長径） 短軸（短径） 深　さ

SK281 北 17F19・20 長方形 箱状 0.79 0.60 0.18 N47� � 4

SK282 北 18F16 楕円形 台形状 0.81 0.62 0.21 N29� � 3

SK331 北 16F23 楕円形 台形状 0.62 0.45 0.13 N24� � 3

SK338 北 17F12 円形 V 字状 0.54 ― 0.40 ― 1

SK339 北 17F17 楕円形 半円状 0.55 0.38 0.26 N67� � 1

SK382 北 19F15 円形 U 字状 0.58 ― 0.38 ― 6

溝

遺構名 調査区 グリッド 形　態 断面形
規　模（ｍ）

主軸方位 覆　土
検出長 幅 深　さ

SD2 南 6F・G、7F 弧状 弧状 11.6 0.60 ～ 2.26 0.07 ～ 0.14 N41 ～ 63� � 1 ～ 2

SD3 南 ７F・G 直線的 弧状 11.3 0.60 ～ 1.64 0.07 ～ 0.12 N58� � 2

SD334 北 17F 直線的 台形状 7.92 0.35 ～ 0.64 0.09 ～ 0.12 N81 ～ 94� � 1 ～ 2

SD375 北 17F 弧状 弧状 9.14 0.22 ～ 0.36 0.04 ～ 0.09 N36 ～ 64� � 1

性格不明遺構

遺構名 調査区 グリッド 平面形 断面形
規　模（ｍ）

主軸方位 覆　土
長軸（長径） 短軸（短径） 深　さ

SX29 北 20F5、21F1・2・6・7 不定形 弧状 4.76 2.84 0.17 N10� � 3

SX272 北 15F18・19・23・24 不定形 弧状 2.08 1.79 0.05 N36� � 1

SX278 北 15F17・22 不定形 弧状 1.4 以上 1.35 以上 0.10 ― 1

SX394 北 19F4 楕円形 弧状 0.37 0.24 0.06 N50� � 1

自然流路

遺構名 調査区 グリッド 形　態 断面形
規　模（ｍ）

主軸方位 覆　土
長軸（長径） 短軸（短径） 深　さ

SR1 北 19F・G 直線的 弧状 11.30 1.80 ～ 2.90 0.13 ～ 0.16 ― 2

SR2 北 23・24F・G 直線的 漏斗状 10.44 6.34 ～ 8.56 1.23 ― 18
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頸

・
胴

部
―

―
―

―
や

や
密

・
長

石
、

小
砂

利
を

含
む

黄
灰

灰
黄

良
縄
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縁
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縁
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瓶
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―
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縁
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縁
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縁
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縁
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縁
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褐
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縁
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縁
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縁

部
ミ

ガ
キ

、
下

半
ヨ

コ
ナ

デ
ミ

ガ
キ

15
SK

28
1

黒
色

土
器

鉢
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土製品観察表

報告 No. 器　種
出土位置 法　量

色　調 備　考
グリッド 遺　構 長さ（㎝） 幅（㎝） 重量（g）

71 羽口 15F SX272 3.05 2.50 5.20 にぶい橙（7.5YR7/4） 外面被熱、スラグ付着

石製品観察表

報告 No. 器　種
出土位置 法　量

石　材 備　考
グリッドﾞ 遺　構 長さ（㎝） 幅（㎝） 重量（ｇ）

72 不明 15F SX272 5.10 2.43 29.90 凝灰岩 上面に擦痕

73 砥石 15F SX278 11.75 5.95 399.80 流紋岩 右側面に磨痕

木製品観察表

報告
No.

器　種
出土位置 法　量（㎝）

遺存状況 木取り 樹　種
放射性炭素 
年代測定 

（yrBP ± 1 σ）
備　考

グリッド 遺　構 層　位 長　さ 幅 厚　み

柱根 17F5 SB106P1 － － － －
腐食により観察不可能、 
未実測

柱根 17F10 SB106P3 － － － － 丸材 クワ属
腐食により観察不可能、 
未実測

74 柱根 17F9・14 SB106P4 － 64.0 9.60 － 上端部欠 丸材 1224 ± 22 端部３面加工

75 柱根 17F1・2 SB106P8 － 48.5 13.30 － 上端部欠 丸材 1255 ± 21 端部２面加工

76 柱根 17F4 SB106P9 － 85.8 13.50 － 上端部欠、側面一部欠 丸材 サクラ属 端部２面加工

77 柱根 14F7・8 SA5P3 － 38.2 10.60 － 上端部欠、側面一部欠 丸材 サクラ属 端部２面加工

78 柱根 14F13 SA5P4 － 61.7 15.90 14.6 上端部欠 割材 クリ 端部３面加工

79 柱根 14F13・18 SA5P5 － 41.5 15.30 15.1
上端部欠、下端一部欠、 

側面一部欠
割材 クリ 端部１面加工

80 柱根 14F18・23 SA5P6 － 53.2 13.70 15.0 上端部欠、側面一部欠 割材 クリ 端部１面加工

81 柱根 15F12 SA397P1 － 57.0 8.40 － 上端部欠 丸材 サクラ属 端部２面加工

82 柱根 15F17 SA397P2 － 50.5 13.80 － 上端部欠、芯部分欠 丸材 1233 ± 22 端部３面加工

柱根 13F6 P345 － － － － コナラ属
腐食により観察不可能、 
未実測

柱根 15G1 P376 － － － － クリ
腐食により観察不可能、 
未実測

柱根 14F14 P389 － － － － サクラ属
腐食により観察不可能、 
未実測

柱根 12F10 P395 － － － － 丸材 サクラ属
腐食により観察不可能、 
未実測

柱根 18F21 P396 － － － － 丸材 不明広葉樹
腐食により観察不可能、 
未実測

83 斎串 15F19 S�277 6 層 17.5 2.65 0.6 下部欠 板目 スギ 表面に 3 条の傷痕

陶磁器観察表

報告 
No.

出土位置 種　別 器　種 残存部位
法　量（㎝） 胎土・ 

断面色調
色調・釉調 焼成 推定年代 備　考

口　径 底　径 器　高

84 16F 青磁 椀 体部 ― ― ― 灰白 緑 良 15C

85 南区 青花 皿 底部 ― <11.80> <1.25> 白 透明釉 良 16C 後半
高台：砂目　高台内放射状鉋痕 
見込：植物の文様 
外面：腰部に界線および蓮弁文

86 10G 珠洲焼 片口鉢 体部 ― ― ― 灰白 良 卸目単位 4 条（幅 9 ㎜）

87 表土 磁器 皿 底部 ― 3.20 （1.25） 灰白 灰白 良 17C 前半
高台：削り高台、砂目痕有 
高台内兜巾 
見込：砂目痕 3 か所

88 15F 青磁 皿 底部 ― <11.90> （2.80） 灰 オリーブ灰 良 17C 中頃～後半
高台内釉剥ぎ 
露体部：鉄錆　肥前系

89 表土 陶器 皿 口縁～底部 <12.30> <3.80> 2.80
灰 
外面：灰黄褐 
内面：オリーブ灰

灰釉 良 17C 前半
高台：削り高台 
見込：胎土目痕２か所　唐津

90 表土 陶器 皿 体～底部 ― <4.60> （1.40）
褐灰 
外面：にぶい褐 
内面：灰オリーブ

灰釉 良 17C 前半
高台：削り高台　高台内兜巾 
見込：砂目痕 4 か所　唐津

81
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大館跡　遺構観察表
縄文・弥生時代遺構観察表

遺構名 グリッド 平面形 断面形
規　模（m）

主軸方位 覆　土
長軸（長径） 短軸（短径） 深　さ

SK1001 17A 楕円形 袋状 1.58 － 1.86 － 7

SX1002 15A 楕円形 台形状 － － － － －

SK1003 16B・17B・17B17B 円形 台形状 1.22 1.08 0.22 － 2

SK1036 16A 楕円形 台形状 0.64 0.46 0.22 N11� �� �� 1

P1004 17B 円形 台形状 0.54 0.50 0.14 － 2

P1005 16A 楕円形 V 円状 0.29 0.23 0.30 N49� � 1

P1006 16B 円形 U 字状 0.26 0.24 0.18 － 2

P1007 16B 楕円形 U 字状 0.23 0.19 0.14 － 1

P1008 16B 円形 台形状 0.22 0.21 0.08 － 1

P1009 16B 円形 箱状 0.24 0.21 0.20 － 1

P1010 16B 円形 U 字状 0.26 0.20 0.14 － 1

P1011 16B 円形 弧状 0.22 0.22 0.09 － 1

P1012 16B 円形 箱状 0.25 0.24 0.16 － 1

P1013 16B 円形 箱状 0.20 0.18 0.12 － 1

P1014 16B 方形 台形状 0.22 0.18 0.14 － 1

P1015 16B 楕円形 V 円状 0.38 0.32 0.14 N23� �� �� 1

P1016 16B 楕円形 半円状 0.29 0.24 0.18 N60� �� �� 1

P1017 16B 楕円形 台形状 0.22 0.16 0.13 N87� �� �� 1

P1018 16B 円形 弧状 0.25 0.23 0.09 － 1

P1019 17B 楕円形 U 字状 0.24 0.18 0.24 N12� �� �� 1

P1020 16B 方形 台形状 0.18 0.15 0.07 － 1

P1021 16A 円形 U 字状 0.21 0.20 0.26 － 1

P1022 16B 方形 U 字状 0.18 0.15 0.22 － 1

P1023 16A 方形 台形状 0.22 0.19 0.07 － 1

P1024 16A 円形 台形状 0.21 0.18 0.10 － 1

P1025 16B 楕円形 U 字状 0.18 0.14 0.18 － 1

P1026 16B 楕円形 台形状 0.32 0.22 0.07 N14� �� �� 1

P1027 16A 円形 弧状 0.28 0.25 0.10 － 2

P1028 16A 楕円形 台形状 0.40 0.32 0.09 N25� �� �� 1

P1029 16B 円形 V 円状 0.17 0.13 0.12 － 1

P1030 16A 円形 半円状 0.29 0.27 0.10 － 1

P1031 16A － 箱状 0.22 － 0.11 － 1

P1032 16A 楕円形 箱状 0.45 0.30 0.06 N58� �� �� 1

P1033 16A 楕円形 弧状 0.30 0.24 0.10 N47� �� �� 1

P1034 16A 楕円形 U 字状 0.24 0.14 0.18 N83� �� �� 1

P1035 16B 楕円形 箱状 0.20 0.15 0.12 － 1

P1037 16A 円形 弧状 0.23 0.21 0.06 － 1

P1038 15A 楕円形 V 円状 0.28 0.18 0.14 N27� �� �� 1

P1039 17B 楕円形 U 字状 0.18 0.12 － N62� �� �� －
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縄
文
時
代
土
器
観
察
表

報
告

N
o.

出
土

位
置

種
　

別
器

　
種

残
存

部
位

法
　

量
（

㎝
）

胎
　

土
色

　
調

焼
成

調
　

整
備

　
考

口
　

径
底

　
径

器
　

高
外

　
面

内
　

面
外

　
面

内
　

面

18
SX

10
02

縄
文

土
器

深
鉢

胴
～

底
部

－
10

.8
0

（
9.

40
）

や
や

粗
・

3
㎜

以
下

の
石

英
、

長
石

を
少

量
含

む
。

に
ぶ

い
黄

褐
褐

灰
良

縄
文

R
L
（

横
位

）
な

し
大

木
6

式

19
16

A
縄

文
土

器
深

鉢
口

縁
～

頸
部

－
－

－
や

や
粗

・
1

㎜
以

下
の

石
英

、
長

石
、

雲
母

を
少

量
含

む
。

灰
黄

褐
褐

灰
良

縄
文

R
L
（

横
位

）、
爪

形
文

な
し

18
と

同
一

個
体

か
？

20
SX

10
02

縄
文

土
器

深
鉢

頸
部

－
－

－
や

や
粗

・
3

㎜
以

下
の

石
英

、
長

石
、

雲
母

を
少

量
含

む
。

に
ぶ

い
黄

橙
灰

黄
褐

良
櫛

掻
き

（
縦

位
）、

爪
形

文
な

し

21
16

B
縄

文
土

器
深

鉢
胴

部
－

－
－

や
や

粗
・

1
㎜

以
下

の
長

石
、

雲
母

を
少

量
含

む
。

に
ぶ

い
黄

橙
灰

黄
褐

良
縄

文
R

L
（

横
位

）
な

し

22
17

B
縄

文
土

器
深

鉢
胴

部
－

－
－

や
や

粗
・

1
㎜

以
下

の
長

石
、

雲
母

を
少

量
含

む
。

に
ぶ

い
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

良
縄

文
L
R

（
縦

位
）

な
し

23
17

B
縄

文
土

器
深

鉢
胴

部
－

－
－

や
や

粗
・

3
㎜

以
下

の
石

英
、

長
石

を
少

量
含

む
。

褐
灰

に
ぶ

い
黄

橙
良

縄
文

R
L
（

斜
位

）
な

し

24
16

B
縄

文
土

器
深

鉢
胴

部
－

－
－

や
や

密
・

1
㎜

以
下

の
石

英
、

長
石

、
雲

母
を

少
量

含
む

。
に

ぶ
い

褐
褐

灰
良

羽
状

縄
文

（
横

位
）

結
束

な
し

な
し

25
16

A
縄

文
土

器
深

鉢
頸

部
－

－
－

粗
・

長
石

、
雲

母
、

小
砂

利
を

少
量

含
む

。
に

ぶ
い

褐
に

ぶ
い

黄
橙

や
や

不
良

隆
帯

（
横

、
斜

位
）、

沈
線

な
し

26
16

B
縄

文
土

器
深

鉢
口

縁
部

－
－

－
や

や
密

・
1

㎜
以

下
の

石
英

、
長

石
、

雲
母

を
微

量
含

む
。

に
ぶ

い
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

や
や

不
良

沈
線

（
幅

広
）、

縄
文

R
L
（

横
位

）
な

し
大

木
10

式

27
16

B
縄

文
土

器
深

鉢
口

縁
部

－
－

－
や

や
密

・
1

㎜
以

下
の

石
英

、
長

石
、

雲
母

を
微

量
含

む
。

に
ぶ

い
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

や
や

不
良

沈
線

（
幅

広
）、

縄
文

R
L
（

横
位

）
な

し
26

と
同

一
個

体

大
館
跡
　
遺
物
観
察
表

中
世
陶
磁
器
観
察
表

報
告

N
o.

出
土

位
置

種
　

別
器

　
種

残
存

部
位

法
　

量
（

㎝
）

胎
土

・
断

面
色

調
色

調
・

釉
調

焼
　

成
時

　
期

備
　

考
口

　
径

底
　

径
器

　
高

1
15

B
表

土
青

磁
盤

口
縁

～
体

部
<

26
.6

>
―

（
3.

8）
灰

オ
リ

ー
ブ

灰
内

面
：

1
単

位
7

条
（

18
㎜

）
の

沈
線

有

2
空

堀
1

下
層

瀬
戸

美
濃

焼
壺

肩
部

―
―

―
褐

灰
鉄

釉
良

14
C

後
半

～
15

C
末

3
と

同
一

個
体

　
古

瀬
戸

後
期

様
式

3
2

区
表

土
瀬

戸
美

濃
焼

壺
体

部
―

―
―

暗
灰

黄
鉄

釉
良

14
C

後
半

～
15

C
末

2
と

同
一

個
体

　
古

瀬
戸

後
期

様
式

4
16

B
表

土
瀬

戸
美

濃
焼

筒
形

容
器

体
部

―
―

―
暗

灰
黄

鉄
釉

良
14

C
後

半
～

15
C

末
古

瀬
戸

後
期

様
式

Ⅳ
期

5
15

B
表

土
珠

洲
焼

壺
R

種
体

部
―

―
―

灰
良

内
外

面
：

タ
ー

ル
状

物
質

付
着

6
15

B
珠

洲
焼

甕
口

縁
～

肩
部

<
43

.3
>

―
（

11
.2

）
外

面
：

黄
灰

　
内

面
：

灰
良

珠
洲

Ⅴ
期

7
15

A
表

土
珠

洲
焼

甕
口

縁
～

肩
部

<
44

.2
>

―
（

8.
0）

灰
良

珠
洲

Ⅴ
期

8
16

C
撹

乱
珠

洲
焼

甕
体

部
―

―
―

灰
良

外
面

：
平

行
叩

き

9
空

堀
1

下
層

珠
洲

焼
甕

体
部

―
―

―
に

ぶ
い

黄
不

良
外

面
：

平
行

叩
き

10
16

A
表

土
珠

洲
焼

甕
体

部
―

―
―

黄
灰

良
外

面
：

平
行

叩
き

　
内

面
：

指
頭

痕

11
16

B
表

土
珠

洲
焼

甕
体

部
―

―
―

黄
灰

良
外

面
：

平
行

叩
き

　
内

面
：

指
頭

痕

12
15

B
表

土
珠

洲
焼

甕
体

部
―

―
―

外
面

：
灰

　
内

面
：

暗
灰

良
珠

洲
Ⅴ

期
？

外
面

：
平

行
叩

き
　

内
面

：
指

頭
痕

　
断

面
に

漆
付

着
。

13
2

区
表

土
珠

洲
焼

甕
体

部
―

―
―

灰
良

外
面

：
平

行
叩

き

14
16

A
表

土
珠

洲
焼

片
口

鉢
体

部
―

―
―

灰
オ

リ
ー

ブ
良

珠
洲

Ⅳ
期

前
半

（
14

C
）

内
面

：
卸

目
単

位
11

条
（

30
㎜

以
上

）、
炭

化
物

付
着

　
外

面
：

平
行

叩
き

15
2

区
排

土
越

前
焼

甕
口

縁
部

<
38

.5
>

―
（

6.
2）

灰
黄

暗
灰

良
16

C
前

半
口

唇
・

口
縁

部
内

面
：

濃
緑

自
然

釉

16
堀

1
信

楽
焼

甕
体

部
―

―
―

灰
褐

良
15

C
外

面
：

指
頭

痕
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弥
生
時
代
土
器
観
察
表

報
告

N
o.

出
土

位
置

種
　

別
器

　
種

残
存

部
位

法
　

量
（

㎝
）

胎
　

土
色

　
調

焼
成

調
　

整
備

　
考

口
　

径
底

　
径

器
　

高
外

　
面

内
　

面
外

　
面

内
　

面

28
16

A
弥

生
土

器
甕

口
縁

～
胴

部
－

－
－

や
や

密
・

石
英

、
長

石
を

少
量

含
む

。
浅

黄
浅

黄
橙

普
通

口
唇

部
：

沈
線

（
斜

位
）、

 
胴

部
：

沈
線

（
斜

位
も

し
く

は
横

位
）

ヨ
コ

ナ
デ

天
王

山
式

29
16

B
弥

生
土

器
甕

口
縁

～
胴

部
－

－
－

や
や

密
・

石
英

、
長

石
を

中
量

含
む

。
に

ぶ
い

黄
橙

橙
良

口
唇

部
：

キ
ザ

ミ
、

口
縁

部
：

ハ
ケ

（
横

位
）、

頸
部

：
ハ

ケ
（

縦
位

）
口

唇
部

：
キ

ザ
ミ

、 
口

縁
部

：
沈

線
（

横
位

）、
ヨ

コ
ナ

デ
天

王
山

式
、

34
と

同
一

個
体

30
16

A
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
－

－
－

や
や

粗
・

石
英

、
長

石
を

少
量

含
む

。
に

ぶ
い

黄
褐

色
に

ぶ
い

黄
橙

普
通

ハ
ケ

（
縦

位
）

羽
状

縄
文

小
松

式

31
17

B
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
－

－
－

や
や

密
・

石
英

、
長

石
、

雲
母

を
中

量
含

む
。

灰
黄

褐
灰

黄
褐

普
通

ナ
デ

ナ
デ

天
王

山
式

32
16

B
弥

生
土

器
甕

？
胴

部
－

－
－

や
や

粗
・

雲
母

を
中

量
、

石
英

、
長

石
を

少
量

含
む

。
灰

黄
褐

褐
灰

良
重

菱
形

文
ナ

デ
天

王
山

式

33
16

B
弥

生
土

器
鉢

？
口

縁
部

－
－

－
密

・
石

英
、

長
石

、
雲

母
を

少
量

含
む

。
に

ぶ
い

黄
橙

に
ぶ

い
黄

橙
良

沈
線

（
横

位
）、

縄
文

L
R

（
横

位
）

ナ
デ

天
王

山
式

34
16

B
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
－

－
－

や
や

密
・

石
英

、
長

石
を

微
量

含
む

。
に

ぶ
い

黄
橙

に
ぶ

い
黄

褐
良

口
唇

部
：

キ
ザ

ミ
、

ハ
ケ

（
横

位
）

沈
線

（
横

位
）、

ナ
デ

天
王

山
式

、
29

と
同

一
個

体

35
16

B
弥

生
土

器
甕

胴
部

－
－

－
密

・
石

英
、

長
石

を
少

量
含

む
。

灰
黄

褐
褐

灰
良

沈
線

（
斜

位
）

ナ
デ

天
王

山
式

36
17

B
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
－

－
－

密
・

石
英

、
長

石
、

雲
母

を
少

量
含

む
。

に
ぶ

い
黄

褐
に

ぶ
い

黄
橙

普
通

口
唇

部
：

縄
文

L
R

（
横

位
）、

ハ
ケ

（
縦

位
）

ハ
ケ

（
横

位
）

小
松

式

37
16

B
弥

生
土

器
甕

胴
部

－
－

－
や

や
密

・
石

英
、

長
石

を
微

量
含

む
。

明
赤

褐
色

灰
黄

褐
色

普
通

ハ
ケ

（
縦

位
）

斜
行

短
線

文
（

2
段

、
反

転
）、

ナ
デ

小
松

式

38
16

・
17

B
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
<

18
.2

0>
－

（
3.

15
）

や
や

粗
・

長
石

を
少

量
含

む
。

暗
褐

明
褐

不
良

口
縁

部
：

ヨ
コ

ナ
デ

、 
頸

部
：

ハ
ケ

（
縦

位
）

刺
突

文
（

2
段

）
小

松
式

（
終

末
期

）

39
16

B
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
－

－
－

や
や

密
・

石
英

、
長

石
を

中
量

含
む

。
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

不
良

口
唇

部
：

沈
線

（
横

位
）、

ナ
デ

斜
行

短
線

文
（

2
段

）
炭

化
物

付
着

、
小

松
式

40
15

B
弥

生
土

器
甕

頸
部

－
－

－
や

や
粗

・
石

英
、

長
石

を
少

量
含

む
。

に
ぶ

い
黄

橙
に

ぶ
い

黄
橙

良
ハ

ケ
（

縦
位

）、
ナ

デ
ハ

ケ
（

横
位

）
小

松
式

41
16

B
弥

生
土

器
甕

胴
部

－
－

－
密

・
長

石
を

中
量

含
む

。
浅

黄
橙

に
ぶ

い
黄

橙
普

通
沈

線
（

横
位

・
斜

位
）、

 
縄

文
L
R

（
斜

位
）、

刺
突

文
ナ

デ
宇

津
ノ

台
式

42
16

B
弥

生
土

器
甕

or
壺

胴
部

－
－

－
や

や
粗

・
石

英
、

長
石

を
中

量
、

雲
母

を
微

量
含

む
。

灰
黄

褐
褐

灰
普

通
沈

線
（

横
位

）
ナ

デ
宇

津
ノ

台
式

43
16

B
弥

生
土

器
甕

口
縁

部
－

－
－

や
や

密
・

石
英

、
長

石
、

雲
母

、
小

砂
利

を
中

量
含

む
。

橙
橙

普
通

ハ
ケ

（
斜

位
）

ナ
デ

北
陸

系
統

44
16

B
弥

生
土

器
甕

胴
部

－
－

－
や

や
密

・
石

英
、

長
石

を
少

量
含

む
。

褐
明

褐
普

通
ハ

ケ
（

縦
位

）
ハ

ケ
（

横
位

）
北

陸
系

統

45
17

A
弥

生
土

器
甕

頸
～

胴
部

－
－

－
密

・
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縄文・弥生時代石器観察表

報告 No. 出土位置 出土層位 器　種 石　材
法　　量

欠　損
長　さ（㎜） 幅（㎜） 厚　さ（㎜） 重　量（g）

58 16A Ⅱ層 石鏃 頁岩 18.7 8.9 3.1 0.29 完形

59 17A Ⅱ層 石鏃 頁岩 20.1 18.6 3.5 0.37 完形

60 17B Ⅱ層 石鏃 頁岩 22.9 6.8 3.5 0.45 完形

61 16B Ⅱ層 石鏃 頁岩 （20.6） （11.6） 3.8 0.56 基部

62 17B Ⅱ層 石鏃 頁岩 29.5 16.0 7.6 1.25 完形

63 17B Ⅱ層 石鏃 頁岩 （25.5） 15.6 4.8 1.01 基部

64 16B Ⅱ層 石鏃 鉄石英（赤玉） （23.6） 25.6 6.7 2.06 先端・基部

65 17B Ⅱ層 石鏃 頁岩 37.4 11.6 4.3 1.17 完形

66 17B Ⅱ層 石鏃 頁岩 （30.9） 17.0 4.7 1.28 先端

67 17B Ⅱ層 石鏃 頁岩 23.8 15.9 5.4 1.21 完形

68 15B Ⅱ層 石鏃 頁岩 21.5 16.6 3.3 1.00 完形

69 17B Ⅱ層 石鏃 頁岩 （18.5） 13.4 4.4 0.70 先端

70 16A Ⅱ層 石鏃 頁岩 31.4 18.5 3.8 1.63 完形

71 16B Ⅱ層 石鏃 頁岩 （20.0） （10.7） 4.9 0.64 基部

72 17B Ⅱ層 石鏃 頁岩 （18.0） （8.8） （3.8） 0.30 基部

73 15B Ⅱ層 石錐 頁岩 26.8 （14.3） 3.7 0.79 基部

74 16B Ⅱ層 石錐 頁岩 30.2 14.2 5.6 1.65 完形

75 16B Ⅱ層 石錐 頁岩 33.6 9.0 6.0 1.58 完形

76 16B Ⅱ層 石錐 頁岩 32.4 8.0 5.6 1.11 完形

77 17B Ⅱ層 石槍 頁岩 （20.5） （30.6） 9.0 4.70 先端・基部

78 16A Ⅱ層 石槍 頁岩 （92.5） 22.0 13.7 21.01 基部

79 16B Ⅱ層 石匙 頁岩 （44.8） （38.3） 19.0 18.24 刃部

80 16B Ⅱ層 箆状石器 鉄石英（黄玉） （75.2） 52.6 23.7 99.00 基部

81 17A Ⅱ層 箆状石器 頁岩 147.1 49.0 23.5 160.00 完形

82 SX2 Ⅱ層 不定形石器 頁岩 58.9 30.3 9.7 43.45 完形

83 16A Ⅱ層 不定形石器 頁岩 83.0 30.2 11.0 16.70 完形

84 16B Ⅱ層 不定形石器 頁岩 78.2 51.0 21.8 41.09 完形

85 17A Ⅱ層 不定形石器 頁岩 64.4 36.5 7.2 13.24 完形

86 15A Ⅱ層 不定形石器 頁岩 56.5 42.3 10.6 21.08 完形

87 16A Ⅱ層 不定形石器 頁岩 50.1 46.7 13.4 21.12 完形

88 16B Ⅱ層 不定形石器 頁岩 89.1 81.7 20.4 88.54 完形

89 16A Ⅱ層 不定形石器 頁岩 （70.6） （27.4） （26.5） 21.92 左半

90 16A Ⅱ層 不定形石器 頁岩 74.1 87.0 21.4 72.14 完形

91 15A Ⅱ層 不定形石器 頁岩 （45.0） 23.4 10.3 9.75 上半

92 15A Ⅱ層 不定形石器 頁岩 28.0 25.0 7.3 4.19 完形

93 16D Ⅱ層 不定形石器 頁岩 29.8 27.9 9.1 5.50 完形

94 16A Ⅱ層 不定形石器 頁岩 18.0 25.5 4.3 1.83 完形

95 17B Ⅱ層 不定形石器 頁岩 （10.5） （28.1） 5.5 1.31 上半

96 17A Ⅱ層 不定形石器 頁岩 （18.5） （14.9） 8.6 3.53 上半

97 16A Ⅱ層 不定形石器 頁岩 （17.4） （11.8） （7.7） 0.89 上半

98 一括 表土 石核 頁岩 35.3 83.6 18.8 43.00 原石

99 16B Ⅱ層 石核 頁岩 25.5 43.8 25.5 58.62 －

100 16B Ⅱ層 石核 頁岩 17.4 50.2 50.8 41.59 －

101 16B Ⅱ層 石核 頁岩 37.2 52.2 47.4 76.37 －

102 16B Ⅱ層 石核 鉄石英（赤玉） 35.6 45.5 14.3 21.59 －

103 16B Ⅱ層 石核 頁岩 42.0 94.6 54.0 170.10 －

104 17A Ⅱ層 石核 頁岩 21.5 56.4 30.8 29.56 －

105 16B Ⅱ層 石核 鉄石英（赤玉） 20.5 34.0 32.5 19.75 －

106 16B Ⅱ層 石核 黒曜石 34.6 18.0 23.2 11.14 －

107 16A Ⅱ層 石核 頁岩 54.6 64.8 23.4 60.64 －

108 16A Ⅱ層 石核 頁岩 55.6 59.3 15.5 38.26 －

109 16B Ⅱ層 磨製石斧 輝緑岩 （48.3） 47.4 29.6 75.81 基部

110 16B Ⅱ層 磨製石斧 輝緑岩 87.0 51.2 28.6 209.00 完形

111 SX2 Ⅱ層 石錘 粗粒凝灰岩 103.2 76.2 18.8 213.00 完形

112 17B Ⅱ層 石錘 頁岩 88.6 69.8 14.7 130.20 完形

113 16A Ⅱ層 石錘 粗粒凝灰岩 （62.4） （84.8） 22.8 103.30 半

114 16B Ⅱ層 石錘 粗粒凝灰岩 （65.5） （74.0） 23.6 96.80 半

115 16A Ⅱ層 砥石 粗粒凝灰岩 79.6 （110.5） 22.0 192.50 左部分

116 16B Ⅱ層 台石 アプライト 118.9 162.2 46.1 1393.00 完形

117 16A Ⅱ層 磨石類 粗粒凝灰岩 （92.9） 63.2 48.1 458.00 上半

118 16B Ⅱ層 磨石類 閃緑岩 136.9 49.2 59.8 426.00 完形

119 16A Ⅱ層 磨石類 閃緑岩 109.2 89.2 41.8 526.00 完形

120 16B Ⅱ層 磨石類 粗粒凝灰岩 144.1 72.3 37.9 422.00 完形

121 17A Ⅱ層 磨石類 石英斑岩 （79.9） 65.1 30.0 239.00 上半

122 P1004 Ⅱ層 磨石類 粗粒凝灰岩 （74.2） 58.9 30.9 131.50 上半

銭貨観察表

報告 No. 種　別 器　種
出土位置 法　量

初鋳年 王朝名 備　考
グリッド 長さ（㎝） 幅（㎝） 厚み（㎝） 重量（g）

17 銭貨 熈寧元寳 2 区 16A 2.44 2.43 0.13 2.79 1068 北宋 楷書
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松陰東遺跡　遺構全体図 図 版 1

4

3

5

6

7

8

9

10

11

12

13

A B C D E

試掘 66T

試掘 69T

試掘 70T

（1：400） 10m0



図 版 2 松陰東遺跡　遺構分割図（1）
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松陰東遺跡　遺構分割図（2） 図 版 3
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図 版 4 松陰東遺跡　遺構分割図（3）
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松陰東遺跡　掘立柱建物遺構実測図　SB11 図 版 5

SB11P1 
１．オリーブ黒色土（5Y3/1） しまり普通、粘性やや強い。炭化物（１～５mm）を微量、灰色シルトブロック（５～20mm）を含む。鉄分沈着。 
２．オリーブ黒色土（7.5Y3/1） しまり普通、粘性強い。炭化物（１～５mm）、灰色シルトブロック（２～５mm）を微量含む。鉄分沈着。 
３．オリーブ黒色土（5Y3/1） しまり普通、粘性強い。炭化物（１～５mm）を微量、灰色シルトブロック（10～20mm）を含む。鉄分沈着。 
 
SB11P2 
１．オリーブ黒色土（5Y3/1） しまりやや強く、粘性強い。炭化物（１～15mm）を微量、灰色シルトブロック（５～20mm）を含む。鉄分沈着。 
２．オリーブ黒色土（5Y3/2） しまり普通、粘性強い。炭化物（５～10mm）、灰色シルトブロック（５～10mm）、黒色砂質シルトブロック（５～30mm）を微量含む。鉄分沈着。 
３．灰色土（5Y4/1） しまりやや強く、粘性強い。炭化物（１～10mm）を微量、オリーブ黒色シルトブロック（100mm）を含む。鉄分沈着。 
 
SB11P3 
１．オリーブ黒色土（5Y3/1） しまりやや強く、粘性強い。 
 炭化物（１～５mm）を微量、灰オリーブ色砂質シルトブロック（５～20mm）、黒色砂質シルトブロック（10mm）を微量含む。 
２．オリーブ黒色土（5Y3/1） しまり普通、粘性強い。黒色シルトブロック（１～10mm）、灰オリーブ色砂質シルトブロック（10～30mm）を微量含む。 
３．オリーブ黒色土（7.5Y3/2） しまり普通、粘性強い。オリーブ黒色シルトブロック（２～15mm）を微量含む。 
 
SB11P4 
１．オリーブ黒色土（5Y3/1） しまり普通、粘性強い。炭化物（１㎜）を微量、黒色シルトブロック（10㎜）を微量、灰色砂質シルトブロック（５㎜）を含む。 
２．オリーブ黒色土（5Y3/1） しまり普通、粘性強い。黒色シルトブロック（３～７㎜）を微量、灰色砂質シルトブロック（２～20㎜）を少量含む。 
 
SB11P5 
１．黒褐色土（2.5Y3/2） しまり普通、粘性強い。灰オリーブ色砂質シルトブロック（５～10㎜）を少量含む。 
２．黒褐色土（2.5Y3/2） しまり普通、粘性強い。灰オリーブ色砂質シルトブロック（７～40㎜）を多量含む。 
 
SB11P6 
１．黄灰色土（2.5Y4/1） しまり普通、粘性強い。暗灰黄色砂質シルトブロック（10～50㎜）を多量含む。 
２．暗灰黄色砂質土（2.5Y4/2） しまり普通、粘性強い。黒色シルトブロック（10～20㎜）を少量含む。 
 
SB11P7 
１．黒褐色土（2.5Y3/1） しまり普通、粘性強い。 
２．暗灰黄色砂質土（2.5Y5/2） しまり普通、粘性やや弱い。黒褐色シルトブロック（10～30㎜）を含む。 
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１．オリーブ黒色土（5Y2/2） 
しまりやや強く、粘性強い。炭化物（２
～10mm）、灰オリーブ色シルトブロック
（20mm）、黒色シルトブロック（15mm）
を微量含む。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（２～
10mm）、黒色シルトブロック（20mm）
を微量含む。 

３．灰色土（7.5Y4/1） 
しまり普通、粘性強い。黒色シルトブロッ
ク（２～15mm）、暗黄灰色シルトブロッ
ク（５～30mm）を含む。 

１．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまりやや強く、粘性強い。炭化
物（１mm）、黒色シルトブロッ
ク（５～10mm）を微量、灰オリー
ブ色シルトブロック（３～10mm）
を含む。 

１．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまりやや強く、粘性強い。炭
化物（２～20mm）、灰オリー
ブ色シルトブロック（５mm）、
黒褐色シルトブロック（10mm）
を微量含む。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。オリー
ブ黒色シルトブロック（10mm）
を微量含む。 

１．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまりやや強く、粘性強い。灰色シ
ルトブロック（２～20mm）、黒色シ
ルトブロック（５～15mm）、炭化物
（３mm）を微量含む。 

２．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまりやや強く、粘性強い。黒色シ
ルトブロック（２～10mm）、灰色シ
ルトブロック（１～５mm）、炭化物
（１mm）を微量含む。 

３．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（５
mm）、灰オリーブ色シルトブロック
（３～10mm）を微量含む。 

４．暗灰黄色砂質土（2.5Y4/2） 
しまり普通、粘性やや強い。黒色シ
ルトブロック（２～10mm）を微量含
む。 
 

１．オリーブ黒色土（7.5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（5～
10mm）、オリーブ灰色シルトブロッ
ク（5～20mm）を微量含む。 

１．オリーブ黒色土（5Y3/2） 
しまりやや強く、粘性強い。
炭化物（1～5mm）、灰オ
リーブ色砂質シルトブロッ
ク（20～60mm）、黒色シ
ルトブロック（10mm）を
微量含む。鉄分沈着。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。黒
色シルトブロック（1～
10mm）、灰オリーブ色砂
質シルトブロック（2～
70mm）を含む。鉄分沈着。 

３．オリーブ黒色土（5Y3/2） 
しまり普通、粘性強い。黒
色シルトブロック（5～
10mm）を微量含む。鉄分
沈着。 

１．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（1～8mm）を微量、
灰色シルトブロック（1～2mm）を少量含む。鉄
分沈着。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。黒色シルトブロック（3
～10mm）、灰色シルトブロック（1～10mm）を
含む。鉄分沈着。 

３．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。黒色シルトブロック
（25mm）、灰オリーブ色砂質シルトブロック（20mm）
を含む。鉄分沈着。 

４．灰オリーブ色土（5Y5/2） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（1～3mm）微量を、
灰色シルトブロック（30mm）を含む。鉄分沈着。 

１．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（1～
5mm）、灰色砂質シルトブロック（1
～10mm）を微量含む。鉄分沈着。 
 

１．灰オリーブ色砂質土（5Y5/3） 
しまり強く、粘性弱い。黒褐色シルトブロック（１
～10mm）を含む。  

２．暗灰黄色土（2.5Y4/2） 
しまりやや強く、粘性強い。炭化物（0.5mm）を
微量、オリーブ黄色砂質シルトブロック（10～
20mm）を含む。 

３．黒褐色土（2.5Y3/2） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（0.5～１mm）を
微量、オリーブ黒色シルトブロック（２～20mm）
を含む。 

１．灰褐色土（7.5YR4/2） 
しまり普通、粘性やや強い。黄灰色シルトブロック（10mm）を少量
含む。  

２．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまり普通、粘性やや強い。 

３．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまり普通、粘性やや強い。灰色砂質シルトブロック（５mm）を微
量含む。 

４．黒色土（2.5Y2/1） 
しまり普通、粘性普通。 
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１．黒褐色砂質土（2.5Y3/2） 
しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（0.5～20㎜）、黄灰色シルトブロック（10～150㎜）
を多量、灰黄色砂質シルトブロック（１～20㎜）を少量含む。 

２．黒褐色砂質土（2.5Y3/1） 
しまり普通、粘性やや強い。炭化物（0.5～２㎜）を少量含む。 

３．黒褐色砂質土（2.5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（0.5～５㎜）、黄灰色砂質シルトブロック（１～10㎜）
を含む。 

４．黒褐色砂質土（2.5Y3/2） 
しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（0.5～10㎜）を微量含む。 

５．黒褐色砂質土（2.5Y3/2） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（0.5～２㎜）を少量、暗灰黄色砂質シルトブロック（３
～20㎜）を含む。 

６．黒褐色砂質土（2.5Y3/1） 
しまりやや弱く、粘性強い。炭化物（１～３㎜）、暗灰黄色砂質シルトブロック（１～
20㎜）を微量含む。 

１．黄灰色土（2.5Y4/1） 
しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（１～10mm）、暗灰黄色砂
質シルトブロック（２～15mm）を含む。鉄分沈着。 

２．黄灰色土（2.5Y4/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（２～10mm）を少量、暗灰黄色砂質
シルトブロック（20mm）、黒色シルトブロック（20～40mm）を含む。
鉄分沈着。 

３．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（１～７mm）を少量、黒色砂質シル
トブロック（５～50mm）、暗灰黄色砂質シルトブロック（５～15mm）
を含む。 

４．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（１～10mm）を少量、暗灰黄色シル
トブロック（10mm）を少量含む。 

１．灰色土（5Y4/1） 
しまり普通、粘性強い。灰オリーブ色砂質シル
トブロック（５～40mm）、黒色シルトブロッ
ク（５～20mm）を微量含む。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。灰色シルトブロック（５
～10mm）、灰オリーブ色砂質シルトブロック（５
mm）、黒色シルトブロック（10mm）を微量含
む。 

３．灰色土（5Y4/1） 
しまり普通、粘性普通。灰オリーブ色砂質シル
トブロック（15～60mm）、灰色シルトブロッ
ク（10mm）を含む。 

１．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（１～10mm）、 
黒色シルトブロック（５～20mm）を微量、灰
色砂質シルトブロック（５～50mm）を多量含む。 

１．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（1～3㎜）を少量、
黒色シルトブロック（５～100㎜）灰オリーブ色
砂質シルトブロック（５～80㎜）を含む。 

１．黒褐色土（2.5Y3/2） 
しまりやや強く、粘性普通。炭化物（１～35mm）
を少量含む。 
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１．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（３㎜）を
微量、灰オリーブ色砂質シルトブロック（５～20㎜）
を含む。 

２．暗灰黄色砂質土（2.5Y5/2） 
しまり普通、粘性弱い。炭化物（１㎜）を微量、黒
褐色シルトブロック（３～20㎜）を含む。 

１．オリーブ黒色土（5Y3/1） 
しまりやや強く、粘性強い。灰色シルトブ
ロック（５～15mm）、黒色シルトブロッ
ク（１～70mm）、木質（１～10mm）を
微量含む。鉄分沈着。 

１．オリーブ黒色土（5Y3/2） 
しまり普通、粘性強い。鉄分沈着。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/2） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（２mm）
を微量、黒色シルトブロック（２～10mm）
を少量、灰色シルトブロック（１～５mm）
を微量含む。 

１．黄灰色土（2.5Y4/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（１mm）、
黒色シルトブロック（５mm）を微量、灰
色シルトブロック（２～20mm）を少量含む。
鉄分沈着。 

１．黄灰色土（2.5Y4/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（１～２
mm）、黒色シルトブロック（５mm）、
灰オリーブ色シルトブロック（１～３mm）
を微量含む。鉄分沈着。 

１．黒色土（2.5Y2/1） 
しまり強く、粘性普通。黄褐色砂質シルト
ブロック（10～50mm）を多量含む。 

１．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまり強く、粘性やや強い。炭化物（１～
10mm）を微量、灰オリーブ色砂質シルト
ブロック（20～150mm）を多量含む。 

１．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまりやや強く、粘性やや強い。黄灰色シ
ルトブロック（20mm）を含む。 

２．黒褐色土（2.5Y3/2） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（１～５mm）
を微量、暗灰黄色砂質シルトブロック
（60mm）、黄灰色シルトブロック（40mm）
を含む。 

１．黒褐色土（2.5Y3/2） 
しまり強く、粘性やや強い。 

２．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（0.5～15㎜）を微量含む。 

３．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。灰オリーブ色砂質シルトブロック（10～40㎜）を多量
含む。 

SD31　第1セクション 
１．オリーブ黒色土（５Y3/2） 
しまりやや強く、粘性やや強い。黒色シルトブロック（10～20㎜）を
少量、灰オリーブ色砂質シルトブロック（５～15㎜）を含む。 

 
 
 
SD31　第3セクション 
１．オリーブ黒色土（５Y3/2） 
しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（１～２㎜）を微量、黒色シ
ルトブロック（７～15㎜）を微量、灰オリーブ色砂質シルトブロック
（５～25㎜）を含む。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/2） 
しまり普通、粘性強い。灰色砂質シルトブロック（20㎜）を含む。 

SD20　第1セクション 
１．灰色土（5Y4/1） 
しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（0.5～５mm）を少量、灰オリーブ色砂質シルトブロック（３～20mm）を含む。
鉄分沈着。 

 
 
SD20　第2セクション 
１．黒褐色土（2.5Y3/2） 
しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（10㎜）を微量、灰黄色砂質シルトブロック（10㎜）を微量含む。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/1）しまり普通、粘性強い。 
３．黄灰色土（2.5Y4/1）しまり普通、粘性やや強い。 
４．黄灰色土（2.5Y4/1）しまり普通、粘性強い。 
５．灰色土（5Y4/1） 
しまり普通、粘性強い。黒褐色シルトブロック（10㎜）を少量、灰オリーブ色砂質シルトブロック（10～25㎜）を含む。 

１．黒褐色焼土（2.5Y3/1） 
しまりやや強く、粘性弱い。炭化物（２mm）
を微量含む。鉄分沈着。 

２．オリーブ黒色砂質土（5Y3/2） 
しまりやや強く、粘性普通。炭化物（１～４mm）
を微量、灰オリーブ色シルトブロック（10～
70mm）を含む。 
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図 版 10 松陰東遺跡　遺物実測図（2）

37

38

40

41

44

47

50 51

48

46

49

45

39

42

43

52 53 54 55

（1：3） 10cm050・51（1：5） 20cm0 52～55（2：3） 5cm0



中曽根遺跡　遺構全体図 図 版 11
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中曽根遺跡　遺構分割図（1） 図 版 12
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図 版 13 中曽根遺跡　遺構分割図（2）
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中曽根遺跡　遺構分割図（3） 図 版 14
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図 版 15 中曽根遺跡　遺構分割図（4）
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中曽根遺跡　掘立柱建物・土坑・溝実測図　SB106、SK338、SD334 図 版 16
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SB106P2 
１．黄灰色土（2.5Y4/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（１～10mm）を少量、灰オリー

ブ色シルトブロック（10～50mm）を中量、黒褐色シルトブロック（10～60mm）を
少量含む。 

２．灰色土（7.5Y5/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（５mm）を微量、黄灰色シルト
ブロック（40mm）を微量含む。 

SB106P3 
１．灰色土（5Y4/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（0.5mm以下）を微量、灰オリーブ
色シルトブロック（10～40mm）を少量含む。 

２．灰色土（7.5Y5/1）しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（１mm）を微量含む。 
３．灰オリーブ色土（7.5Y5/2）しまり普通、粘性強い。 
SB106P4 
１．灰オリーブ色土（5Y4/2）しまり強く、粘性やや強い。黒色シルトブロック（10～60mm）
を多量含む。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/2）しまり普通、粘性強い。灰色シルトブロック（10mm）を
微量含む。 

３．灰色土（7.5Y5/1）しまり普通、粘性強い。黒褐色シルトブロック（20mm）を微量
含む。 

SB106P5 
１．灰色土（7.5Y5/1）しまり強く、粘性やや強い。炭化物（１～30mm）を微量含む。 
SB106P6 
１．灰色土（7.5Y5/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（１～30mm）を少量、灰色シル
トブロック（20～50mm）を中量含む。 

２．灰色土（7.5Y5/1）しまり普通、粘性強い。灰色シルトブロック（15mm）を中量含む。 
 

SB106P7 
１．灰色土（7.5Y5/1）しまり強く、粘性やや強い。炭化物（0.5以下～25mm）を中量、
オリーブ黒色シルトブロック（20mm）を微量含む。 

２．灰色土（5Y4/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（0.5以下～25mm）を少量含む。 
３．灰色土（7.5Y5/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（0.5mm以下）を微量含む。 
SB106P8 
１．オリーブ黒色土（5Y3/1）しまりやや強く、粘性やや強い。灰オリーブ色シルトブロッ
ク（10mm）を微量含む。 

２．灰色土（5Y5/1）しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（５～10mm）を微量、灰
色シルトブロック（30～60mm）を少量含む。 

 
SK338 
１．灰オリーブ色土（7.5Y5/2）しまり普通、粘性強い。炭化物（１～10mm）を少量、
灰色シルトブロックを少量含む。 

 
SD334　第1セクション 
１．黄灰色土（2.5Y4/1）しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（0.5以下～20mm）を少量
含む。 

２．灰オリーブ色土（5Y5/2）しまりやや強く、粘性やや強い。灰色シルトブロック（40mm）
を微量含む。 

SD334　第3セクション 
１．黄灰色土（2.5Y4/1）と灰オリーブ色土（5Y5/2）が斑状に混ざる。しまりやや強く、
粘性強い。炭化物（0.5以下～５mm）を少量含む。 

SB106P2 SB106P4

SB106P8

SB106P3

SB106P7 SD334a

SB106

SB106P5

SB106P6 SK338 SD334c

（1：40） 2m0
断面図 

（1：100） 5m0
平面図/エレベーション図 



図 版 17 中曽根遺跡　掘立柱建物・柱穴列実測図　SB366、SA5・397

1
a a' 3.5ｍ 2

3 1

a a' 3.5ｍ 

1

2

3

a a' 3.5ｍ 1

2

3

a a' 3.4ｍ 

1

22

a a' 3.5ｍ 

SB366P3

SB366P4

SB366P5SB366P6

21F
22G

P370

P372

P369

SB366P7

SB366P8

SB366P1

SB366P2

P367

P368

a

a'

a
a'

a

a'
a

a'

a
a'

a

a'

a
a'

A
A
'

A
A
'
3.5ｍ

 

B
B'

C
C
'

D
D'

（投影） 
SB366P8

（
投
影
）
 

S
B
36
6P
4

SB366P3SB366P1

SB366P6

S
B
366P

6

S
B
36
6P
5

S
B
36
6P
3

S
B
366P

2
S
B
366P

1

SB366P5

D D' 3.5ｍ 

C
C
'
3.
5ｍ
 BB'3.5ｍ 

1

a a' 3.4ｍ 

1 22

3

a a' 3.5ｍ 

11

2
2

a a' 3.5ｍ 

12
2

a a' 3.4ｍ 

2
3

3

1

a a' 3.4ｍ 

12 2

1

a a' 3.3ｍ 

2
2
1

3

a a' 3.3ｍ 

SA5P6SA5P6

SA397P2

SX278

P279

SA397P1
SA5P5

P389

SA5P4

P388

SA5P3

SA5P2

SA5P1

14E

14F

15F

15G

a
a'

a
a'

a
a'

a
a'

a

a'

a

a'

A
A
'

B

B
'

A
A
'
3.
5ｍ
 

B
B
'
3.5ｍ

 

S
A
5P
6

S
A
5P
5

S
A
5P
4

S
A
5P
3

S
A
5P
2

S
A
5P
1

S
A
397P

2
S
A
397P

1

SB366P1 
１．灰オリーブ色土（5Y4/2）しまり普通、粘性普通。オリーブ黒色ブロック（0.5～１mm）を少量含
む。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/1）しまり強く、粘性やや強い。炭化物（１mm）を微量、灰色シルトを斑
状に中量含む。 

３．灰オリーブ色土（5Y5/2）しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（0.5～１mm）を少量含む。 
P367 
１．灰オリーブ色土（5Y4/2）しまり強く、粘性普通。炭化物を微量含む。 
SB366P3 
１．オリーブ黒色土（5Y3/1）しまり普通、粘性やや強い。炭化物（１～5mm）を少量、灰色シルト（５
～20mm）を中量含む。 

SB366P4 
１．灰オリーブ色土（5Y5/2）しまりやや強く、粘性普通。炭化物（0.5mm）を微量、黒色シルトを斑
状に少量含む。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/1）しまり強く、粘性強い。炭化物（３～10mm）を少量、灰色シルトブロッ
クを含む。 

３．灰オリーブ色土（5Y5/2）しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（0.5～１mm）を少量含む。 
SB366P6 
１．灰色土（5Y5/1）しまり普通、粘性普通。炭化物（１～５mm）、黒色シルト（５～20mm）を少量
含む。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/1）しまりやや弱く、粘性やや強い。炭化物（0.5～２mm）を微量、灰色シ
ルト（10mm）を含む。 

３．灰色土（5Y5/1）しまりやや強く、粘性普通。オリーブ黒色ブロック（５～10mm）を少量含む。 
SB366P8 
１．オリーブ黒色土（5Y3/2）しまり強く、粘性弱い。炭化物（１～20mm）を少量、灰オリーブ色シ
ルトブロック（30～50mm）を中量含む。 

２．灰オリーブ色土（5Y5/2）しまり強く、粘性やや弱い。黒褐色シルトブロック（30mm）を少量含む。 

SA5P3 
１．灰色土（5Y4/1）しまり強く、粘性弱い。黒褐色シルトブロック（10～
200mm）を少量、炭化物（１mm）を微量含む。 

２．灰色土（7.5Y4/1）しまりやや強く、粘性やや強い。黄灰色シルトブロッ
ク（30～70mm）を中量含む。 

３．灰色土（7.5Y4/1）しまりやや強く、粘性やや強い。黒色シルトブロック
（20～40mm）を少量含む。 

SA5P4 
１．灰色土（5Y4/1）しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（１～10mm）を
微量、灰オリーブ色シルトブロック（10～100mm）を中量含む。 

２．灰色土（7.5Y6/1）しまり強く、粘性弱い。灰色シルトブロック（10～20mm）
を少量含む。 

SA5P5 
１．オリーブ黒色土（5Y3/1）しまり強く、粘性やや強い。炭化物（１mm）
を少量、灰オリーブ色シルトブロック（30～50mm）を少量含む。 

２．灰色土（7.5Y6/1）しまり強く、粘性弱い。黒色シルトブロック（20mm）
を少量含む。 

SA5P6 
１．オリーブ黒色土（5Y3/2）しまりやや強く、粘性やや強い。灰オリーブ
色シルトブロック（20mm）を微量含む。 

２．灰オリーブ色土（7.5Y5/2）しまり強く、粘性弱い。灰色シルトブロック
（100mm）が中央に入る。 

３．灰オリーブ色土（7.5Y5/2）しまり強く、粘性弱い。オリーブ黒色シルト
ブロック（30mm）を微量含む。 

SA397P1 
１．黒褐色土（2.5Y3/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（30mm）を微量、
灰色シルトブロック（20～40mm）を少量含む。 

２．灰色土（7.5Y4/1）しまり強く、粘性強い。黒色シルトブロック（40mm）
を微量含む。 

３．灰色土（10Y5/1）しまり普通、粘性強い。 
SA397P2 
１．オリーブ黒色土（5Y2/2）しまりやや強く、粘性やや強い。黒色シルト
ブロック（30mm）を微量含む。 

２．灰色土（7.5Y5/1）しまり強く、粘性やや強い。炭化物（10mm）を微量、
灰色シルトブロック（50～70mm）を中量含む。 

SB366P1SB366 P367 SB366P3

SB366P6 SB366P8SB366P4

SA5P3 SA5P4

SA5P5 SA5P6

SA397P2SA397P1

SA397・SA5

（1：40） 2m0
断面図 

（1：100） 5m0
平面図/エレベーション図 

（1：120） 6m0
平面図/エレベーション図 



中曽根遺跡　ピット・井戸・土坑実測図　P329・340・345・354・376・389・395、SE277・323、SK281・282・331 図 版 18
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SE277 
１．オリーブ黒色土（5GY2/1）しまり強く、粘性普通。炭化物（0.5
～１mm）を少量、灰色シルトブロック（１～10mm）を少量含む。 

２．灰色土（10Y4/1）しまり普通、粘性普通。炭化物（１～５mm）
を少量、灰白色シルトブロック（３mm）を少量含む。 

３．灰色土（10Y4/1）しまり普通、粘性やや強い。炭化物（５～10mm）
を微量、灰白色シルトブロックを斑状に中量含む。 

４．暗灰色土（N3/0）しまり普通、粘性やや強い。炭化物（0.5～30mm）
を多量に含む。 

５．暗オリーブ灰色土（5GY4/1）しまりやや強く、粘性強い。炭化
物（0.5～１mm）を少量、灰白色シルトブロックを斑状に少量含
む。 

６．オリーブ黒色土（10Y3/1）しまり普通、粘性やや強い。炭化物（１
～10mm）を微量、灰白色シルトブロック（５～30mm）を少量含
む。 

７．灰色土（7.5Y4/1）しまりやや弱く、粘性やや強い。炭化物（0.5
～１mm）を微量、黄白色シルトを一部斑状に含む。下部中央に
はオリーブ黒色粘質土ブロックを含む。 

８．灰色土（10Y5/1）しまりやや弱く、粘性強い。炭化物（0.5～１mm）
を少量含む。 

９．黒色土（N2/0）しまりやや弱く、粘性強い。灰色シルトブロック
を斑状に中量含む。 

10．灰色土（10Y6/1）しまりやや弱く、粘性強い。炭化物（0.5～１mm）
を微量、黒色土ブロック（１mm）を微量含む。上層より砂質。 

 
SE323 
１．黒色土（N2/0）しまり強く、粘性弱い。灰色シルトブロック（１
～５mm）を少量含む。 

２．オリーブ黒色土（5Y3/1）しまり強く、粘性普通。炭化物（0.5～
10mm）を少量、灰色シルトブロック（１～３mm）を少量含む。 

３．灰色土（5Y4/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（１～15mm）を
少量、灰色シルトブロック（１～２mm）を微量含む。 

４．灰色土（5Y4/1）しまり普通、粘性強い。灰・黄灰色シルトブロッ
ク（１～10mm）を中量、炭化物（１～５mm）を少量含む。 

５．灰色土（7.5Y4/1）しまりやや弱く、粘性やや強い。炭化物（１
～15mm）を中量、灰色シルトブロック（１～５mm）を少量含む。 

６．オリーブ黒色土（7.5Y2/2）しまり弱く、粘性非常に強い。炭化
物（１～３mm）を微量含む。 

７．灰色土（5Y5/1）しまりやや弱く、粘性やや強い。炭化物（５～
10mm）を微量、暗灰色シルトを一部斑状に含む。 

８．暗灰黄色土（2.5Y5/2）しまり普通、粘性やや強い。地山の砂粒
を少量含む。 

９．暗灰黄色土（2.5Y5/2）しまり普通、粘性やや強い。地山の砂粒
を中量、炭化物（0.5～１mm）を微量含む。 

10．灰色土（5Y5/1）しまり弱く、粘性強い。炭化物（0.5～１mm）

１．オリーブ黒色土（5Y3/1）しまりやや強く、
粘性普通。炭化物を中量含む。 

１．黒褐色土（2.5Y3/2）しまり普通、粘性強い。炭
化物（１～10mm）を少量、灰色シルトブロック
（20～30mm）を少量含む。 

１．オリーブ黒色土（5Y3/1）しまりやや強く、
粘性強い。炭化物（0.5以下～20mm）、灰オ
リーブ色シルトブロック（５～30mm）を少
量含む。 

２．灰色土（7.5Y4/1）しまり普通、粘性強い。
炭化物（１～10mm）を少量、黒褐色シルト
ブロック（20～50mm）を中量含む。 

１．黒褐色土（2.5Y3/1）しまり普通、粘性弱い。灰
色シルトブロック（10mm）を微量含む。 

１．灰色土（5Y5/1）しまりやや強く、粘性強い。炭化物（１
～５mm）を中量、オリーブ黒色シルトブロック（20mm）
を含む。 

２．灰色土（5Y5/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（10mm）
を多量、オリーブ黒色シルトブロック（20mm）を多量
含む。 

３．灰色土（5Y5/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（１～
20mm）を中量、灰色シルトブロックを斑状に含む。 

４．灰色土（5Y5/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（１～
10mm）を微量含む。 

１．灰色土（7.5Y5/1）しまりやや強く、粘性強い。
炭化物（１～３mm）を少量、黄灰色シルトブロッ
ク（20～40mm）を少量含む。 

２．黒褐色土（2.5Y3/2）しまり普通、粘性強い。炭
化物（0.5～30mm）を多量、灰色シルトブロッ
ク（20～70mm）を含む。 

３．灰色土（7.5Y5/1）しまり普通、粘性強い。炭化
物（0.5～10mm）を少量、黄灰色シルトブロッ
ク（100mm）を多量含む。 

１．黒褐色土（2.5Y3/2）しまりやや強く、粘性やや
強い。炭化物（0.5以下～20mm）を中量、灰色
シルトブロック（40mm）を含む。 

２．灰色土（5Y4/1）しまりやや強く、粘性やや強い。
炭化物（0.5以下～３mm）を少量、黄灰色シル
トブロック（30mm）を少量含む。 

３．灰色土（5Y4/1）しまり普通、粘性強い。炭化物
（0.5以下～25mm）を中量、黄灰色シルトブロッ
ク（50mm）を中量含む。 

１．褐灰色土（10YR4/1）しまり強く、粘性強い。
炭化物を多量、灰色シルトブロック（５～
10mm）を少量含む。 

２．褐灰色土（10YR5/1）しまりやや強く、粘性
やや強い。灰色シルトブロック（10mm）を
微量含む。 

１．黄灰色土（2.5Y4/1）しまりやや強く、粘性
弱い。炭化物を多量含む。 

１．灰色土（7.5Y5/1）しまり普通、粘性強い。
炭化物（0.5以下～5mm）を中量含む。 
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図 版 19 中曽根遺跡　土坑・溝性格不明遺構実測図　SK339・382、SD2・3・375、SX29
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１．オリーブ灰色シルト（2.5GY5/1） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。炭化物（１～20mm）を中量含む。 

３．灰色シルト（7.5Y5/1） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。炭化物（１～10mm）を少量、オリーブ黒色シルト（５mm）を微量含む。 
 

１．黒色土（5Y2/1） 
しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（１～20mm）を微量、灰オリー
ブ色シルトブロック（20～180mm）を多量含む。 

２．灰オリーブ色土（5Y5/2） 
しまり強く、粘性弱い。 

３．灰色土（5Y4/1） 
しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（１～30mm）を微量、灰色
シルトブロック（10～180mm）を中量含む。 

４．黒褐色土（2.5Y3/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（５～15mm）を微量、灰オリーブ色
シルトブロック（５～20mm）を少量含む。 

５．灰色土（7.5Y5/1） 
しまり普通、粘性強い。暗灰色シルトブロック（50mm）を中量含む。 

６．オリーブ灰色土（2.5GY5/1） 
しまり普通、粘性強い。炭化物（30mm）を微量、黒色シルトブロッ
ク（１～5mm）を斑状に多量含む。 

SD2　第1セクション １．灰オリーブ色土（5Y5/2）しまり強く、粘性弱い。炭化物（10～20mm）を少量含む。 
 ２．灰色土（10Y5/1）しまり強く、粘性やや弱い。 
SD2　第2セクション １．灰色土（5Y5/1）しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（１～10mm）を少量含む。 
 ２．灰色土（5Y4/1）しまり強く、粘性やや弱い。 
SD2　第3セクション １．灰色土（7.5Y5/1）しまり強く、粘性やや強い。炭化物（0.5以下～２mm）を微量含む。 
 

SD3　第1セクション １．灰色土（5Y4/1）しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（１～5mm）を微量、灰色シルトブロック（10～30mm）を少量含む。 
 ２．灰色土（5Y4/1）しまり強く、粘性やや強い。炭化物（３mm）を微量含む。 
SD3　第2セクション １．灰オリーブ色土（5Y5/2）しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（１～10mm）を少量含む。 
 ２．灰色土（7.5Y5/1）しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（５～10mm）を微量含む。 
SD3　第3セクション １．灰オリーブ色土（5Y4/2）しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（１～５mm）を少量含む。 
 ２．灰色土（7.5Y5/1）しまり強く、粘性やや弱い。炭化物（１mm）を微量含む。 

SD375　第1セクション １．灰色土（7.5Y5/1）しまり強く、粘性やや弱い。黒褐色シルトブロック（30mm）を微量含む。 
SD375　第2セクション １．灰色土（7.5Y5/1）しまり強く、粘性やや弱い。黒褐色シルトブロック（50mm）を微量含む。 
SD375　第3セクション １．灰オリーブ色土（5Y5/2）しまり強く、粘性やや弱い。オリーブ黒色シルトブロック（10～60mm）を中量含む。 

１．灰オリーブ色土（7.5Y5/2） 
しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（1～
10mm）を中量含む。 

（1：40） 2m0



中曽根遺跡　性格不明遺構実測図・自然流路断面図　SX272・278・394、SR1・2 図 版 20
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SX272　南北セクション 
１．灰オリーブ色土（7.5Y5/2） 
しまり強く、粘性弱い。炭化物（１～30mm）を微量、灰オリーブ色シルトブロック（20
～100mm）を中量含む。 

 
SX272　東西セクション 
１．灰色土（7.5Y5/1） 
しまり強く、粘性弱い。炭化物（５mm）を微量、灰色シルトブロック（20～100mm）
を少量含む。 
 

１．灰色土（7.5Y4/1） 
しまり強く、粘性弱い。炭化物（20mm）を微量、黒褐色シルト
ブロック（30～80mm）を少量含む。 

１．炭化物層 
黒色シルトブロック（10～20mm）を少量含む。 

１．灰色土（5Y5/1） 
しまり強く、粘性弱い。炭化物（１～20mm）を中量、灰白色シルトブロックを斑状に多量含む。 

２．灰オリーブ色土（5Y5/2） 
しまり強く、粘性弱い。炭化物（１～20mm）を微量、暗灰黄色シルトブロック（30～50mm）を少量含む。 

１．黒褐色土（2.5Y3/2）しまり強く、粘性やや強い。炭化物（１～10mm）を中量、灰オ
リーブ色シルトブロックを少量含む。 

２．黒褐色土（2.5Y3/1）しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（１～20mm）を中量、
暗灰黄色シルトブロック（１～50mm）を斑状に中量含む。 

３．黒褐色土（7.5YR2/1）しまりやや弱く、粘性やや強い。炭化物（0.5～10mm）を東側
では中量、灰黄色シルト（0.5～10mm）を微量含む。地点により混入物の量が変化す
る。 

４．黒褐色砂質シルト（2.5Y3/2）しまり普通、粘性強い。炭化物（１～30mm）を少量、
木の繊維を少量含む。 

５．灰オリーブ色土（5Y5/2）しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（５mm）を微量、
黄灰色シルトブロック（50～80mm）を中量、黒褐色粘質シルトブロック（10～50mm）
を中量含む。 

６．黄灰色砂質シルト（2.5Y4/1）しまりやや強く、粘性やや強い。炭化物（１～10mm）
を微量、灰オリーブ色シルトブロック（５～15mm）を微量、黒褐色粘質シルトブロッ
ク（10～30mm）を中量、木の繊維を少量含む。 

７．灰色砂質と灰色粘質シルトの互層（5Y4/1）しまり普通、粘性強い。黒褐色粘質シル
ト（5～50mm）を少量、木の繊維を少量含む。 

８．黒褐色粘質シルトに明黄褐色土と灰色砂質シルトを含んだ互層（10YR3/1・10YR6/6・
7.5Y4/1）しまり普通、粘性強い。炭化物（10～30mm）を微量、オリーブ灰色粘質シ
ルトブロック（40～60mm）を少量、木の繊維を微量含む。 

９．灰色土に明黄褐色土と灰白色砂質シルトが混ざる（7.5Y5/1・10YR6/6・5Y7/1）しま
り普通、粘性やや強い。木片と繊維を微量含む。 

10．褐灰色土（10YR5/1）しまりやや弱く、粘性やや弱い。炭化物（0.5～２㎜）、暗灰黄
色シルト（５～10㎜）を微量含む。 

11．灰白色砂・明黄褐色砂・黄灰色粘質シルトの互層（7.5Y8/1・10YR6/6・2.5Y5/1）し
まりやや弱く、粘性弱い。明黄褐色砂と黄灰色粘質シルトが混ざり、互層を成す。褐
灰色シルト（15～30mm）を微量、木片・繊維を少量含む。 

12．灰白砂・明黄褐色砂・黄灰色粘質シルトの互層（7.5Y8/1・10YR6/6・2.5Y5/1）しま
りやや弱く、粘性弱い。明黄褐色砂と黄灰色粘質シルトが混ざり、互層を成す。木片・
繊維を少量、褐灰色シルト（15～30mm）を微量含む。 

13．黒褐色粘質シルトと灰色砂質シルトの互層（2.5Y3/1・7.5Y4/1）しまり弱く、粘性や
や弱い。木片・繊維を多量含む。 

14．褐灰色シルト（10YR4/1）しまりやや弱く、粘性やや弱い。炭化物（0.5～２㎜）、暗
灰黄色シルト（５～10㎜）を微量含む。 

15．灰色粘質シルト（7.5Y5/1）しまり普通、粘性強い。暗オリーブ色砂質シルトブロッ
ク南側に多量、木の繊維を微量含む。 

16．灰色砂質シルト（5Y5/1）しまり普通、粘性強い。オリーブ黄色砂質シルトを中量、
木片・繊維を少量含む。 

17．灰色砂質シルト（10Y5/1）にオリーブ黄色粘質シルト（5Y6/3）が混ざる。しまりや
や弱く、粘性弱い。木片・繊維を多量含む。 

18．灰色砂質シルト（10Y5/1）しまり普通、粘性弱い。黒褐色シルトブロック、灰オリー
ブ色砂質シルトを中量、木片・繊維を少量含む。 
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図 版 21 中曽根遺跡　遺物実測図（1）
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中曽根遺跡　遺物実測図（2） 図 版 22
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図 版 23 中曽根遺跡　遺物実測図（3）
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大館跡　地籍図 図 版 24
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図 版 25 大館跡　調査区全体図（1）
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大館跡　調査区全体図（2） 図 版 26
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大館跡　土塁1断面　2区東西トレンチ、南北トレンチ1・2、南北セクション 図 版 27

a' 26.0ｍ 

I

石 

石 
2

24
29

30

31
a 17

b

c
d
e

f

14

a

I 2

3

41

35

4

5

14

25

根攪乱 

根攪乱 
I

2 7 
 

31

32

40

23

145

13

26

24

27
29

30

28

14

IIb
IIa

43

I

4

5

14

35

15

16

25
33

34

38

37

36
39

a a' 24.5ｍ 

攪乱 

I

① 

② 

③ 

a a' a' a'' 23.0ｍ 

a a' 25.0ｍ 

I

I

2

12

18

24 28

23

30

31

29

29
32

40
42

1

1 I

7

攪乱 

1918

21
20

22

2

6 7

10
11

7

8

9

2

SX2 
ａ．黄褐色土（10YR5/8） 
しまり弱く、粘性弱い。砂粒を中量、砂利・小石を少量、暗褐色土を微量含む。 

ｂ．暗褐色土（10YR3/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄褐色土を中量、砂利・小石を少量含む。 

ｃ．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、砂粒を微量、黄褐色土を微量、炭化物（１～３mm）を微量含む。 

ｄ．明褐色土（7.5YR5/8） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。黒褐色土を微量、灰白色土を微量含む。 

ｅ．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄褐色土を微量、炭化物（１～３mm）を微量、砂利・小石を微量、灰白色土を微量含む。 

ｆ．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。黄褐色土を中量、炭化物（１～３mm）を微量、砂利・小石を微量、灰白色土を微量含む。 

①．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。炭化物（１～３mm）を微量、灰白色土
ブロック（３～10mm）を微量、黄褐色土を微量、砂利・小石を微量含む。 

②．褐色土（10YR4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。にぶい黄色土ブロック（３～10mm）を
微量、黄褐色土ブロック（３～10mm）を微量、赤褐色土ブロック（３～
10mm）を微量、炭化物（１～３mm）を微量、砂利・小石を微量、黒褐色
土を微量含む。 

③．にぶい黄色土（2.5Y6/3） 
しまりやや強く、粘性やや強い。粘土ブロック（５～20mm）を中量、黄
褐色土ブロック（３～10mm）を微量含む。 

１．黄褐色土（10ＹＲ5/8） 
しまり弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量、暗褐色土を微量含む。 

２．黄褐色土（10ＹＲ5/8） 
しまり弱く、粘性やや弱い。暗褐色土を少量、砂利・小石を微量、灰白色土ブロックを含む。 

３．にぶい黄褐色土（10ＹＲ5/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。暗褐色土を少量、砂利・小石を微量を含む。 

４．明黄褐色土（10ＹＲ6/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石・灰白色土を少量、暗褐色土・黄褐色土を微量含む。 

５．黄褐色土（10ＹＲ5/8） 
しまり弱く、粘性弱い。砂粒を中量、砂利・小石を少量、暗褐色土を微量含む。 

６．暗褐色土（10ＹＲ3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石・黄褐色土を微量含む。 

７．黒褐色土（10ＹＲ2/2） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量、砂粒・黄褐色土・褐色土を微量含む。 

８．にぶい黄褐色土（10ＹＲ5/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石・暗褐色土を微量を含む。 

９．暗褐色土（10ＹＲ3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量、黄褐色土を微量含む。 

10．暗褐色土（10ＹＲ3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石・黄褐色土を微量含む。 

11．黒褐色土（10ＹＲ2/2） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石・黄褐色土を微量含む。 

12．暗褐色土（10ＹＲ3/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石・黄褐色土を微量含む。 

13．明黄褐色土（10ＹＲ6/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量、暗褐色土・灰白色土を微量含む。 

14．黄褐色土（10ＹＲ5/6） 
しまりやや強く、粘性弱い。砂利・小石を中量、黒褐色土を微量含む。 

15．黒褐色土（10ＹＲ2/2） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石・黄褐色土・褐色土を微量含む。 

16．にぶい黄色土（2.5Ｙ6/3） 
しまりやや強く、粘性やや強い。砂利・小石・黄褐色土・黒褐色土・褐色土・灰白色土を微量含む。 

17．黒褐色土（10ＹＲ2/2） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量、黄褐色土ブロックを微量含む。 

18．黒褐色土（10ＹＲ2/2） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量含む。 

19．暗褐色土（10ＹＲ3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄褐色土・砂利・小石を微量含む。 

20．黒褐色土（10ＹＲ2/2） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄褐色土を微量含む。 

21．褐色土（10ＹＲ4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量含む。 

22．暗褐色土（10ＹＲ3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量、黄褐色土・砂利・小石を微量含む。 

23．暗褐色土（10ＹＲ3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を多量、褐色土・灰白色土を微量含む。 

24．明黄褐色土（10ＹＲ6/6） 
しまりやや強く、粘性やや強い。砂利・小石を少量、褐色土・灰白色土を微量含む。 

25．黄褐色土（10ＹＲ5/6） 
しまりやや弱く、粘性弱い。砂利・小石を中量、暗褐色土を微量含む。 

26．黄褐色土（10ＹＲ5/6） 
しまりやや弱く、粘性弱い。砂粒を中量、砂利・小石を少量含む。 

27．暗褐色土（10ＹＲ3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄褐色土を少量、砂利・小石・灰白色土ブロックを微量含む。 

28．褐色土（10ＹＲ4/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石・黄褐色土を微量含む。 

29．暗褐色土（10ＹＲ3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄褐色土を中量、炭化物・砂利・小石を微量含む。 

30．明黄褐色土（10ＹＲ6/8） 
しまりやや弱く、粘性弱い。黒褐色土・灰白色土ブロックを微量含む。 

31．黒褐色土（10ＹＲ2/2） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量、砂粒・黄褐色土・褐色土を微量含む。 

32．黒褐色土（10ＹＲ2/2） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄褐色土を微量含む。 

33．褐色土（10ＹＲ4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量含む。 

34．黄褐色土（10ＹＲ5/6） 
しまりやや強く、粘性弱い。砂利・小石を少量、灰白色土を微量含む。 

35．褐色土（10ＹＲ3/4） 
しまりやや強く、粘性やや強い。黄褐色土を中量含む。 

36．にぶい黄褐色土（10ＹＲ5/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。暗褐色土を少量、砂利・小石・黒褐色土・灰白色土ブロックを微
量を含む。 

37．黒褐色土（10ＹＲ2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。炭化物・砂利・小石・灰白色土ブロックを微量含む。 

38．にぶい黄褐色土（10ＹＲ5/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。暗褐色土を少量、砂利・小石・黒褐色土を微量を含む。 

39．黄褐色土（10ＹＲ5/6） 
しまりやや強く、粘性弱い。砂利・小石・暗褐色土・灰白色土ブロックを微量含む。 

40．暗褐色土（10ＹＲ3/4） 
しまりやや強く、粘性やや強い。砂利・小石を少量、黄褐色土を微量含む。 

41．褐色土（10ＹＲ4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を中量、暗褐色土・灰白色土ブロックを少量含む。 

42．黒褐色土（10ＹＲ2/2） 
しまりやや強く、粘性やや強い。黄褐色土を微量含む。 

43．黒褐色土（10ＹＲ2/2） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。 

2区 南北トレンチ1（盛土層） 

土塁1 南北セクション 

2区 南北トレンチ2（土塁1） 

土塁1

2区 東西トレンチ（土塁1・SX2） 

SX2

（1：60） 3m0
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土塁2 
１．にぶい黄色土（2.5Y　6/3） 
しまりやや強く、粘性やや強い。明黄褐色土を中量、橙色土を少量、砂利・小石を微量含む。 

２．明褐色土（7.5YR　5/8） 
しまりやや強く、粘性やや強い。にぶい黄色土を中量、橙色土を少量、砂利・小石を微量含む。 

３．明黄褐色土（10YR　6/6） 
しまりやや弱く、粘性弱い。砂利・小石を多量、にぶい黄色土を微量、橙色土を微量含む。 

４．褐色土（10YR　4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。にぶい黄色土を微量、砂利・小石を微量、明黄褐色土を微量含む。 

５．明黄褐色土（10YR　6/8） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。にぶい黄色土を微量、暗褐色土を微量、砂利・小石を微量含む。 

６．暗褐色土（10YR　3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、明黄褐色土を微量含む。 
 
 

堀1 
１．褐色土（10YR4/6） 
しまり弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、灰白色土を微量含む。 

２．にぶい黄色土（2.5Y6/3） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。褐色土を中量、砂利・小石を微量、明黄褐色土を微量含む。 

３．褐色土（10YR4/6） 
しまりやや強く、粘性やや強い。明黄褐色土を少量、砂利・小石を微量、灰白色土を微量、
炭化物（１～３mm）を微量、赤褐色土を微量含む。 

４．にぶい黄色土（2.5Y6/3） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。褐色土を中量、砂利・小石を微量、明黄褐色土を微量、
暗褐色土を微量含む。 

５．黄褐色土（10YR5/6） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。砂利・小石を微量含む。 
 

空堀1 
１．褐色土（10YR4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量、黄褐色土を微量含む。 

２．黒褐色土（10YR2/3） 
しまり弱く、粘性やや弱い。腐葉土を少量、暗褐色土を少量、砂利・小石を微量含む。 

３．褐色土（10YR4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、灰白色土を微量、炭化物（１～３mm）を微量
含む。（表土） 

４．黄褐色土（10YR5/8） 
しまりやや弱く、粘性弱い。砂粒を微量、砂利・小石を微量、灰白色土を微量、暗褐色土を微量含む。 

５．褐色土（10YR4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、砂粒を微量、灰白色土を微量含む。 

６．褐色土（10YR4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、灰白色土を微量含む。 

７．褐色土（10YR4/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を中量、砂粒を微量、黄褐色土を微量含む。（砂利・小
石の集中部分が上下に存在。） 

土塁2 
１．黄褐色土（10YR5/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量、暗褐色土を微量、灰白色土を微量含む。 

２．褐色土（10YR4/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、灰白色土を微量、暗褐色土を微量含む。 

３．褐色土（10YR4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、灰白色土を微量、暗褐色土を微量含む。 

空堀2 
１．褐色土（10YR4/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、暗褐色土を微量、灰白色土を微量含む。 

２．褐色土（10YR4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量含む。 

３．褐色土（10YR4/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、暗褐色土を微量、灰白色土を微量含む。 

４．褐色土（10YR4/6） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。砂利・小石を中量、黄褐色土を微量、暗褐色土を微量含む。 

５．黄褐色土（10YR5/6） 
しまりやや弱く、粘性弱い。砂利・小石を多量、灰白色土を少量含む。 

６．褐色土（10YR4/6） 
しまりやや弱く、粘性弱い。砂利・小石を少量、灰白色土を微量、赤褐色土を微量含む。 

１．褐色土（7.5YR4/4） 
しまりやや弱く、粘性弱い。砂利・小石を中量、砂粒を微量、明黄褐色土を微量含む。 

２．明黄褐色土（10YR6/6） 
しまりやや弱く、粘性弱い。灰白色ブロック（５～20mm）を少量、砂利・小石を微量、砂粒を微量含む。 

３．明褐色土（7.5YR5/8） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、砂粒を微量含む。 

４．暗褐色土（10YR3/3） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。褐色土を微量、砂利・小石を微量含む。 

５．褐色土（10YR4/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。暗褐色土を微量、砂利・小石を微量含む。 

１．橙色土（7.5YR6/8） 
しまりやや強く、粘性弱い。暗褐色土を微量、黄褐色土ブロック（５～20mm）を微量、
砂利・小石を微量、灰白色土を微量含む。 

２．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや強く、粘性弱い。腐葉土を微量、砂利・小石を微量、黄褐色土を微量含む。 

３．黒褐色土（10YR2/3） 
しまり弱く、粘性やや弱い。腐葉土を少量、暗褐色土を微量、砂利・小石を微量、黄褐色
土を微量含む。 

４．褐色土（10YR4/4） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、黄褐色土ブロック（５～10mm）を
微量、赤褐色土ブロック（５～10mm）を微量含む。 

５．褐色土（10YR4/6） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。砂利・小石を微量、黄褐色土ブロック（５～10mm）を
微量、灰白色土ブロック（５～10mm）を微量、炭化物（３～５mm）を微量含む。 

６．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。黄褐色土を微量、灰白色土ブロック（５～10mm）を微量、
黄褐色土ブロック（５～10mm）を微量含む。 

１．黒褐色土（10YR3/1） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を中量、褐色土を中量含む。 

２．褐色土（10YR4/4） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量含む。 

３．褐色土（10YR4/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量含む。 

４．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、砂粒を微量含む。 

５．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黒褐色土を微量、砂利・小石を微量、灰白色土を微量含む。 

６．暗褐色土（10YR3/4） 
しまり強く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量、砂粒を微量、灰白色土を微量、褐色土ブロッ
ク（５～10mm）を微量含む。 

1区 東西トレンチ 

1区 南北トレンチ 

空堀1

空堀2

土塁2

堀 1

土塁2

土塁2 南北セクション 空堀1 南北セクション2空堀1 南北セクション1

（1：60） 3m0
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１．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。黄褐色土を中量、黒褐色土を少量、炭化物（１
～５mm）を微量含む。 

２．黄褐色土（10YR5/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黒褐色土を微量含む。 

３．黄褐色土（10YR5/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黒褐色土を微量、炭化物（１～５mm）を微量
含む。 

４．黄褐色土（10YR5/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。暗褐色土を微量、炭化物（１～５mm）を微量
含む。 

５．黄褐色土（10YR5/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。暗褐色土を微量、黒褐色土を微量含む。 

６．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。黄褐色土を少量、炭化物（１～５mm）を微量、
赤褐色土を微量、シルトを微量含む。 

７．黒褐色土（10YR2/2） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。砂利・小石を微量、黄褐色土を微量、炭化物（１
～５mm）を微量含む。 

１．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄
褐色土を微量、炭化物（１～３mm）
を微量含む。 

２．暗褐色土（10YR3/3） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。黄
褐色土を微量含む。 

３．明褐色土（7.5YR5/6） 
しまりやや強く、粘性やや強い。暗
褐色土を微量含む。（根攪乱） 

１．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄
褐色土を微量、炭化物（１～３mm）
を微量含む。 

１．黒褐色土（10YR2/2） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄褐色土
を微量、炭化物（１～３mm）を微量含む。 

２．暗褐色土（10YR3/3） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。黄褐色土
を微量、炭化物（１～３mm）を微量含む。 

１．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや強く、粘性やや強い。炭
化物（１～３mm）を微量、黄褐色土
を微量含む。 

１．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄
褐色土を微量含む。 

１．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。炭
化物（１～３mm）を微量、黄褐色土
を微量含む。 

１．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。炭
化物（１～５mm）を微量、黄褐色土
を微量含む。 

１．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄
褐色土を微量、炭化物（１～３mm）
を微量含む。 

１．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。黄
褐色土を微量、炭化物（１～３mm）
を微量含む。 

１．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。
黄褐色土を微量含む。 

１．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。
黄褐色土を微量、炭化物（１～３
mm）を微量含む。 

１．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。黄褐
色土を微量、炭化物（１～３mm）を微
量含む。 
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１．暗褐色土（10YR3/3） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。黄褐色土を微量、明褐色土ブロック（３～５mm）
を微量、明黄褐色土を微量含む。 

２．褐色土（10YR4/6） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。にぶい黄色土ブロック（３～10mm）を微量、炭
化物（１～３mm）を微量、橙色土を微量含む。 

３．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。橙色土を微量、にぶい黄色土を微量、明黄褐色土
を微量含む。 

１．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、炭化物（１～３mm）
を微量、黄褐色土を微量含む。 

２．暗褐色土（10YR3/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄褐色土を微量、砂利・小石を微量、
黄褐色土ブロック（３～10mm）を微量含む。 

３．暗褐色土（10YR3/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を少量、黄褐色土を微量、
黄褐色土ブロック（３～10mm）を微量、炭化物（１～３mm）を微量含
む。 

４．褐色土（10YR4/4） 
しまりやや強く、粘性やや弱い。黄褐色土を少量、砂利・小石を微量、
炭化物（１～３mm）を微量含む。 

５．明黄褐色土（10YR6/6） 
しまりやや強く、粘性やや強い。にぶい黄色土を微量、橙色土を微量、
暗褐色土を微量含む。 

６．明黄褐色土（10YR6/6） 
しまりやや強く、粘性やや強い。にぶい黄色土を微量、黄褐色土ブロッ
ク（３～10mm）を微量、黒褐色土を微量含む。 

７．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄褐色土を少量、にぶい黄色土を微量、
砂利・小石を微量含む。 

８．橙色土（7.5YR6/8） 
しまりやや弱く、粘性やや強い。にぶい黄色土ブロック（３～10mm）を
中量、黒褐色土を微量、黄褐色土を微量含む。 

９．黒褐色土（10YR2/3） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。黄褐色土を微量、にぶい黄色土を微量、
砂利・小石を微量含む。 

10．明黄褐色土（10YR6/6） 
しまりやや強く、粘性やや強い。黄褐色土を少量、にぶい黄色土ブロッ
ク（３～10mm）を微量、炭化物（１～３mm）を微量含む。 

11．橙色土（7.5YR6/6） 
しまりやや強く、粘性やや強い。にぶい黄色土ブロック（３～20mm）を
中量、黒褐色土を少量含む。 

12．明黄褐色土（10YR6/8） 
しまり弱く、粘性やや弱い。暗褐色土を微量、にぶい黄色土ブロック（３
～10mm）を微量、炭化物（１～３mm）を微量含む。 

13．褐色土（10YR4/4） 
しまりやや弱く、粘性やや弱い。砂利・小石を微量、黄褐色土を微量、
炭化物（１～３mm）を微量含む。 
 

１．褐色土（10YR4/6） 
しまり弱く、粘性弱い。砂利・小石を中量、砂粒を微量、暗褐色土を
微量含む。 

２．黄褐色土（10YR5/6） 
しまりやや弱く、粘性弱い。砂利・小石を少量、砂粒を微量含む。 

SX2

SX3土坑1　南北セクション 

（1：60） 3m0



図 版  32 大館跡　遺物実測図（1） 
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大館跡　遺物実測図（2） 図 版  33 
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図 版 34 大館跡　遺物実測図（3）
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大館跡　遺物実測図（4） 図 版 35
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図 版 36 大館跡　遺物実測図（5）
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大館跡　遺物実測図（6） 図 版 37
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松蔭東遺跡　全景・基本層序 図 版 38

調査区全景（南西から牧目集落を望む）

基本層序1上層（北から） 基本層序1下層（北から）

基本層序3上層（南から） 基本層序3下層（南から）



図 版 39 松蔭東遺跡　遺構写真（１）SB11

SB11周辺全景（北から）

SB11全景（北から） SB11P2遺物出土状況（北から）

SB11P5東西セクション（南から） SB11P7南北セクション（東から）

SE10SE10



松蔭東遺跡　遺構写真（2）SA6・P9・15・18 図 版 40

SA6完掘（南から） SA6P1南北セクション（東から）

SA6P2南北セクション（東から） SA6P3南北セクション（東から）

SA6P4南北セクション（東から） P9完掘（南から）

P15完掘（北から） P18完掘（北から）



図 版 41 松蔭東遺跡　遺構写真（3）P21・34・36・SE10

P21礎板出土状況（北から） P21完掘（北から）

P36南北セクション（東から） P36完掘（東から）

P34完掘（西から） SE10東西セクション（北から）

SE10完掘（東から） SE10ヒョウタン出土状況（南西から）



SE10完掘（南から） SE22南北セクション（東から）

SE22完掘（東から） SK12南北セクション（西から）

SK19東西セクション（南から） SK25完掘（北から）

SK32東西セクション（南から） SK33南北セクション（西から）

松蔭東遺跡　遺構写真（4） SE10・22・SK12・19・25・32・33 図 版 42



図 版 43 松蔭東遺跡　遺構写真（5）SD13・16・20・24・31・35・SX5

SD13完掘（南から） SD16完掘（西から）

SD20完掘（南から） SD24・SD31完掘全景（東から）

SD24b-b'セクション（西から） SD31b-b'セクション（西から）

SD35完掘（西から） SX5完掘（東から）

SD24

SD31

SD24

SD31



松陰東遺跡　遺物写真 図 版 44
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図 版 45 中曽根遺跡　全景・基本層序

調査区全景（東から）

調査区全景（西から） 調査区全景（東から）

基本層序1上層（西から） 基本層序1下層（西から）

基本層序2上層（西から） 基本層序2下層（西から）



中曽根遺跡　遺構写真（1）SB106 図 版 46

SB106全景（南から）

SB106全景（西から） SB106P3南北セクション（東から）

SB106P4南北セクション（西から） SB106P8東西セクション（南から）



図 版 47 中曽根遺跡　遺構写真（2）SB366

SB366全景（南から）

SB366P1東西セクション（南から） SB366P3東西セクション（南から）

SB366P4東西セクション（南から） SB366P6東西セクション（南から）



中曽根遺跡　遺構写真（3）SA5・397 図 版 48

SA5・SA397全景（西から）

SA5P3東西セクション（南から） SA5P4東西セクション（南から）

SA5P5東西セクション（南から） SA5P6東西セクション（南から）

SA397

SA5

平成17年度本調査区 

SA397

SA5

平成17年度本調査区 



図 版 49 中曽根遺跡　遺構写真（4）SA397・P329・340・345・354・376・389

SA397P1南北セクション（西から） SA397P2南北セクション（東から）

P329東西セクション（南から） P340東西セクション（南から）

P345東西セクション（南から） P354東西セクション（北西から）

P376東西セクション（北から） P389南北セクション（西から）



中曽根遺跡　遺構写真（5）P395・396・SE277・SX272・278 図 版 50

P395東西セクション（南から） P396柱根検出状況（東から）

SE277・SX272・SX278全景（西から） SE277東西セクション（南から）

SE277土器出土状況（南から） SE277遺物出土状況（南から）

SE277斉串出土状況（南から） SE277完掘（西から）

SE277
SX272

SX278

SE277
SX272

SX278



図 版 51 中曽根遺跡　遺構写真（6）SE323・SK281・282・331・338・339

SE323東西セクション（北から） SE323完掘（東から）

SK281完掘（北西から） SK282完掘（北西から）

SK331完掘（西から） SK338完掘（南から）

SK339南北セクション（西から） SK339完掘（西から）

SB106P6

SK338

SB106P6

SK338



中曽根遺跡　遺構写真（7）SK382・SD2・3・334・375 図 版 52

SK382南北セクション（西から） SK382完掘（西から）

SD2・SD3完掘全景（西から） SD334・SD375完掘全景（西から）

SD334b-b'セクション（西から） SD334完掘（西から）

SD375b-b'セクション（西から） SD375完掘（西から）

SD3
SD2

SD3
SD2

SD375
SD334

SD375
SD334



図 版 53 中曽根遺跡　遺構写真（8）SX29・272・278・394

SX29全景（西から） SX272東西セクション（南から）

SX272漆器出土状況（南東から） SX272完掘全景（西から）

SX278遺物出土状況（南から） SX278東西セクション（南西から）

SX278完掘全景（南西から） SX394東西セクション（南から）



中曽根遺跡　遺構写真（9）SR1・2 図 版 54

SR1・SR2完掘全景（西から） SR1a-a'セクション（西から）

SR1全景（西から） SR2南北セクション（西から）

作業風景 SR2遺物出土状況（南から）

SR2墨書土器出土状況（北から） SR2完掘（西から）

SR2

SR1

平成17年度本調査区 

SR2

SR1

平成17年度本調査区 



図 版 55 中曽根遺跡　遺物写真（1）
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中曽根遺跡　遺物写真（2） 図 版 56
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図 版 57 大館跡　全景（1）

調査区全景（北東から村上城を望む）

大館跡全景（南から）



大館跡　全景（2） 図 版 58

調査区遠景（南から） 調査区全景（南東から）

調査前全景（東から） 中正面全景（東から）

中世面全景（西から） 2区北側斜面（北から）

1区中世面全景（東から） 1区中世面全景（南から）



図 版 59 大館跡　土塁1・基本層序

土塁掘削前（北から） 土塁掘削後（北から）

基本層序 作業風景（東から）

作業風景（北東から） 土塁1セクション（南西から）

土塁1南北セクション（西から） 土塁1南北セクション（2区南北トレンチ2・東から）



大館跡　土塁1・2・空堀1 図 版 60

土塁1東西セクション（南東から） 土塁1掘削後風景（南から）

空堀1a-a'セクション（東から） 空堀1b-b'セクション（東から）

空堀1完掘（東から） 土塁2a-a'セクション（南東から）

土塁2南北セクション（1区南北トレンチ・南東から） 土塁2東西セクション（1区東西トレンチ・西から）



図 版 61 大館跡　土塁2・空堀2・堀1・2

土塁2東西セクション（西から） 空堀2南北セクション（1区南北トレンチ・東から）

堀1a-a'セクション（北から） 堀1b-b'セクション（南から）

堀1c-c'セクション（南から） 堀1d-d'セクション（北から）

空堀1・堀2完掘（北から） 堀1完掘（南から）



大館跡　縄文・弥生時代遺構写真（1）SK1001・1003・SX1002・P1004 図 版 62

縄文・弥生時代調査範囲全景（北から） SK1001セクション（北東から）

SK1001完掘（北から） SX1002完掘（東から）

SK1003セクション（西から） SK1003完掘（西から）

P1004セクション（西から） P1004完掘（西から）



図 版 63 大館跡　縄文・弥生時代遺構写真（2）P1005・1017・1021・1029

P1005セクション（西から） P1005完掘（西から）

P1017セクション（南から） P1017完掘（南から）

P1021セクション（西から） P1021完掘（西から）

P1029セクション（南から） P1029完掘（南から）



大館跡　縄文・弥生時代遺構写真（3）SK1036・P1039・土坑1・SX2・3 図 版 64

SK1036セクション（東から） SK1036完掘（東から）

P1039完掘（西から） 土坑1動物骨出土状況（東から）

SX2東西セクション（北東から） SX2完掘（西から）

SX3完掘（南東から） SX3完掘（南西から）



図 版 65 大館跡　遺物写真（1）
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大館跡　遺物写真（2） 図 版 66
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図 版 67 大館跡　遺物写真（3）
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頁 位置 誤 正

抄録 　松蔭東遺跡　北緯 　３８度１０分０７秒 　３８度１０分１８秒

抄録 　松蔭東遺跡　東経 　１３９度２７分０９秒 　１３９度２６分５９秒

抄録 　中曽根遺跡　北緯 　３８度０９分３５秒 　３８度０７分４７秒

抄録 　中曽根遺跡　東経 　１３９度２５分１６秒 　１３９度２５分０５秒

抄録 　大館跡　北緯 　３８度１３分４６秒 　３８度１３分５８秒

抄録 　大館跡　東経 　１３９度３０分２９秒 　１３９度３０分１８秒
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